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　緑みどり川かわ円えん子じは引きずらない人間である。粘ねばり気けがないとも言う。一ひと晩ばん経たって山の上で朝日を迎むかえる頃ころになれば、昨日の騒さわぎを特別気に病むようなこともなくなっていた。個こ展てんは顧こ客きやくとの繫つながりを強めて活かつ動どう資し金きんを捻ねん出しゆつする大事な機会ではあるが、中止となってしまったのなら仕方ない。

　その程てい度どの唐とう突とつな理り不ふ尽じんが、緑川の人生において今までになかったわけでもない。両親との死別も前もって知らされていたはずもなく、喪そう失しつの経験はいくらでもあるものだった。

　寝しん食しよくの場としている小屋から出て、朝日を浴あびながら腰こしを捻ひねる。光輪が列を作って大挙して眩まばゆい。しかし束つかの間の晴れ模も様ようらしく、すぐに厚あつい雲の向こうに日が隠かくされた。

　腰の骨ほねを二度に分けて鳴らした後、庭とは名ばかりの野ざらしである敷しき地ちを眺ながめる。

　破は棄きされた失敗作を含ふくめて、弟で子しが掃そう除じするようになってからは一応、見られた場所となっている。遠くには丘きゆう陵りようが緑を描き、人の住む地域の賑にぎわしさから緑川を守るようだった。

　体たい操そうを終えてから、タオルを頭に結んで髪を大ざっぱに纏まとめる。

　そうしないと落ち着かないし、なにも始まらない。緑川にはそうした刷り込みがあった。

　作業場である工こう房ぼうへ移い動どうしながら、昨晩の夜道で出で会くわした老人を思い出す。

　大型のスコップを携けい帯たいしていたが、同業者だろうか。格かつ好こうは山よりも砂さ漠ばくを歩く風ふ情ぜいだったが、鼻先の土を無む作さく為いに掘ほり返されては緑川としても問題となる。緑川は材料となる粘ねん土どを山から調達することも珍めずらしくない。無論、山の地主には無む許きよ可かであるが地主よりは粘土を有効活用しているという微び妙みようにずれた自負が緑川にはあった。

　作業場に入って、手近な椅子に腰かける。そしてすぐに立ち上がり、歩き回る。

　なにか忘わすれているような気がして、その正体を探さぐろうと動き、やがて胃の底にそれを見る。

「そうだ、朝ご飯……」

　緑川が頭を振る、がしかし弟子の姿はない。気づいた途端、腰回りが重くなる。勝手に住み着いて以来、食事の用意を弟子に任まかせていたので自分で行うことに抵てい抗こうを覚える。

　一食ぐらいはいいか。

　面めん倒どうくさがり、そうした結論に至いたる。それから、昨日の晩もなにか口にしただろうかと緑川が服の上から腹はらを押していると、工房を覗のぞく影が差す。顔を上げると、自じ称しよう弟子が覗いていた。

　そういえば、帰るのが遅おくれると言っていた気がすると、緑川は今頃思い出す。

　昨日はほとんど別行動を取っていたので、存在自体をほとんど失念していた。

「すみません、ただいま帰りました」

　突つき抜ぬけて胡う散さん臭くささの滲にじみ出る、爽そう涼りようとした風ふう貌ぼうと声。いつもはそこに立ち居い振ふる舞まいまで付け足されるのだが、今け朝さに限かぎっては中ちゆう腰ごしとなって余よ裕ゆうもないようだった。弟で子し、新しん城じようは額ひたいに汗あせを滲ませながら、その背せ中なかに若い女性を担かついでいた。その上、上着がいやに膨ふくらんでいる。

　緑みどり川かわは無言のまま、新城が女を椅い子すに座すわらせるのを眺ながめる。そこは私の席だ、と声にこそ出さないが抗こう議ぎしていた。新城は曖あい昧まいに笑って流しながら、手足をだらしなく伸のばした女性に向けて言い放つ。

「寝ねたふりはもういいぞ」

　椅子に置かれた女は目を瞑つむったまま、口もとだけを緩ゆるませる。

「兄さんのことだ、起きていたら足は無事だから歩けと言い出すだろう？」

「よく分かっているじゃないか」

　新城が溜ため息いきを吐つくと、異い様ように膨らんだ上着の内側から犬が顔を出した。長細く、貧ひん相そうという表現の似に合あう顔つきの犬である。新城が下から押おし上げるようにして促うながすと、犬が飛び降りて工こう房ぼうの中を歩き回る。渦うずを巻まくように歩く犬を緑川が目で追っていると、犬もその視し線せんに気づいたように顔を上げて、足もとへと近ちか寄よってくる。緑川の腰が一いつ瞬しゆん、引けそうに曲がった。

「やぁ」と無表情のままぎこちなく犬に挨あい拶さつする。

　緑川は、人間を含んだほ乳にゆう類るいが苦手だった。

　怖こわいのではなく、対応に戸と惑まどう。

「先生」

「なに？」

「先生？」

　三者三様の反はん応のうを示しめす。新城は先生と呼よび、呼ばれた緑川は渋しぶい顔で応こたえ、そのやり取りを聞く女性が首を傾かしげる。「すぐ説明する」と女性に短く言った後、新城が言葉を続けた。

「雅みやび、こちらは陶とう芸げい家かの先生だ」

　雅と呼ばれた女性が「あぁ例の」と小さく頷うなずく。

　緑川としては、改まるように先生として紹しよう介かいされても据すわりのいいものではない。

「それで先生、すみませんが、こいつ……私の妹なのですが、少し預あずかっていて頂いただけませんか」

「え？　いや、邪じや魔まなんだけど」

　緑川がはっきりと眉まゆを曲げて、迷めい惑わくであると態たい度ど含ふくめて伝える。ここで曖あい昧まいな態度を取らないのが緑川という人間だった。元々、最さい低てい限げんの人付き合いでどうにか生活していきたいと考えてこその現げん状じようである。それに加えて新城の妹とやらを一いち瞥べつすると、露ろ出しゆつした右みぎ腕うでに大げさなほど包帯が巻まかれている。淡たん泊ぱくな緑川でも、そこまで露ろ骨こつでは問題の匂においをかぎ取れるというものだった。

「そう、あなたはそういう人だ」と新城が愉ゆ快かいそうに肩を揺ゆする、ついでに頭を下げる。

「少しの間ですのでお任せします。ここなら安全でしょうし」

「聞けよ」

「犬もどうかよろしく」

　言いたい放題の新しん城じようが相談を破は棄きして早歩きで退たい散さんする。流石さすがにこれは『そう』と流すこともできなくて、「おいおい、おい」とその背せ中なかを呼よび止めようとする。しかし手足に力が籠こもらず、満足な声量も確かく保ほできない。緑みどり川かわは、自身が空くう腹ふくであることを恨うらんだ。

「服の中が毛だらけだろうにそのまま行くのか」

　せっかちだなぁ、と楽しそうに妹と紹しよう介かいされた女が見送る。それからすぐ、緑川を見る。

「私は新しん城じよう雅みやび。あれの妹。右みぎ腕うでは……えーっと、そうだねぇ……通り魔まに切られたんだ」

「そう」

　女の自じ己こ紹しよう介かいにも緑川は興きよう味みを示しめさず、最さい低てい限げんの対応に留とどめる。

「都会は物ぶつ騒そうだね。とはいえここも、随ずい分ぶんと蜂はちが多いみたいだ」

　新城雅が顔の左側を若じやつ干かん引きつらせて窓まどに目を向ける。窓ガラスの向こうに、首の裏うらの温度を奪うばうような羽は音おとと共に、その虫の姿すがたが映うつる。かつんかつんと身体からだを窓にぶつけているが、緑川は大して気にも留とめない。むしろ、足もとに座すわり込んで落ち着いている犬に困こん惑わくしていた。少し譲ゆずって、負ふ傷しようした妹は分かる。けどこの犬はなんだ、と説明も省はぶかれたその存そん在ざいに緑川の腰こしが引ける。犬は眠ねむいのか疲ひ労ろうかそれとも空くう腹ふくか、床ゆかにへばったまま動こうとしない。

　犬の食事に適てきしたものが小屋の方にあっただろうか。

「飼かい犬？」

　関係性を求めて、お前の犬かと新城雅に問う。新城雅は目を細めて否ひ定ていする。

「いやぁ、その犬は私を嫌きらっているみたいでね。なぜそれで兄さんに懐なつくのか……」

　新城雅が肩かたを揺すろうとして、右腕の怪け我がを忘れていたのか苦く悶もんの表情となる。

　不用意に傷きずを動かしたせいか、患かん部ぶを抱かかえるようにしながら新城雅の背が丸まる。

「あががが、いた、たたた……」

　苦しんでいる新城雅に、緑川は声をかけない。俯うつむいて前髪の乱れた横顔を眺ながめて、確たしかに弟で子しに似にているものを感じていた。顔の造ぞう形けいではなく、纏まとう雰ふん囲い気きに似に通かよったものを感じ取る。

　現在の一般的な感覚では、人間は太いやつより細いやつに魅み力りよくを見出す。

　その感覚の通りに、新城兄妹きようだいはどちらも細い。

　いや、と緑川が言葉を選び直す。

　薄うすっぺらい。

　だから一見すると魅力的に映るが、実体は。

「まったく不便な……しかしよく生きていたな私……」

　新城雅が独ひとり愚ぐ痴ちるようにぼやき、それから傷も落ち着いたのか緑川を見上げる。

　そして、ほら、その笑い顔だと緑川が呆あきれる。

　人当たりの良さを追つい求きゆうしすぎて、つるつると、摑つかみ所のない微笑ほほえみ。

　人面ではなく、無地の皿の底にしか思えなかった。

「兄さんが帰ってくるまでお世話になるよ、陶とう芸げいの先生」

　終わりが見えているようで不ふ明めい瞭りような挨あい拶さつは半ば無む視しして、緑みどり川かわが口の中でだけぼやく。

　陶芸じゃなくて、医者の『先生』のところに行けよと。そう思った。
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「弾たまが入っていないじゃないか」と文もん句くを言われて、書類を整理していた太た郎ろうが顔を上げる。

　拳けん銃じゆうを探さがして欲しいと依い頼らいしてきた男が、応おう接せつ間まの向かい側で憤いきどおっていた。太郎は昨さく晩ばんに首しゆ藤とう祐ゆう貴きから奪だつ取しゆした拳銃を、探していた物ですと堂々うそぶいて渡わたしていた。違い法ほうな品を下へ手たに根深く探し続けると、思わぬ害を被こうむりかねない。警けい察さつに届とどけ出ないだけ慈じ悲ひがあると思ってくれ、というのが太郎の本音だった。

　ことは二日前の依頼に遡さかのぼる。どう考えても本物の拳銃をなくしたから見つけてくれという、黒い依頼を持ってきたのが目の前の男だった。太郎は仕事と割わり切って請うけ負い、昨日、拳銃を持つ逃とう亡ぼう犯はんこと首藤祐貴を発見してその銃を奪い取ることに成功した。そして、その銃を見つけたものですと堂々渡してしまうことにしたのである。

　だから厳げん密みつには、男の紛失した拳銃とは異ことなるものだった。

　連絡を取ると、すぐに取りに行くと相手が提てい案あんしてきた。太郎としても拳銃なんて代しろ物ものを長々と保ほ管かんしていたくもなかった。よって早朝に呼び出して渡したのだが、その確認をしてこの反応である。太た郎ろうとしては予想の範はん疇ちゆうでありむしろ、別の文もん句くが来なかったということはその銃じゆうが探さがしていた品と同一であったことを証しよう明めいするわけで、安あん堵どさえしていた。

「モデルガンに弾たまなんか必要ないでしょう」

「えっ、そ、そんな……そう、だな」

　依い頼らい主ぬしが自身の噓うそを持ち出されて、目と舌した先さきを泳がせる。

　太郎はそれを見み届とどけることなく悠ゆう々ゆうと書類に目を落とした。

　なにより肝かん心じんな支し払はらいの手続きを行った後、依頼主が拳銃を隠かくすことも忘わすれて肩かたをすぼめながら事務所を去って行く。どんな理由があったとしても弾の入っていない銃では意味がないんだろうな、と太郎としても理り解かいはしていた。同情はしないが。

　書類を整理してから自分の席に戻もどる。空いている隣となりの席を一いち瞥べつして、同どう僚りようの仕事の進しん捗ちよく具ぐ合あいを思う。今日も犬探さがしだろうか。まだ終わらないようなら手伝った方がいいかもしれない。属ぞくする零れい細さい事じ務む所しよで実じつ質しつ、活動しているのは太郎とその同僚だけだ。片かた方ほうの手が空けば同僚の仕事を手伝うことは暗あん黙もくの了りよう解かいとなっていて、太郎もよくその同僚に助けられている。

　出社してきたら一いつ緒しよに犬探しに出ようと考えていると、携けい帯たい電でん話わが鳴る。早朝から常じよう識しきなくかけてくる相手は、数えるほどしかいない。

　太郎が片目を瞑つむるような渋しぶい表情で確たしかめると、最初に思い浮かんだ人物と一いつ致ちする。

　木き曽そ川がわだった。無視しようかとも考えたが、静まりかえった事務所ではなんともその音が騒そう々ぞうしい。壁や天てん井じように音が跳はねて、それを幻げん視しして目がちらつくようだった。やむなく、出る。

「なにか用か」

『おはようさん』

「早すぎる」

　頭を使わないで答えているせいか、太郎の返事は飾かざり気ないものとなる。

　いつもこの調子なので振り返っても、木曽川との会話は思い出せないことが多かった。

『今日夕方まで死んでなかったら飯でも食べようじゃないか』

　それでもさすがに、そう切り出されると太郎としても惰だ性せいで相手をしていられなくなる。

「はぁ？　なんだ、なにか危き険けんな目に遭あっているのか」

　昨日の電話での相談を思い出す。しかし、深く関わる気にはなれない。

　なにしろ態たい度どこそ軽けい薄はくだが、木曽川の仕事とは人殺しなのだ。

　接しているとそのへんの意識が希き薄はくになりそうなので、太郎は時々、自らを戒いましめる。

『運が悪ければ今日、よくて明日ぐらいかな。僕も存外、名が売れていてさぁ』

　嬉うれしいのか困っているのか、とその陽気な調子の困り声に太郎は呆あきれる他ない。

「話は見えてこないが、まーほどほどにな」

　よく分からない返事だ、と自分でも思った。だが実際、なにを言えばいいのか。

　ご自愛というのもおかしな話だと、太郎は思う。

『ほいほい。んじゃね』

　木き曽そ川がわから電話を切ってくる。いつもは最後まで騒さわぐので珍めずらしいことだった。

　それだけ深しん刻こくなのかもしれない。太た郎ろうは切れた電話を、しばし見つめる。

　そうしていると今度の反応は事務所の備そなえ付けの電話だった。となると、と太郎が携けい帯たい電でん話わをほっぽり出して受話器を取る前に喉のどの調子を整える。事務所の電話にかけてくる内容は当然、依い頼らいのそれであることが大半だ。

　朝一番にかけてくるというので、その緊きん急きゆうの具合に嫌いやな予感はあったものの受話器を取る。

「はい、神かみ守もり探偵社です」

『お、こんな朝早いのにちゃんと出た』

　女の声だった。若く張はりがあり、力強い。もっとも太郎からすれば、若くはないのだが。

『仕事熱心なんだなー』

「どうも、いえ別件の報ほう告こくがありまして。それで、ご依い頼らいでしょうか？」

『あーいや、アタシが頼んでいる人と違うけど、知ってるかな。犬探しを頼たのんだ、』

「あ、はい。承しよう知ちしています、えぇ……二に条じようオワリ様」

　咄とつ嗟さに思い出せなくて、隣となりの机を覗のぞいて確認する。歌手らしいが、太郎の知識になかった。

『そうそう。でー、犬のことなんだけど』

「はい」

『犬が見つかったっていうか、なんていうか』

「はい」

『これって追加の依頼になるのかなぁ。別で料金取る？』

「はい？」

『いや、実はさ。うちの犬、を連れてどっか消えた女を捜さがしてほしいんだ。犬のついでに』
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　黒くろ田だ雪ゆき路じは霊れい魂こんの類たぐいを信用していない。殺した人間に出会ったことがないし、そんなものがいるとするなら自分の商売が成立しないからだ。出会えないからこその死だと、黒田は思う。

　そんな黒田でさえも朝方、事務所に顔を出してギョッとする。昨日の依頼者である少女が、来客用のソファに正座していたからだ。小こ泉いずみ明あ日す香かである。青ざめた顔色そのままに、照明を落とした部屋に鎮ちん座ざしている。少女、小泉明日香は二日前の発はつ砲ぽう事じ件けんでの被ひ害がい者しやだ。駅で恋人を撃うたれて喪うしなっている。その撃った相手の殺害を黒田に依頼するべく、この事務所に足を運んだというわけだった。

　そこまではいい、しかしと黒田が疑ぎ問もんに突き当たる。昨日は確かにあの後、事務所から出て行ったはずだ。最後に鍵かぎをかける仕草まで手元で真ま似ねしながら黒田が振り返る。どこから入った、と目で問うと。

「奥おくにいた方が鍵を貸かしてくれました」

「は？　奥って、インチキ画商の……なんで鍵持ってるんだ」

　もしかしてこのビルの部屋は、同一の鍵で開いてしまうのだろうか。「ドラクエかよ」と黒田が頭を搔かきながらぼやく。横を向いた先には、買った覚えのない新品の壺つぼがあった。

　叩たたき割りたくなったが、それは昨日やったなと黒田が苦笑いを浮うかべる。

　それはさておき、一体何時から待っていたのかと小泉明日香を見る。

　顔色の悪さを多少なりとも気にかけて、聞いてみた。

「朝飯は？」

　小泉明日香が無言で首を振る。横に。黒田は眉まゆ毛げに重いものを感じながら尋たずねる。

「……食べるかい？」

　小泉明日香が小さく顎あごを引く。依い頼らい主ぬしでもあるし、さすがに無む視ししきれない。

　本音を言えば、作ってと言いたかった。

　奥の部屋でパンを焼く。秘書は菓か子しにしか手をつけておらず、冷蔵庫の中身は無事だった。

　二人分の朝食を簡かん単たんに用意して、黒田が小泉明日香に提てい供きようする。

「すみません」

「なーに」

　ゆるゆると、見み栄えを張はるように手を振る。

「いつ殺して頂いただけるか、気が気じゃなくて」

「……なーに」
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　まだ手を振る。心中に垂たれ込める暗雲は拭ぬぐえない。

　依い頼らいを達成するまでここに居い座すわって催さい促そくしかねない、と危き惧ぐしていた。

　制せい服ふく姿すがたの女子高生を秘書代わりにするのは、黒くろ田だにも抵てい抗こうがある。その後、そういえば、と関連して今いま更さらながら一日も働かなかった秘書の存そん在ざいを思い浮かべた。

　結局、名前さえ聞いていないのだった。美人秘書を自じ称しようするその女の、素す性じようさえ窺うかがい知れない。紹しよう介かい先さきを信用しているのもあり、慌あわただしい中でなし崩くずしに事務所に置いたが床ゆかを血で汚よごして逃にげ出すことになるとは想像していなかった。空になった菓か子し箱ばこだけを成果と残して。

　クビになって助かったかも、と冗じよう談だんめかす黒田には、帰ったらもう少し深く質問してみようと考えていた心残りが一つだけある。

　頰ほお杖づえをつきながら、黒田が壁を睨にらんで呟つぶやく。

「似にてんだよなぁ……前のとこの上司に」

　開業前の黒田の勤つとめ先も、当然のように殺さつ人じん請うけ負おい業ぎようだった。そこは黒田のような駆かけ出し事務所とは異なってある程てい度どの歴史を重ねていて、契けい約やくを結んだ殺し屋も少なくはなかった。

　黒田はその事務所に、事務員との兼けん業ぎようで就しゆう職しよくした。むしろ事務職に比重を置いての契約で、それなら雇やとうと言われたので新人だった黒田は緊きん張ちようと拍ひよう子し抜ぬけと共にその条じよう件けんを受け入れた。

　奇き妙みような話だが、当時の黒田に人殺しを一人で始めるほどの度ど胸きようはなかったのだ。

　その勤め先で纏まとめ役を担当していた男が、黒田の実質の上司として機能していた。

　男は、新しん城じよう雅まさ貴きと名乗った。本名ではないだろうと、黒くろ田だは考えていた。

　黒田の目からも美形と映うつる男は、常に微笑ほほえんで糸目のように目を細めていた。髪かみと横顔の輪りん郭かくが繊せん細さいで、人間を表すのに気品という概がい念ねんがあるのを初めて理り解かいした相手でもある。その貴き公こう子し然ぜんとした男はしかし同時に、欠ける部分を感じさせないことに違い和わ感かんを覚えさせる人間でもあった。実じつ際さい、黒田は面めん倒どうを見て貰もらってきて感かん謝しやの念もあるが、新城に対して尊そん敬けいや崇すう拝はいといったものを一切抱いだいていない。自分と質しつが違ちがう、と感じていた。

　あの人は殺し屋というより、天然の人殺しだ。

　事務所から現場まで後を追い、終始なにも切り替かえることなく人を殺さつ害がいしたその姿すがたを見て以来、黒田は新城をそう認識するようになった。がんばろうとか、覚かく悟ごを決めるとか。そういうものと縁遠いのに、人殺しには密みつ接せつしているのが新城だ。もはや同業者とも言いがたい。

　狙ねらわれたらまず殺されるなー、というのが黒田の認める力量の差だった。付け加えるなら黒田は、素す手ででの喧けん嘩かなら木き曽そ川がわの足もとにも及およばない、とも思っていた。黒田の知る中でこの二人は、同業者の中でも異質な動きを見せる。分かるのはどちらも天性のものであることだ。

　その新城から連絡を取ってきたのは、少し焦こげ臭くさいパンの耳をかじっている最中だった。

　声を聞くのさえ、退たい職しよくして以来だ。

『やぁ久しぶり。遅おくれたが開業おめでとう』

「……どうも、ッス」

　パン粉が喉のどに張りついて、危あやうく噎むせそうになった。教えていない事務所の電話にかけてきているというだけで、黒田としては背せ中なかに寒いものを覚える。

『随ずい分ぶんと活かつ躍やくしているみたいじゃないか』

「いやぁそんな。まだ一つも依い頼らいをこなせていないペーペーで」

『そっちじゃないよ。まぁいいさ、黒田君に聞きたいことがあってね。きみ、木曽川という同業者と友人だったね？』

「へ？　あぁ、はいまぁ」

　意外なところから友人の名前が出て来て、黒田が困こん惑わく混まじりに肯こう定ていする。

　同業者とはいえ、活動拠きよ点てんが離れているので接せつ点てんの読み取れない組み合わせだ。なんだろうと思っていると、黒田の服の内側で携けい帯たい電でん話わが震ふるえる。誰だれだよと、相手だけ確たしかめようとして電話を出すと、あら、と黒田の目が丸くなる。渦か中ちゆうの相手、木曽川からだった。

　こちらも電話で連絡を図ってくるのは珍めずらしい。新しん城じようの声に伴ばん奏そうするように電話が鳴る。慌あわただしい胸周りの騒ぎに黒田が目の落ち着く場所を失っていると、唐とう突とつに、閃ひらめく。

　電話相手の意図が結び目を見つけて、群むらがり、黒田に答えをもたらす。

　こいつら、お互たがいに。

　同業者がお互いのことを知りたがる理由なんて、一つしか思い当たらない。

　黒田がつい、電話の最中にも拘かかわらず携帯電話も繫つなげてしまう。

　そして二つの電話をそれぞれ、左右の耳に押し当てると。

『その男の生せい活かつ圏けんを知らないかな』

『よー、新しん城じよう雅まさ貴きってお前の上司だっただろ？　弱みとか知らん？』

　お互たがいの目的の声が重なって到とう来らいする。

　右から左へ抜ぬけるようなことはなく、どちらも黒くろ田だの頭の中を跳はね回る。

　顔に鼻を中心とした縦たて線せんが入り、目はそれぞれ左右に偏かたよりそうになって。

　そんな、引き裂さかれるような忙せわしなさに黒田が翻ほん弄ろうされる。

「ま、」

　待て待て待て、と思わず両方に助けを求めそうになった。
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　目覚めた途と端たん、襲おそってくるのは各所に受けた負ふ傷しようの名残なごりだった。

　痛いたみが尾おを引いて、それを道行く人が次々に踏ふんでくるかのように痛み、そして祐ゆう貴きの身体からだを重苦しいものにする。この二日の間に受けた暴ぼう行こうは、それまでの人生の積み重ねを凌りよう駕がしていた。最初の日は、知らない男にぶん殴なぐられて。次の日は朝も明けない時間に、魔ま女じよ帽ぼうの男に意い識しきが飛ぶまで痛めつけられて。更さらにその夜は、身体がコの字に折れて吹ふっ飛ぶほどの一撃をベレー帽の男から貰もらい、と定期的な暴力に苛さいなまれていた。

　だけど、それだけ身を裂さかれるほどの苦痛に晒さらされながら。祐貴はまだ、生きている。

　二日前の祐貴が与あたえたのは、その痛みさえ超こえるもの。死だった。

　自分への痛みではない。肉体の喪そう失しつではない、けれど。祐貴は多くのものを失い、拠より所どころも、帰る場所も。なにもかもなくして、心細く震ふるえているばかりだった。そうして追い詰つめられて実家へ向かおうとした足は横やりがあったこともあり、中ちゆう途と半はん端ぱな位置で足踏みするように、地元に留とどまっている。

　痛いたみを引きずったまま、祐ゆう貴きが身体からだを起こす。祐貴が寝ね床どこに選んだのは廃はい棄き工こう場じようだった。喫きつ茶さ店てんが隣となりにある生きた道の途と中ちゆうにある使われていない工場で、壁かべと入り口、そして屋根が植物に完全に覆おおわれている。簡かん単たんに外見を言い表すと緑色の長方形であり、敷しき地ち内ないの建物すべてが大小問わず植物に埋うめ尽つくされていた。歴史にして二十五年の歳さい月げつを有する。

　祐貴はその工場の前を毎日通っていた。祐貴の現在地は実家から大して距きよ離りのない廃屋の隅すみ。家恋しくて戻もどってきた途中で見知らぬ男に奇き襲しゆうを受けて、祐貴はそのまま夜を明かすしかなかった。喫茶店という人の行き来が側にあるものの、他に行き場を見つける時間がなかった。外で寝るなど今の祐貴に正気を保たもてるものではない。体たい育いく座ずわりの祐貴が、意識せず右手に拳けん銃じゆうの形を作る。しかし祐貴の手元に拳銃はない。罪つみだけを残して離はなれていった。

　座ったまま、目の焦しよう点てんを失う。漫まん然ぜんとした視し界かいで、無機質な床ゆかを見つめる。

　植物を搔かき分けて窓から入り込んだ先は、空気の墓はか場ばだった。澱よどんで不ふ愉ゆ快かいな熱を帯びた空気に満たされて、座っているだけで気力が萎しなびる。植物が堅けん牢ろうなカーテンの代わりを務つとめて、換かん気きも期待できない。内部の床や壁は今も薄うす暗ぐらい黒色を帯びて、植物の宿る余よ地ちはない。

　子供の頃から外見は変わっていなかった。祐貴が小学生だった頃ころ、友達とこの廃工場を通る度にこういう秘ひ密みつ基き地ちがほしいと話したものだった。外見は正に天然ものの秘密基地で、祐貴は夏の熱気の中に建つそれに、錆さびと蔓つるの匂いに憧あこがれさえ覚えたものだった。

　そして祐貴は今、その憧どう憬けいの中にある。

　祐貴が顔を上げる。

　いまは、と口が動く。空気を求める金魚のように、ぱくぱくと。

　目が淀よどみ、今にも大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれそうになっていると。

　その目の映うつす景色の端はしに、動くものを見た。

　一いつ瞬しゆんで涙と感かん傷しようが乾かわき、頭に警けい告こくが満ちる。

　祐貴が目を疑うたがいつつも確かく認にんすると、向かい側の物もの陰かげに確たしかな動きがあった。

　壁に張はりついたまま固まり、状じよう況きようを静観する。心臓の跳はねる感覚に翻ほん弄ろうされて、暴あばれそうな目を押おさえつけて正面を見み据すえると、先さき程ほどの祐貴のように起き上がる人ひと影かげが伸のびた。

　鈍どん重じゆうに、粘ねばっこく。緩かん慢まんに起きて乾いた髪を搔かいたのは、煤すすけた気配を肩かたに載のせる中年だった。寝ねぼけた目と突つき出した唇くちびるもそのままに、側に置いてある帽ぼう子しを頭に載せる。

　祐貴は移い動どう中ちゆうも気が気でなかったので覚えていないが、こちらへ来る際さいの電車に同乗していた男である。

　目ま深ぶかにかぶった帽子の位置を直した後、中年も祐貴に気づく。

　そして、顔を見るや否いなや。

「あ、犯はん人にんだ！」

　中年が目を見開いたまま叫さけぶと、祐貴の頭から血の気が引く。

　二日前の事件のことを即そく座ざに見み抜ぬかれて、頭の中心が凍こおりつく。

　しかしそうした祐ゆう貴きの反はん応のうはお構かまいなしに、中年が詰つめ寄よって肩かたを摑つかんで揺ゆさぶってくる。

　中ちゆう腰ごしでよろめくような足の動きと裏うら腹はらに、いやに速かった。

「お前、あの拳けん銃じゆうをどうやって手に入れた？　買ったのか？　買ったんだな？」

　熱の籠こもる工場内に中年の掠かすれた声が響ひびく。頭の中を直ちよく接せつかき回されるような揺さぶりに祐貴は翻ほん弄ろうされて、目が左右に跳はね回る。中年の顔を通り越こして、天てん井じようを拭ふき取るように目が動く。

　そうしてから中年は突とつ如じよ、潮しおでも引くように祐貴から離はなれて壁かべ際ぎわにへたり込む。

　祐貴の返答を待たないで、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「でも弾たまが出たんだ、お前のは偽にせ物ものってことないか」

　ならどうでもいいや、と中年が子供のように拗すねた態たい度どでそっぽを向いてしまった。

　冷や汗あせを首くび筋すじに噴ふき出しながら、祐貴が相手からの言葉を反はん芻すうするように尋たずねる。

「偽物……？」

「いんだよ、お前には関係ない」

　中年はつれない。雰ふん囲い気き同様、声まで煤すすけていた。

　祐貴はその薄暗い背中を見つめながら、荒あらい息に包まれて鈍にぶい思考を必死に働かせる。

　頭を回そうとする度たび、汗が滲にじみ出るようだった。

　中年の言動が一つずつ土台となって、祐貴の推測を組み立てていく。

　買った、偽物。拳銃を、買った。

　手に入れる方法として不自然ではない。でも、即そく座ざにそこへ繫つながるとすればそいつは。

　買ったやつか、売ったやつ。

　その男の態度は、祐貴と明らかに異なる手て慣なれたものがあった。

　だから。

「もしかして、あんたが銃を売ったのか」

　祐貴の出した結論はそれだった。中年が身体からだごと祐貴へと向き直る。

「お？　なんの話だ？」

　中年は素そ知しらぬ顔でとぼける。しかし買ったのかと迫せまってきた男の姿すがたから、祐貴は確かく信しんしていた。

　祐貴が奥おく歯ばを嚙かみしめて、怒いかりと歯をむき出す。

　逆さか恨うらみであろうとも関係なく、身と胃いの底が沸わき立つものだった。

「あんたが、あんなもの売るから」

　恨うらみが歯の間で擦すり切れて、そのまま摑つかみかかりそうになる。

　その祐貴と対たい峙じした中年、拳銃売りの男は、今度はごまかすことなく冷ややかに否ひ定ていする。

「買ったのはお前だろ。ついでに言うと、撃うったのもお前だ」

　中年が喋しやべるついでに壁かべに指を添える。そのまま指先と爪つめを平へい坦たんな壁に食い込ませるように手の甲こうを歪ゆがめて、身体からだを起こす支えとした。前へ腹はらを突つき出すような形で腰こしを上げて、その勢いきおいのままに靴くつの裏うらで祐ゆう貴きの胸むねを蹴けり飛ばした。

　祐貴の胸を蹴り上げるような状じよう況きようとなる。その衝しよう撃げきで祐貴の目が飛んでいる間に、中年もまた無理な姿し勢せいで足を突つき出したことで床ゆかに背せ中なかから落ちる。腰回りを強したたかに打ったが、復ふつ帰きは中年の方が早かった。

　中年は、恨うらみ辛つらみのまま祐貴に発はつ砲ぽうされることを警けい戒かいしたのである。祐貴はこれで不意打ちを数日の間に何度受けたのかと思うほどだが、学習には結びついていない。そんな余よ裕ゆうは今の祐貴の頭にないのだった。勉強は、良い環かん境きようの中で効こう率りつよく行わねば効果は薄うすい。

　中年は手を緩ゆるめない。壁かべに背中を叩たたきつけて呻うめく祐貴の無む防ぼう備びな横っ面つらを蹴りつける。歯の間に広がる頰ほおの肉を爪先でえぐる形となり、祐貴は左の目玉が飛び出ていったと錯さつ覚かくするような勢いきおいを顔面の上に感じる。激げき痛つうは音よりも遅くやってきた。

　顔がヘチマのように変形したのを感じながら祐貴が床ゆかにもんどり打つも、中年はそのまま一切の手て心ごころなく腕うでを踏みつける。指を踏み潰つぶす、顔面を何度か踏んで鼻を潰す。祐貴の今まで出会った誰だれよりも容よう赦しやがない。魔ま女じよ帽ぼうをかぶった木き曽そ川がわよりも徹てつ底ていしていた。

　鼻血を噴ふき出して呼こ吸きゆうもままならない祐貴は、頭が酸さん欠けつとなってろくに働かない。

　鼻を砕くだかれて骨が肉の中で泳ぐ感覚さえ曖あい昧まいとなっていたのは、不幸中の幸いなのか。

「そういやぁお前、人殺しだったよ。警けい戒かいするの遅おそすぎたな、はは」

　抵てい抗こうの意思と肉体の自由を没ぼつ収しゆうしたことを確信してから、中年が和なごやかな調子で笑う。

　その波を感じさせない語り口に、悪びれるような素そ振ぶりは一切ない。

　意い識しきを朦もう朧ろうとさせながらも祐貴は、そうした振ふる舞まいに昨日の殺し屋を見ていた。

　誰だれかを傷つけても、平気でいられる。

　それが殺し屋に必要なものだと、あの男は言っていた。

「しかしなぁお前。包丁で指を切ったら製せい造ぞうした会社に文もん句くを言うのか？　いや違ちがうな、お前は包丁を買った店に難なん癖くせつけるわけだ。勿もち論ろん言ってもいいぞ、けど相手にしてもらえるなんて期待するなよ」

　忠ちゆう告こくめいたことを口にしながら、中年が祐貴の服をまさぐる。隠かくし持っているであろう拳けん銃じゆうを探さがすが見つかるはずもない。財さい布ふを引き抜ぬいたが、中年はすぐにそれを戻もどす。

　祐貴はその律りち儀ぎさに、状じよう況きようとして不ふ可か解かいだが微かすかな好感のようなものを覚えた。

「なんだ、どこかに保ほ管かんしてあるのか。まぁそっちの方がいいよな」

　中年が勝手に納なつ得とくする。祐貴にはその声が半分も届とどいていないし、仮かりに聞こえていても正直に答えることはなかっただろうが、既すでにその手元に銃はなかった。奪うばわれてしまったのだ。

　殴なぐられて息苦しいことも忘わすれて、祐貴が、指先に冷たい空気を感じる。

　共きよう犯はん者しやさえ失われて、心細さが顕けん著ちよになる。

　どんな小さな支ささえでも、今の祐貴にはすがりたくなるものだった。

　もはや全身から悲鳴を感じて区別のつかなくなった祐ゆう貴きが、満まん身しん創そう痍いながらも起き上がって壁かべ際ぎわに座すわる。鼻血を拭ぬぐい、開きっぱなしの顎あごを下から押おして、強引に閉とじさせた。

　砂の擦こすれ合うような音と感かん触しよくが顎あごの付け根を包つつみ、鳥とり肌はだが立つ。違い和わ感かんは拭ぬぐえない。

「しっかし、大だい胆たんに殺すよな。あんな白はく昼ちゆう堂どう々どう、よく今まで捕つかまっていないもんだ」

　拳けん銃じゆうが手元にないと分かって、中年が姿し勢せいを崩くずして座り込む。祐貴は無言で、廃はい工こう場じようの天てん井じようを見上げていた。植物に遮さえぎられて、光が遠い。うっすらと床ゆかを塗ぬるぐらいで、とても天井や壁際に光は行き渡わたらない。今の祐貴には、そちらの方がありがたかった。

　鼻血が頭の奥おくまで詰つまりきっているのを感じる。これがそうなんだ、と祐貴にようやく冷静な実感が湧わいてくる。これが、犯罪者というものなんだと。疎うとまれて、遠ざけられて。自由がなくて、拠より所がなくて。緩かん慢まんと時間が過すぎていくことなどなく、心身が疲ひ弊へいしていくばかり。

　そして、救われることは決してない。

　祐貴の人生は、もうどうにもならないものとなっていた。

　その祐貴が側にいても、中年は座り込んだまま出ていこうともしない。

　蹴けり潰つぶされたことへの恨うらみは恐怖と、人恋しさに覆おおい隠かくされる。

　自分と真っ当とは言わずとも、話してくれる相手などもう限かぎられていた。

　そういうものを昨日の内に察してか、祐貴が腫はれた唇くちびるを野や暮ぼったく動かす。

「なにか問題あるのかよ」

「あ？」

「偽にせ物ものだかなんだか知らないけど……困っているんだろ」

　自分を痛めつけた人間が悩なやみ苦しむのなら、少しは気も晴れる。

　そういう意図もあった。中年も同様に愚ぐ痴ち相手でも欲ほつしていたのか、手と口が動く。

　中年が鞄かばんを漁あさり、拳銃を取り出す。祐貴は首くび筋すじを伸のばして固まった。

「手て違ちがいでな、俺がいつも携けい帯たいしているモデルガンの方を客に売ってしまったんだ。この不ふ手て際ぎわがばれたらどんな仕置きが待っていることか。元もと締じめやっている女が、女なんだが、あいつは人間モドキだ。異い星せいから侵しん略りやくに来たエイリアンだね、ありゃあ」

　中年の舌したは止まらない。もはや祐貴を見ることなく、虚うつろに遠くを向く。

「頼たのんだ殺し屋が失敗しちゃったごめんねとか言い出すしよー……依い頼らい主ぬしが分かったら報ほう復ふくどころか確かく実じつに殺される……あぁいやだいやだ、絶ぜつ対たい、普ふ通つうに殺さないぞ。それが嫌いやなんだ。唯ゆい一いつの望みは、その殺し屋がみーんな始末してくれることだが……無理っぽいなぁ。あの女に手を出したら、絶対にあいつが動くし……あー、みんな死んだかな」

　物ぶつ騒そうな単語が次々に出てきて、祐貴としては馴な染じみがない。

　しかし失敗した殺し屋と聞いて、祐貴は昨日の出来事を思い浮うかべる。

　知らない事務所で行われた攻こう防ぼう、そして。

　小こ泉いずみ明あ日す香かに向けられた拳銃の切っ先に、その闇やみに、祐貴が吸すい込まれそうになる。

　自分はどこで間ま違ちがえたのか。拳けん銃じゆうを撃うったとき、撃つ前、手にした動機。

　始まりを探さがすことは不可能に等しく、また、無意味なことだった。

　なぜなら、間違いを正すことはもうできない。

　人生にやり直しなど利きかないのだ。

　投げやりに笑い続ける中年が顔を上げる。

　祐ゆう貴きが共有するように鬱うつ々うつとしていると、中年が提てい案あんしてきた。

「そうだ。お前、殺しついでだ。その女を殺してみないか？」
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　おはようちゃんという雰ふん囲い気きでないのは、いくらカナでも察していた。

　むしろおはようなのかもすぐに分からない場所に監かん禁きんされている最中だった。僅わずかに開いて仰ぎよう々ぎようしい振しん動どうを倉庫に伝達したその向こうに、光はない。夜は明けていないようだった。カナは朝方、恐おそらく、いや確かく実じつに様子を見に来るであろう友人のことを思った。ギャッピーはあたしの不ふ在ざいをどう捉とらえるだろう。仕事が嫌いやになって逃にげたうえ、野の良ら猫ねこみたいに道路に轢ひかれていないか、なんてところまで想像の羽を広げられたら困こまってしまう。仕事が嫌で、の部分の誤ご解かいが一番困るのだった。嫌ではあるが、逃げるほどでもない。

　なんでこうなったかなー、とカナが足首から先をばたつかせながら振り返る。カナはただ、保ほ護ごした丸い犬を捜そう索さくしている飼かい主に引き渡わたそうとしただけなのだ。しかしその途と中ちゆう、それより前に手にしたもう一つの拾いもの。拳けん銃じゆうが、カナにとって思わぬ障しよう害がいとなった。

「よぅ、待たせたな。なかなか連れん絡らくつかなくてね」

　倉庫の影かげから分ぶん離りするように現れた人影が、気安くカナに話しかける。カナをここまで、拳銃じゆうで脅おどして誘ゆう拐かいした女だ。着ていた制服も車内で着き替がえてきて、今は暗がりに適てきするような暗色の服を上下に着込んでいた。

　現げん在ざいのカナは両りよう腕うでを後ろで縛しばられ、足も縄なわで固められていた。分かりやすく拘こう束そくされているなぁというのがカナの感想である。あまり恐きよう怖ふを伴ともなわないのは、カナ自身の鈍にぶさ故ゆえか。

　パジャマの後ろに差していた拳銃は女に奪うばわれて、今、その手元に握にぎられていた。

　カナはそれを、犬を引き渡わたすついでに捨すてようと考えていたのが裏うら目めに出た形となる。

「こういうのが似に合あう顔には見えないね、あんた」

　それはお互たがいさまだろうとカナは言いたくなる。顔の幼おさなさではカナと似たようなものだ。

「じゃあ早速質しつ問もん。この拳銃をどう手に入れたか聞かせてもらえますか」

　わざとらしく、丁てい寧ねいに問いただしてくる。当然、拳銃は額ひたいに向けられたままだ。

「聞いた名前で調べても顧こ客きやくのリストに該がい当とうしない。じゃあどこで手に入れたというわけよ」

「拾った。駐ちゆう車しや場じようで、たまたま」

「ふーん」

「がっ」

　女がカナの腹ふく部ぶに爪つま先さきをめり込ませる。カナはくの字に折れて苦しもうとするが、それを許ゆるさない女がカナの髪を摑つかんで引き起こす。髪かみ飾かざりの代わりとなる研けん修しゆう中ちゆうの名札に、女がここで気づいたらしく一いつ瞬しゆん、怪け訝げんな顔をする。

「話をちゃんと聞いていたか？　噓うそをつかないでねと私言ったよな？　な、噓はダメよ」

　言ったっけ、とカナが記き憶おくをひっくり返して確たしかめようとする。が、その余よ裕ゆうもない。

「正直に、話したよ」

　女がカナの髪をより強く引っ張る。「ぎぁ」とカナが痛いたみに耐たえながら涙なみだを目の端はしに滲にじませる。

　引っ張っても口を開くことはなく、それ以上になにも出てこないことで女が「んー」と目を泳がせた。

「ほんとに拾っただけみたいね。目を見ればすぐ分かるとも」

「じゃあ蹴らないでよ」

　言ってから、「あ」と自分の軽けい薄はくな口を後こう悔かいする。勿もち論ろん直後に、がつんと来た。

「さて、拾っただけとするならあんたはお役ご免めんなわけだけど」

　女が顎あごに手を添そえて、しばし考え込む仕草を見せる。

　このまま解かい放ほうしてくれるなどという期待は、流石さすがに脳のう天てん気きなカナも持てなかった。

「あんたの処しよ分ぶんをお偉えらいさんに決めてもらわないとね。……くそ、電話繫つながらないな」

　誘ゆう拐かい犯はんが愚ぐ痴ちりながら電話を手に一いつ旦たん、倉庫の外へと消える。

　本当に束つかの間ま訪おとずれる安息も、カナの苦痛を煽あおる空白でしかない。

　暴力に晒さらされたカナは荒あら事ごとに慣なれていないこともあって、身体からだより先に心がへばる。

　手足を振っても、当然、拘束が緩ゆるむわけもない。打つ手などなかった。

「救いのヒーローは……ギャッピー……ひめじー……無理だなぁこりゃあ」

　友人や後こう輩はいの顔を思い浮うかべるも、助けに来るわけもないとすぐに諦あきらめる。

　残念なことに知人は皆みな一般人であり、真っ当であり、カナのようにちゃらんぽらんではない。それ自体は素す晴ばらしいのだが、突とつ拍ぴよう子しもない行動に出る可能性は零ぜろに等しかった。

　逸いつ脱だつしなければ、この場所には辿たどり着けない。

　カナに救きゆう出しゆつの芽めはなかった。

　しかし救いの手こそないが、なにかしらの意思を持った足はカナに近ちか寄よってくるのだった。

「お」

　のたたた、と丸い犬が暗くら闇やみという隠かくれ蓑みのを剝はがすようにカナの側へ姿すがたを見せる。ここへ来た直後から隅すみに逃にげて大人しくしていたので、誘ゆう拐かい犯はんも頓とん着ちやくしていなかったのだ。そもそも、所しよ詮せんは犬である。放っておいてなにができるか、という認にん識しきが普通だった。

　この場で犬の特とく異い性せいを知っているのはカナだけである。

　近寄ってきた犬に顔を押おしつけるように寄せて、カナがささやく。

「お前だけ逃にげて、えぇとできれば助けを呼よんでみて」

　見れば壁かべや床の古い倉庫だ、人間はともかく犬の逃げる隙すき間まぐらいは入り口の他にあるかもしれない。カナが小声で促うながすと、丸い犬は鳴かずにこっそりと頷うなずく。そこから機き敏びんに走っていけばスマートなのだが、体たい格かくに見合った、のたのたとした足取りにカナが思わず笑ってしまう。

　尻しりの肉付きもしっかりしている犬の後ろ姿すがたに、頼たよりがいは感じられない。

　そもそも、人の言葉を理解できる、かもしれない犬に救出を託たくす。

　神様に頼るよりある意味、末期だ。

　カナとしては助かるのが一番いい。当然だ、けれどと思いが続く。

　もしどうにもならないのなら、そこまでにしておこうと。

　カナは自分の人生が閉とじることに恐れを抱いだいていなかった。

　自らが価か値ちのある人間だという自じ尊そんがないからだろう。

　だから。

　そのまま逃げても恨うらみはしないさ、と丸い犬を見送った。
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　それなりにいいやつかもしれない、と緑みどり川かわはあっさり手のひらを返しそうになった。

　新しん城じよう雅みやびの用意した朝食を胃い袋ぶくろに納おさめて、隙すき間まが埋うまっての感想だ。昨日から続いていた、肌はだを伝うもどかしさのようなものがここに来てようやく一息つく。ここから風ふ呂ろに入って一ひと寝ね入いりでもすれば完全に元通りとなりそうで、緑川が窓の外を眺ながめながら少し迷まよう。

「左手だけだとこのあたりが限げん界かいか」

　作り手の新城雅としては不満足らしく、気き難むずかしい顔で後あと片かた付づけしている。新城雅は左手一本で調理をこなして、皿さら洗あらいまでこなしていた。緑川は少し眺めて「ありがとう」と短く礼を告げると、早々にその場を後にする。手伝おうという気き概がいはまったくないようだった。

　家に置いているという恩おん着きせがましさすら微み塵じんもない。

　やりたいやつが、やりたいことをやる。

　緑川は、そういう自由に従したがっている人間だった。

　顔を洗った後、緑川は粘ねん土ど掘ほりに出かけるための用意を始める。山中を夜分に出歩くことの危き険けんを考えれば、気け怠だるさを伴ともなっていても寝ているわけにはいかなかった。軍手やバケツ、タオル等の使い古されたそれらを手て際ぎわよくかき集める。いつも整せい頓とんして置いておくはずなのに、いつの間にか乱らん雑ざつになっていることを緑川はこうして直面する度たびに不思議に思う。

　掘ほった粘土を依い頼らいされた陶とう器きに用いることはないが、練習や自分で使う食器を作る際さいには重ちよう宝ほうしていた。荷物を纏まとめていると、窓を軽く叩たたく音がして緑川が顔を上げる。

　蜂はちと、別の羽虫が窓まどガラスにぶつかっていた。増ふえたな、と緑川が呟つぶやく。

　害がい虫ちゆう駆く除じよも山となれば町中の比ひではない。安あん易いな退たい治じは予想以上に手て痛いたい目に遭あう。

　ぶぉぶぶ、ぶぉぶぶ。羽音に合わせるように、頭の中の映えい像ぞうが回る。

　害虫駆除が専せん門もんだとか言っている男のことを思い出して、緑川はしかめ面つらとなっていた。

　途と中ちゆうから、片付けを終えた新城雅が作業場に姿を見せて、室内を見て回るようになる。飽あきもせず、視し線せんで舐なめるように事細かく。朝食の準備を始める前と同様に。壁かべの継つぎ目に入り込んだ汚れさえ見み逃のがさないような目つきに、なにが面白いのかと緑川は取り合わない。

　軍手でスコップを担かついで、外に停とめた軽トラの荷台に運ぶ。準じゆん備びが出で来き次し第だい、粘土の確かく保ほに向かおうと考えていた。依頼された茶ちや碗わんを作成しようにも、今け朝さはなんの用意もできていない。

　本来はこれから数日間、個こ展てんにかかりきりで暇ひまはないはずだったのだ。

　緑川は改めて、つまらない冗じよう談だんばかり口にしていた男を恨うらむ。

　今度会ったら、会いたくもないが会ってしまったら、個展の弁べん償しようを要求しようと思った。お金が惜おしいのではなく、あの気に入らない男を困こまらせたいという思おも惑わくだった。

　荷台に大型のスコップを置いてから、弟で子しが車も使わないで山を下りていったことに気づく。緑みどり川かわの小屋にあるのはこの軽トラ一台だった。行きもそうだが、帰りも歩いて下山とは優やさ男おとこのような見かけよりずっと体力がある。

「ん？　帰り、行き……どっちがどっち？」

　弟子がどこへ行くのが帰路であるのか、緑川が少し混こん乱らんする。したまま、作業場を覗のぞいた。

　さすがにまったく親しくもない女を家にただ放置するのは抵てい抗こうがあり、一言伝えておこうというぐらいの気は緑川にもあった。緑川が覗のぞくと、機先を制せいするように新しん城じよう雅みやびから尋たずねてくる。

「陶とう芸げい先生は家族と一いつ緒しよに暮くらしていないのかい？」

　新城雅は緑川の名前を知らない。緑川の方は下の名前を聞いた気もしたが、既すでに忘わすれていた。

「あちらの小屋にも誰だれの気配もなかったからね」

　そんなこと、来たばかりの家で気にするのだろうか。

　緑川は訝いぶかしむが、朝食の時間に誰も出てこなければ少しは不ふ審しんに思うのかもしれない。

　そう考えて、淡たん々たんと不在の理由を答える。

「全員亡なくなったから」

「へぇ、そうなのか……」

　そうか、そうかと新城雅が頷うなずいている。緑川は多少の歯切れ悪さを感じるも、自分には関係のないこととして見み過すごす。作業場を出て行こうとしてその直前、短く挨あい拶さつした。

「じゃあ」

「どこか行くのかい？」

「粘ねん土ど掘ほり」

　緑川の言葉は常つねに最さい低てい限げんで、水平を維い持じするようだった。

　事情や勝手の分からない新城雅には、緑川がなにを言い出しているのかすぐにピンと来ない。しかしその理解を待つ気もなく、マイペースに歩き去って行く緑川を見送った新城雅が額ひたいを搔かく。三秒ほど目を瞑つむって、「んー」と悩なやむ素そ振ぶりを見せた末。

「私は兄さんほど頭がよくないからな」

　対話を早々に放ほう棄きした新城雅が椅い子すに飛びつくように座すわり、手足を伸のばして身を委ゆだねる。

　怪け我がを失念していたその動きに、数秒後、苦く悶もんで耐たえることになる。
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　傍はたから見ると、黒くろ田だのやっていることは冗じよう談だんめいていた。

　ソファに靴くつを脱ぬいで正せい座ざする小こ泉いずみ明あ日す香かも、その背せ中なかを見つめる目め尻じりに心なしか呆あきれが混まじっている。黒田は机つくえに二つの電話を並ならべて、一方を取って一言二言話してはもう片かた方ほうへと交こう換かんしているのだ。なにか、そういうゲームに興きようじているようにしか見えないのも無理からぬことであった。

　二人に対して『混こん線せんしている！』という説明だけで押おし切ってこの状じよう態たいを作り上げたことが、かなりの力業であることは黒田も感じていた。むしろそれで納なつ得とくする元上司と同業者の悪ふざけに、提てい案あんした黒田の方が参ってしまいそうだった。

　一いつ旦たん、片方を切って一件ずつ対応するなどという発想は黒田にない。

　だってどっちも急いでいるっていうし、というのは内心の黒田の言い訳わけである。

『新しん城じようってやつは見た目に特とく徴ちようないかね』

「特徴？　特徴って、パッと聞かれても答えづらいというか」

『いや僕さー、顔知らんから怖いよねー。今も目と鼻の先にいるかもしんねーし』

　いい勘かんしているじゃないか、と黒田が顔を引きつらせて電話を交換する。

『黒田君、事務所の調子はどうだい？』

　調子もなにも、開業してまだ三日目である。

「あぁはい、早速、二件けんほど」

『やるじゃないか』

　いぇはは、と曖あい昧まいに笑って電話を替かえる。

『はーい』

「はーい！」

　やけくその対応だった。携けい帯たい電でん話わを置いて事務所の電話を取る。

『それで、木き曽そ川がわという殺し屋なんだが。きみ、連れん絡らく取れる？』

「連絡、です、か」

　とってるとってるー。電話を置く。なにか話しかけてくる前に、木曽川を牽けん制せいする。

「十秒ぐらい待て」

『十秒？　よし、ちゃんと数えるからな。じゅーう、きゅーう……』

　カウントを聞いた黒田が大おお慌あわてで電話を入れ替える。

「連絡って……仕事の片かた棒ぼう、じゃねえや。協力しろと？」

『きみには結けつ構こう、恩おんを売っておいたと思うのだが』

「ぐ」

　小こ細ざい工く抜ぬきに過か去こを利用してくる新しん城じように、黒くろ田だが言葉を詰つまらせる。返事から一いつ旦たん逃にげるべく、黒田が電話をスイッチした途と端たん、頓とん狂きような声が聞こえる。

『ヒャア　がまんできねぇ』

「０だ！」

　歳としが近いせいか、木き曽そ川がわと黒田の話題は嚙かみ合うことが多い。

『さっきも聞いたけど弱みとかねーの？　弱点でもいいぞ、火ひ属ぞく性せいが効果的とか』

　強いやつの方が少ないと思う、と黒田は目を逸そらす。

「あぁそうだ、妹には頭が上がらないらしいぞ」

『知ってるー』

　黒田自身は新城の妹と対面したことがない、と思っているのだった。

　電話を、少々渋しぶい顔で取る。

『呼よび出してくれれば確かく実じつに仕し留とめるので、後あと腐くされはないよ』

　それで気休めしているつもりなんだろうなと、黒田が呆あきれる。

「そもそも木曽川はなんで人の恨うらみ買っているんですかね」

　黒田は、新城が木曽川を狙ねらうのは仕事の一いつ環かんだと捉とらえていた。

　しかし新城はそれを否ひ定ていする。

『私の妹を狙ねらっている』

「あぁはい、ええ」

　そっちか、と口の中でぼやく。道理で電話をかけて人の手を借りようとするわけだと黒田が納なつ得とくしてしまった。仕事なら新城は基き本ほん、人を頼たよらない。

『別に妹を甘あまやかすわけではないが、安全を確かく保ほするのは兄の務つとめと思ってね』

　新城が言い訳のように述のべる。シスコンという噂うわさは耳にしていたので、黒田は動じない。しかし、妹に言い寄よってくる男をちぎっては投げて蹴け散ちらしてきたという噂の真しん偽ぎはいささか気になるのであった。新城がちぎって投げた男共が果たしてどれくらい生きているのか、という点が黒田の関心を引いていた。

『その妹の件けんでいずれ、黒田君のところに挨あい拶さつに行こうとも思っていたのだが』

「はい？」

　自分になんの関係があるのか、黒田はすぐにピンと来ない。しかし、似に通かよった印象という自身の感想を思い返して、もしかして、と顔色を変える。昨日やってきた秘ひ書しよの正体に、ようやく思い当たる。思わず振ふり向いて、床ゆかを舐なめるように見つめた。

「なるほど」

　そういうことかと、その汚れを含めて黒田の中ですべてが繫つながる。

　この場合、誰だれが悪いのかと考えながら、黒くろ田だが木き曽そ川がわと繫つながった電話を取る。

『ところですげー今いま更さらなんだけど、お前他に誰と話してんの？』

「あぁ？」

　黒田が苦労している部分に気軽に触ふれてきた。

　気にしないで適てき当とうに遊んで電話を切ってくれればいいのに。

「だれかって……」

　段だん々だんと面めん倒どうになってきていることを自覚した黒田が、どちらにも肩かた入いれしないことを決める。

「この人だよ、ほら」

　二つの電話をくっつける。電話越ごしではさすがに殺し合いも始まらないし、床ゆか掃そう除じも不要だ。

　二つの電話を通して、お互たがいが息づかいの切り替かわりに気づく。

『おや？　声が変わったし、変な聞こえ方するぞ』

『声が……最近聞いた気もするような』

『どちら様？』

『そちらこそ』

『んー……名乗ると非ひ常じようにいやーな予感が』

『私としても色々と思うところがあったりなかったりするわけだが』

　両者が沈ちん黙もくする。間を開けて、同時に弾はじける。

『おのれ、そこにいるんだな！　僕の居い場ば所しよとか聞いたか？』

『そちらこそ、私の急所を突つこうと画かく策さくしたわけか』

『もうじゅーぅぶんに聞いたとも。火か炎えん放ほう射しや器き担かついで返り討うちにするからな』

『きみこそ、私の妹に手を出したんだ、覚かく悟ごするといい』

『ふんがふんが』

『ふぬふぬ』

　どちらも鼻息が荒あらい。恐おそらく、電話に顔を近づけて少しでも距きよ離りを詰つめていると思われる。

　なんだこのバカ共、と黒田が冷ややかな気持ちでやり取りを見守る。

　黒田の目が右、左と動く。尚なおも不毛なやり取りが続く。

　時間の無む駄だを悟さとった黒田が、両方切った。

　事務所の電話はコードを引っこ抜ぬき、携けい帯たい電でん話わは電源を切る。

　解かい決けつしたとばかりに手を払った後、黒田が振ふり向いた。

「というわけで、きみの仕事に優ゆう先せん的てきに取りかかることになった」

　どういうわけなのかは、黒田本人にも分からない。

　小こ泉いずみ明あ日す香かはそれだけ聞ければいいとばかりに、涼すずしくも青ざめた顔で頷うなずくのだった。







[image: 花咲太郎]

「はなさか、たろー？　これ芸名？」

　名めい刺しを受け取った二に条じようオワリが、刷すられた名前を訝いぶかしむ。

「世せ襲しゆう制せいというか三代目というか……まぁそう取ってもらって結けつ構こうです」

　複ふく雑ざつな経けい緯いではないが仕事と関連した話でもないので、太た郎ろうが割かつ愛あいする。

「ま、いいや。よろしくタローさん」

　名刺をしまいながら、二条オワリが友好の笑みを浮うかべる。肌はだから浮うくような、濃い赤色の唇くちびるが印象に残る顔立ちだった。太郎としては女性の扱あつかいの範はん疇ちゆうに入る年ねん齢れいではないが、人受けのいい表情であるとは感じた。歌手という職しよく業ぎように必要なものかもしれない、とも思う。

　事務所で連絡を受けた太郎は同どう僚りようとの電話による打ち合わせの結果、先に二条オワリと合流することになった。同僚も後から来るがその前に、事情の移うつり変わりを把は握あくしておこうということである。犬探さがしと人ひと捜さがしこそ探たん偵ていの本道であると考える太郎にとっては久々、日の下に復ふつ帰きした感覚があった。生あい憎にくと外は今のところ、曇くもり空ではあったが。

「昨日の夜な、ここで待ち合わせしましょうねって話になったわけ。でもいくら待っても来ないしさ、電話も繫つながらないと来る。夜が明けるまで待ったから寝ね不ぶ足そくだよもう」

　二条オワリが目の端はしを指で吊つり上げながら、昨さく晩ばんのことを説明する。太郎との待ち合わせもまた、喫きつ茶さ店てんの前だった。表には太郎の同僚が作成した、犬探しのチラシが貼はってある。

　一いち瞥べつして、ボールみたいな犬だなと太郎が思った。

「これを見て悪戯いたずらしたということは？」

　二人の横を、社会人らしき女性が通りすぎる。

「そういう感じの相手じゃなさそうだったからね。なんつーの、多分、素す直なおな子供だな」

「相手が誰だれかは聞かなかったんですか？」

「確たしか、いわたにかなって名乗っていたけど。あれ、いわやだったか、かなえだったか」

　二条オワリがうろ覚えの名前を口にする。と、さきほど通りすぎた女性が振り向き、そして引き返してきた。

「あの、すみませんっ。今の、えっと、今の、私の友達なんです」

　駆かけ込むように前まえ屈かがみで、早口に割わり込こんでくる。それからハッと、背せ筋すじを伸のばした。

「カナが、あ、友達がなにかご迷めい惑わくをかけたんですか」

　友達と言いながらまるで、保ほ護ご者しやのような尋たずね方だ。太郎が聞いていてそう感じる。二条オワリが子供だと話していたから案外、本当に年若わかいのかもしれない。太郎が少し期待する。

「いや迷めい惑わくっつーか、あ、友達なら連れん絡らく取れる？　もしくは家知ってる？」

　二に条じようオワリが尋たずね返しながら、状じよう況きようを説明する。その説明に出てきた「犬」に心当たりがあるのか、女性が「あ、はい、はい」と何度か頷うなずく。

「昨日、カナの家に二匹ひきもいました。一匹は預あずかっていった人がいるんですけど、もう一匹は家に置いたまま……そうです、この犬です」

　太た郎ろうがチラシを見せて、写真を撮とられた犬と女性の記き憶おくが合がつ致ちする。二条オワリは頭を搔かきながら、「いたのは確たしかなんだな」と安あん堵どしたように呟つぶやいた。口ではああ言いながら、少しはカナからの電話を疑うたがっていたようだった。

　女性が携けい帯たい電でん話わでカナとの連絡を取ろうと試みる。これで連絡つくなら楽だけどと太郎が見守る。しかし希望通りにことが進むなどめったになく、今回もまたその例から逃のがれられない。

「出ない……まさか、まだ寝ねてる？」

　バツが悪いように、女性が太郎と二条オワリの顔を何度も窺うかがう。

「そいつの家ってここから近いの？」

　二条オワリが尋ねると、女性は頷きかけてから口を噤つぐむ。見も知らぬに等しい人たちを友人の家へ案内することに抵てい抗こうがあるようだった。

「外で待っているから、あんたが確かく認にんしてきてくれればいいさ」

　二条オワリがそうした女性の葛かつ藤とうを察して、常じよう識しき的てきな判はん断だんを下す。その意見を吞のんで納なつ得とくしたようで、女性が早歩きで二人を先せん導どうし始める。女性は焦あせっているのか、あまり頭が回っていないようだった。

　移い動どう中ちゆう、女性が友人の不ふ手て際ぎわについて謝しや罪ざいする。

「すいません、少しいい加か減げんなところがある子で……でも、そういう約束にはちゃんと遅おくれないで来る方なんですが」

　これでは友達というより、お母さんである。

「じゃー、来られない事情ができたのかもな」

「事情？」

「アタシに聞くない」

　思いつきを口にしただけらしく、二条オワリが肩をすくめる。二条オワリも女性も、その岩いわ谷やカナという人物の不ふ誠せい実じつとして深く考えてはいないようだった。

　しかし太郎はその思いつきの発言に、背中を伝う寒いものを覚える。

　来られない事情。つまり、その短時間に急に、なにかが起きたということ。

　嫌いやな響ひびきがあった。

　失しつ踪そうや家出ならまだしも、万が一もっと物ぶつ騒そうだったら太郎の管かん轄かつ外がいだ。

　例えば、誘ゆう拐かい事じ件けんとか。

　太郎の知る中で、犯はん罪ざい者しやを相手取る探たん偵ていなど一人もいない。それは警けい察さつの仕事だ。しかしそう考えている太た郎ろう自身は皮肉にも、これまでに何度も殺さつ人じん事じ件けんやらなにやらに巻まき込まれているのであった。率そつ先せんして解かい決けつすることはないが、危き険けんな目にも何度か遭あっている。

　それは同どう居きよする少女の天分と呪のろいによるものかもしれなかった。

　女性が連れて行った先は、喫きつ茶さ店てんのある通りを少し歩いたところにあるマンションだった。女性が会え釈しやくを残して、一人入っていく。太郎と二に条じようオワリは壁かべに寄より添そうようにして待機する。

　腕うでを組んで顎あごを少し上げながら、二条オワリが太郎に話しかけた。

「タローさんは普ふ通つうの髪かみなんだね」

「髪？」

　太郎が帽ぼう子しと額ひたいの隙すき間まにはみ出た前髪を摘つまんで、同どう僚りようのことかと察した。

「いや、最初に頼たのんだ方の探たん偵ていさんには驚おどろかされたよ。世の中広いよなぁ」

「ですねぇ」

　そんな纏まとめで納なつ得とくできるような色合いだろうかと思ったが、太郎は流した。

　話しながらも感じるのは、嫌いやな空気。

　今から目の前の不運にぶち当たりますよと教える、見えざる感覚。

　このままだと犬探さがしではなく、人ひと捜さがしに比重を置いた仕事になってしまうのではという予感だ。それは太郎にとって不幸以外の何ものでもない。どうか、岩谷カナという人物がただのいい加か減げんな出で不ぶ精しようであることを願っていた。

「そーいや、昨日も発はつ砲ぽう騒さわぎがあったらしいな」

　駅の方向へ流れていく会社員の姿すがたを目で追いながら、二条オワリが話題を振ふる。

「昨日はアタシも駅の方にいたからさ、びっくりだね。物ぶつ騒そうな世の中だ」

「ほんとほんと」

　早朝に受け渡わたした拳けん銃じゆうと、頼たよりない顔つきの依い頼らい人にんを思い起こす。あの男が第三の引き金を引く存そん在ざいになるかと太郎は危き惧ぐしたが、弾たまがなければどうにもならないだろうと安あん堵どする。受け取った際さいや去り際ぎわの反応を見れば、予よ備びの弾も、それを手に入れる方法もなさそうなのは明白だった。このまま、あの男の家で飾かざりとして終わってくれることを太郎は密ひそやかに願う。

「しかしアレだよな、ちょっと悲しいな」

　再ふたたび二条オワリが口を開く。どうも、無言で待つというのが苦手な性せい格らくらしい。

「いや今の人に、もしかして二条オワリさんですか、ぬぁーんて気づかれることもなくね」

「ああ……」

「タローさんもアタシの歌なんて聴きいたことないだろ？」

　ＣＤ二枚出してるんだぜ、と自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべる。

「僕の友人は知ってましたよ」

　太郎がフォローするように言う。実際、木き曽そ川がわという男に質問したら即そく答とうしていた。

　しかし二条オワリはそれを世せ辞じと受け取ったらしく、自嘲するように口の端はしを曲げた。

「やっぱ、昨日会った子が特別なだけか……まぁ、いいや」

　ここからだよ、ここから。己おのれの焦あせりをゆっくり嚙かむように、呟つぶやく。

　ほどなくして、女性が戻もどってくる。青ざめて、一人だった。

　一目見た太た郎ろうが思わず顔を覆おおいたくなる。

「いませんでした。いないんです、カナ」

　訴うつたえかけるように女性が報ほう告こくしてくる。ただ不ふ在ざいを不安がるにしては大げさであると、太郎の目には見えた。

「買い物とかじゃなくて？」

「財さい布ふが置いてあるんです、それに……あ、そっちはまぁええはい」

　後半を露ろ骨こつに有う耶や無む耶やにしてくる。なにか問題の引き出しがあるのか、と太郎が暗雲の予よ兆ちようを感じ取る。目の端はしに映うつる僅わずかな晴れ間が、どんどん、輝かがやきを失っていく。

「どこか出かける、って時間でもないか。つーことは昨日の夜に犬を連れて家を出て、朝までどちらも行方ゆくえ知れず」

　二に条じようオワリが太郎を見る。

「てーことになるのかね、タローさん」

「まぁ、そういうことですか」

　太郎の返事は曖あい昧まいだ。どう聞いても大事だからである。

　これは警けい察さつに連れん絡らくするべき案あん件けんではないか、とも考えていた。

「家族は？」

「カナはここに一人暮ぐらしなんです。大学生だけど、留年ばっかりして」

「え？　電話してきたの、子供じゃないの？」

　二条オワリが不意を突つかれたように目を丸くしながら尋たずねる。女性はそこでようやく、小さく笑うような緩ゆるい表情を微かすかに覗のぞかせた。岩いわ谷やカナという人間への適てき切せつなイメージと誤ご解かいに思うところがあるようだった。

「今年で二十四歳さいですけど」

「あ、そー……イメージと年ねん齢れいがあわんな」

　まったくだと太郎が横を向いてぼやく。いくら幼おさなげだとしても年齢が問題外だった。

　女性が改めて、太郎と二条オワリを眺ながめる。格かつ好こうと肩かた肘ひじの張り方を入念に見定めるように。

「警察の方では、ないんですよね」

　その一言に二条オワリが軽く目め尻じりを落とす。

「え？　ええ、僕は」

「タンテーさんだよ、こちらの旦だん那な」

　太郎が身分を欺あざむこうとした矢先、二条オワリが明かしてしまう。太郎が喉のどを詰つまらせる。

　せっかくここまで口数を減へらして一いつ般ぱん人じんを装よそおっていたのに、台無しである。

「たんてー？　あ、探たん偵てい……探偵っ」

　女性が俯うつむいて、合が点てんがいって、仰のけ反ぞるように驚おどろいてと三段だん階かいの反はん応のうを披ひ露ろうする。

「分かりやすい」と二に条じようオワリが褒ほめるように評ひようした。

「探偵、さんなら……あの、カナを捜さがしていただけるんですか？」

　期待と不安を込めたような確かく認にんに、太た郎ろうが曇くもり気味な笑顔で応こたえる。

「いや僕が頼たのまれたのは犬の方なんだけど……結果として、同じことになるのかな」

　今も犬と岩いわ谷やカナが行動を共にしているかは不ふ明めい瞭りようなので、太郎は断だん定ていしない。しかし仮かりに別行動だとしてもこの状じよう況きようから、知りません関わりませんは通用しないだろうという空気は感じ取っていた。なまじ探偵という肩かた書がき故ゆえ、人捜しに格別の期待など抱いだかれてしまうのは困こまりものだった。いくら普通の人間より鼻が利きくとしても、魔ま法ほうのように速やかに解決とはいかない。しかし探偵とは、それを望まれてしまう職業だった。

「そうですか……ああでもまだ、本当にうろうろしているだけも、あるかも……あいつ、時々本当に意味分からないし。急に大学の芝しば生ふに寝ね転ころんで空を見たいとかやり出すし」

「あ、それアタシも前やったことある」

　二条オワリが挙きよ手しゆして、女性がバツの悪そうな顔となる。なにしろ悪口の調子で言ったのだ。

　女性が一度、気を取り直すように息を吐つき、それから頭に右みぎ腕うでを添そえるようにして俯うつむく。

「でも警察にも言った方が……そこまで深しん刻こく？　なくなっていたのは、確たしかだけど……」

　そうした数秒の葛かつ藤とうを経へて、女性がどう結けつ論ろんを出したのか急に顔を上げる。

　釣つり上げた直後の魚に牙きばでも剝むかれるような勢いきおいで、太郎の背せが思わず仰け反る。

「あのっ、他言無用でお願いしたいのですけど」

「はい？」

「関係あるのか分からないし、カナ自身はきっと悪いことに使ってはいないんですけど、いえそれは確たしかなんです。そんな度ど胸きようあるやつじゃないし、面めん倒どうくさがりだし」

　念入りに前置きした後、女性が声をひそめて明かす。

「実はカナ、二日前から銃じゆうみたいなものを拾って部屋に持ち込んでいて……」

　その話の途と中ちゆう、太郎は後ろへよろめくように天を仰あおぎ見た。

　日の下へ出たはずが早くも再ふたたび、曇くもり空に追いつかれる。太郎自身も陰かげる。

　循じゆん環かんすることのない澱よどんだ空気を、延えん々えん、吸すい続けるように。
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「拳けん銃じゆう売ったやつに逆さか恨うらみしたいんだろ？　丁度いいじゃないか」

　男の提てい案あんに祐ゆう貴きが戸と惑まどう。想像もしていない話が巡めぐってきて、喉のどが引き締しまる。

「なんで、俺が」

「人に向けて撃うてるのは立りつ派ぱな才能だぜ、少年」

　いきなり手のひらを返したように持ち上げてくる男に、祐貴が反発を抱いだく。

「撃ちたくて、撃ったわけじゃ」

「違ちがうのか？」

　男の意地の悪い確認に、祐貴の喉が詰つまる。

　違わないのだった。

　祐貴が望んで、撃ったのだ。

　その現実からは逃のがれられない。

「けど、俺は……第一もう、拳銃なんて……持ってない」

「あぁ？」

「盗とられたんだ、帽ぼう子しの男に」

「そうなのー」

　最初は頭から小こ馬ば鹿かにして信じる態たい度どを見せなかった男が、ふと、目の色を変えて振ふり向く。祐貴がその変化に気づく前に、男が口を開いていた。

「帽子って、まさかとんがり帽子か？」

　その尋たずねた特とく徴ちようと一いつ致ちした輪りん郭かくを、祐貴はすぐに連想する。

「違う。別の、ベレー帽」

　本当のことを言っているだけなのに、まるで噓うそをつくような心しん境きようで答える。

「じゃあしらねぇや」

　男が拗すねたように祐貴に背せを向ける。先さき程ほどと同じ仕草で、癖くせなのだろうかと思ってしまう。

　祐貴は黙だまって俯うつむきながら、やっぱり有名な人なんだ、と青色の帽子を思い起こす。木き曽そ川がわと名乗ったその殺し屋には、手て痛いたい目に遭あわされたものの形としては助けられた。昨日も拳銃の弾たまを抜ぬかれていなかったら小こ泉いずみ明あ日す香かに引き金を引かれたときに死んでいたので、二度助けられたことになる。身のこなし、余よ裕ゆうある物もの腰ごし。もし、自分が人殺しになる前に出会えていたら憧あこがれていただろうと、祐貴はそんなことを思った。

　祐貴の抱いだく、できる大人のイメージそのものだったからだ。

「お前、本当に銃じゆうを持ってないのか」

　背せを向けたまま男が尋たずねてくる。祐ゆう貴きは、自分がなぜここにいるのだろうと考えながら肯こう定ていする。

「ない」

「もったいねー。一発しか撃うってないんだろ」

　男が笑いながら横になる。まだ寝ねるつもりかと、祐貴が冷ややかな目で見る。

「それとも逃にげる途と中ちゆうで何人か撃ったか？」

　祐貴が力なく、首を横に振ふる。銃を構かまえたことはあったが、撃つ間もない相手ばかりだった。

　容よう赦しやのない暴ぼう力りよくに次々と痛いためつけられて、心の置き場さえ潰つぶされるようで。

　それでも祐貴はまだ、生きている。

　あれだけ痛い思いをしながら、それでもまだ。

　そこで無言となる。祐貴に、ここに留とどまる理由はなかった。しかしどこかへ行くアテもなく、なにをするべきなのかも見出せない。音を失うと、その機に乗じるように影かげが飛ぶ。

　コウモリが入り込んでいたらしく、倉庫の天てん井じように音と影が揺ゆらめく。影は張り巡めぐらされた蜘く蛛もの巣を器用に避よけて飛び回っていた。ぼんやりと、祐貴の目がそれを追う。

　飛べたら、どこに行くだろう。

　岩のように重い肩かたから一時逃のがれて、祐貴は夢想する。

　海に行きたいなと、青白い空を見る。

　他の景色が黒くろ塗ぬりのように曖あい昧まいとしてはっきりしないところが、夢の限げん界かいだった。

　ふて腐くされるように寝ね転ころんでいた男が起き上がる。帽ぼう子しの上から頭を搔かいて、祐貴を見た。

「取引しないか」

「……取引？」

　片かた膝ひざを立てて座すわった男が、身体からだも祐貴に向ける。

「今から話すのは命令でもお願いでもない。お前との取引だ」

　声色は落ち着き、煽あおる様子もない。その真しん剣けんさは祐貴にも届とどく。

「……聞いてはみる」

　男はその姿し勢せいに頷うなずくと、すぐに話を切り出した。

「さっき話した標ひよう的てきを仕し留とめれば、お前のその後を保ほ証しようする」

　祐貴の心しん臓ぞうが跳はねる。下側から見えざる手に持ち上げられるようだった。

「……その後？」

「警けい察さつに確かく保ほされて人生を台無しにしなくていいってことだ」

　祐貴がもっとも望むものを、的てき確かくに釣つり下げてくる。

　考えなくとも分かることとはいえ、祐貴に恐おそれと、希望。矛む盾じゆんしたものを招まねき寄よせる。

「どうだ？　最高の条じよう件けんだろう」

　そんなことができるのかという疑ぎ問もんを祐ゆう貴きの表情から感じて、男が保ほ証しようする。

「俺はそういう方面も請うけ負ってる。しかも普ふ段だんは料金を取るが今回は無料だぞ」

　男としては好こう条じよう件けんを出したつもりらしいが、無料なんて聞くと祐貴はむしろ疑うたがってしまう。

　金を取る方が仕事を確かく実じつにこなしそうだ。

「なんで、俺なんだ。なんていうか、そういうの専門にしているやつ、他にいるんだろ」

　そこがどうしても気になり、祐貴が尋たずねる。

「それは一回失敗した。で、他のやつを探さがしている余よ裕ゆうはない。どっちみち、俺はばれたら殺される。時間がないんだ」

　男が話す内に前のめりとなるのを見て、そこに噓うそはないと祐貴が認みとめる。

「お前は人を殺した経けい験けんがある。俺より熟じゆく練れんしているってことだ、だから賭かける」

　遠えん慮りよのない男の評ひよう価かに、祐貴はいい顔をしない。打ちのめされたように片目を瞑つむりながら俯うつむき、考え込む。睫まつ毛げで覆おおわれる瞼まぶたの奥おくで、瞳ひとみが震ふるえているのが傍はたから見ても分かりやすい。

　考えるということは、迷まよっているということ。

　男はその段だん階かいで、祐貴が請け負うと確信しながら見守る。

　なぜなら、祐貴に自省の念があって罪ざい悪あく感かんに耐たえられないなら、こんなところにはいない。

　現場から逃にげもしないし、自首だって考えるだろう。

　それができないというのなら、祐貴がどういう人間か。男は、祐貴をある意味で信用する。

　実じつ際さい、祐貴は悩んでいる自分に驚おどろきと、嫌けん悪おを覚えていた。

　これ以上、罪つみを重ねるつもりなのかと。理性のようななにかが冷たい声で問う。

　だけど、と祐貴は思う。

　罪って、重なるものなんだろうかと。

　人を殺したことと、物を盗ぬすんだことが同どう一いつ視しされることはない。

　人を二人殺しても、二人殺したではない。

　一人を殺してから、また一人殺した。

　それは足して二ではなく、一と一なのだ。

　積み上がらないというのなら、それなら。

　祐貴の心に、不思議と抵てい抗こうが薄うすくなる。

　妙みような納なつ得とくである。祐貴もそれは自覚している。

　しかし、言い訳は必要だった。

　なんの言い訳かと頭を抱かかえるが、答えはとうに出ていた。

　心が擦すり切れるほど後こう悔かいしたはずなのに。

　夢見た、突つき抜ぬける青さの空が、祐貴の心を惑まどわせる。

　祐貴が顔を上げる。

　コウモリが頭の上を飛んでいる気がした。

「……できるか、分からないけど」

　はっきりとせず、自信も窺うかがえない。

　それでもそれは、確たしかに肯こう定ていだった。

　人を殺すことを、受け入れたのだった。

　それが本音だと受け入れる。

　誰だれかを殺しても。

　また殺しても。

　祐ゆう貴きは、生きていたかった。

「取引成立だ。そうこなくちゃな」

　手を叩たたく男が、そこで奇き妙みような表情を見せる。

　目は凄すごんだように見開き、頰ほおはだらしなくなり、口を前に突つき出す。

　なんだその顔、と祐貴が意味をすぐに捉とらえ損そこねる。

　もしかするとこれで、友好的に笑っているつもりなのか。

　証あかしのつもりなのか。

　祐貴が大いに困こん惑わくする。

「ほれ」

　男が鞄かばんから引っこ抜ぬいたものを放り投げる。祐貴は頭を真っ白にしながら、それを受け取る。

　拳けん銃じゆうだった。

　祐貴の背中に、冷や汗あせが噴ふき出る。

「そいつの使い方は分かるよな。分かるに決まってる、頼たのむぞ」

　祐貴が、人を撃うった銃だった。

「ほんもの？」

「当たり前だろ、あとこれも」

　端たん的てきに保ほ証しようした男がもう一つ放る。祐貴が恐おそる恐る受け取ろうと手を伸のばすと、空中で舞まうように方向を変えた。コウモリのような動きに怯おびえて手を引っ込めると、それが音もなく床ゆかに落ちる。覗のぞくように確たしかめると、マスクだった。

「お前の顔酷ひどいからな。隠かくしておかないとそれだけで大だい事じ件けんだ」

　祐貴の顔の具合に関かん与よしている男が、悪びれずに笑う。

「ちなみに断ことわったら警けい察さつに連れん絡らくするつもりだった」

　男が手のひらを掲かかげておどけたように見せながら種明かしする。

　祐貴にはその発想がなかったため、酷く驚おどろいた様子を見せる。

　違い法ほうに属ぞくするような人間が通つう報ほうなんて冗じよう談だんじゃない。そんな意い識しきだったのだ。

「どこが、取引だよ」

「取引は対等な立場でやるものじゃないんだよ」

　もっともらしい言葉で自身を正当化しながら男が立ち上がる。

「行くぞ」

　短い命令で祐ゆう貴きを起こさせる。祐貴は拳けん銃じゆうを服の内側に入れながら、手のひらで床ゆかを押おした。

　昨日の分に加えて今け朝さ方がたも存ぞん分ぶんに痛いためつけられたためか、祐貴は骨ほねの軋きしみを聞く。潰つぶれた鼻は機能せず、舌したの上に血の味を送るばかりだった。立っているだけで気持ちに陰かげが差す。

　それでも晩ばんに払はらったはずの茂しげみを再ふたたび除よけて窓から外へ出ると、祐貴の目が眩くらむ。

　晴れ間はなく、曇くもる空の下にも拘かかわらず、その日は祐貴の目に刺し激げきが過すぎた。

　倉庫の中に溜たまった熱気で汗あせばんでいた全身には、僅わずかな風さえ愛おしい。

　額ひたいを押さえるようによろめくのは祐貴だけでなく、男も同様だった。二人は廃はい棄きされた敷しき地ち内ないでしばし、外の環かん境きように適てき応おうすることに従じゆう事じする。

　皮肉にも、祐貴を日の下へ連れ出すのは得体の知れない大人ばかりだった。

　そして三日目にして、もっとも胡う散さん臭くさい男に先せん導どうされる。

「どこへ行けばいいのか、分かってるのか？」

　喉のどが渇かわききっているためか、声が普ふ段だんよりも低い。

「そうだな、いっそ……本人に電話して聞いてみるか」

　男の大だい胆たんな提てい案あんに祐貴が目を剝むく。冗談ではないらしく、男が電話を取り出す。

「ちょっと待ってろ」

[image: ]

　祐ゆう貴きに指し示じして、男が距きよ離りを取る。倉そう庫この脇、建物と植物の影かげに隠かくれるようにしながら目標との電話を試こころみる。大だい丈じよう夫ぶなのかと祐貴は見守るが、なにも電話越ごしに銃じゆう弾だんが飛んでくるわけでもない。電話で人は殺せないのだ。そう思うからこそ、男も怯おびえないのかもしれなかった。

　男がすぐに電話を終えて戻もどってくる。元より優すぐれない顔色に変化はない。

「山にいるらしい」

「山？」

「自然の似に合あわない、胡う散さん臭くさく小こ綺ぎ麗れいな女なんだがな」

　褒ほめているのか貶けなしているのか判断に困る評価を、愚痴のようにこぼす。

「しかしこの山って……あの女も知っているよなぁ、多分」

　電話をしまいながらの男の独ひとり言に、祐貴が反はん応のうする。

「なにかあるのか？」

「あ？　ああ、途と中ちゆうで暇ひまだったら話してやるよ」

　男のその言葉に、祐貴は目の周りの皺しわを増ふやす。

　暇なんて、この三日で一度も感じる余よ裕ゆうはなかった。

　歩き出そうとして、唇くちびるに絡からまっていた蜘く蛛もの巣すに気づく。唾つばを吐はくように取り除のぞいてから、貰もらったマスクで口もとを隠かくした。鼻が半ば機能していないせいで、酷ひどく息苦しくなる。

　そうして男の後を追う祐貴だが、廃はい工こう場じようの敷しき地ちから出た途と端たん、肩かたと背せ中なかが強こわばる。

　いつ誰だれに見つかるか分かったものではなくて、早くも祐貴の目が回りそうになる。

　整えた息もすぐに乱みだれて、意い識しきが散る。

　そうした祐貴の反はん応のうを、男は振ふり向きもしないのに察して忠ちゆう告こくする。

「堂どう々どうとしてろ。このあたりは巡じゆん回かいする警けい官かんもいないし、お前の顔は一いつ般ぱん公開されてない」

　男の言い分に、祐貴が顔を上げる。それは安心したのではなく、話に思うところがあったからだ。周辺の事情を知っているかのような口ぶりはもう少し続く。

「あんまりにも事件が起きないから、こっちには回ってこなくなったんだよな」

　その言い方と内ない容ように、祐貴も答えを見つける。

「あんた、この辺に住んでいるのか？」

「実家は近所だ。お前もそうなんだろ、多分な」

　身の上を話していないのに言い当てられて、祐貴が喉のど仏ぼとけを押おさえつけられるような抑よく圧あつを感じる。男は歩みを止めないまま、その顔を空へと向けた。

「人間、疲つかれたら家に帰りたくなるもんだ」

　溜ため息いきのようにこぼした男の本音に、祐貴は不覚にも共感してしまう。

　きっと、家に帰れば今の苦く悩のうや身体からだの重さの何十分の一かは解かい消しようされるのだ。他になにも見えない中で唯ゆい一いつ、具体的な解かい決けつ策さくであるそれに飛びつきたくなってしまうのは自然なことだった。同どう郷きようということも判はん明めいした男の背中に、微かすかな親しみさえ覚えそうになる。

　しかし男が唐とう突とつに振ふり向き、黄ばんだ歯を晒さらす。

「ま、帰れないだろうけどな。犯はん罪ざい者しやは自由がないなぁ、おい」

　男の遠えん慮りよのない物言いと嘲ちよう笑しようめいた唇くちびるの釣つり上がりに、祐ゆう貴きの頭が熱くなる。

　耳も焼け焦こげるように滾たぎるが、握にぎりこぶしを二つ作って堪こらえる。

　軽けい率そつな行動への後こう悔かいは、祐貴に我が慢まん強さを与あたえていた。

「お？」

　鞄かばんの中で男の電話が鳴る。男は緊きん張ちようした面おも持もちで相手を確たしかめるが、見た途と端たんに弛し緩かんする。

「黒くろ田だか」

　そのまま電話に出る男の姿すがたを、祐貴が睨にらみ続けていた。

「………………………………………」

　ほどいた握りこぶしの隙すき間まを縫ぬうように、弱気が入り込む。

　学ぶのが遅おそすぎる、と祐貴は過か去こを呪のろった。

　後悔を乗り越こえる殺意を、己おのれの内に抱いだく。

　人を殺して三日目。祐貴はまだ、日の下にいた。
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　時とき本もと美み鈴すずは平へい穏おんであり、また同時にこの上ない至し福ふくを味わっていた。

　昨日から続く甘かん露ろのようなそれの余よ韻いんが、今も消えていない。

　大ファンである歌手、二に条じようオワリとの出会い。交わした言葉、撫なでられた頭。

　なにより、部屋に飾かざられたサインと。美鈴は思い出すだけで頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

　この二日間で人を撃うつことには二度も失敗したが、そんなことは後悔の内に入らなかった。

　そんな今日の美鈴は駅前へ向かうことなく、家の近くを散さん策さくしていた。しかし昼からはまた、昨日の騒さわぎのことなど忘れて駅前へ行ってみるつもりだった。犬を探さがす二条オワリとまた出会えるかもしれないと夢ゆめ見ていたのだ。今日はもし会えたらＣＤケースにサインしてもらおうと、鞄かばんに用意してあった。そして当然のように、拳けん銃じゆうも鞄の底に納おさめられている。

　その美鈴が足を止めたのは、表通りの眼鏡めがね屋やを通りすぎたときだった。眼鏡屋と隣となりのビルの間から、のそのそ動く影かげが映うつった。目の端はしに映ったそれに反はん応のうして立ち止まりながら目をやると、這はうように出てきたのは犬だった。通りに出て来たところで一いつ旦たん、力ちから尽つきるように伏ふせては伸のびる。毛け並なみの色合いと勘かん違ちがいされそうなほどの土汚よごれで、実じつ際さい、美み鈴すずはそれを全身茶色の毛の犬だと判はん断だんしていた。そしてその犬が誰だれの飼かい犬かも、気づいていない。

　大して注目せずに通りすぎようとする。しかし、犬は復ふつ活かつする。

　美鈴の前まで歩いてきた犬が通せんぼのように立ち塞ふさがる。

「なんだおまえ」

　美鈴が右に避よけようとすると、犬がぴょこんと飛んで道を塞ぐ。

　左に飛んでも同じこと。美鈴はそれを数回繰くり返して、にまーっとする。

「なんだおまえはー」

　二度目のそれには愉ゆ快かいも混まじっていた。面白い動きを見せる犬に美鈴が興きよう味みを持つ。屈かがんで差し出した手に犬がすり寄よってきた。抱だき上げた丸い犬のふくよかな腹はらを摘つまんで、美鈴の頰ほおがほころぶ。ふかふかして、温い。ジョウモノだ、と美鈴が使い慣なれない表ひよう現げんをカタコトに思い浮うかべて笑った。しかし腕うでの中にすり寄せていた犬の毛け並なみが、軒のき並なみ土汚れを伴ともなっていることに気づいて「ぎゃっ」と美鈴が反はん射しや的てきに犬を手放す。犬は短い足をばたばたと泳がせて、およそ犬と思いがたい泥どろ臭くさい動きでなんとか着地する。

「あ、あー。うわぁ、どーしよ」

　美鈴が両腕の汚れを交こう互ごに確たしかめて血相を変える。

　こんなに服を汚して帰ったら、お母さんに怒おこられてしまう。

　拳けん銃じゆうを所持していようと、少々の倫りん理り観かんの欠けつ如じよがあろうとも、美鈴は小学生である。

　怒った母親ほど恐おそれるものはないのだ。

　丸っこい犬は申し訳なさそうに首を引っ込めているが、逃にげ出す気配はなかった。

「むぅう……」

　美鈴が犬を睨にらんで膨ふくれる。

　撃うっちゃおうか、と鞄かばんの底の拳銃に触ふれては考える。

　そんな一人と一匹ぴきの脇わきを通りかかって足を止めたのは、魔ま女じよの影かげを持つ男だった。

「んー？　どーかしたかい」

　とんがり帽ぼう子しを頭に載のせた男が、電話を引っ込めるついでに犬の顔を覗のぞき込こむ。

「飼い犬っぽいけど、尻尾しつぽが汚いな」

　魔女帽の男、木曽川は服が汚れるのも厭いとわないで犬を抱き上げる。

　犬は帽子の大きなツバを、物もの珍めずらしそうに見上げていた。

「お嬢じようちゃんとこの犬じゃないんだろ？」

　木き曽そ川がわが美鈴に確認する。美鈴はまったく知らない大人に話しかけられても萎い縮しゆくすることなく首を振る。犬と同じように、その不思議な帽子の生む陰かげに注目していた。

「ぜーんぜんしらない」

「だな。あぁっと、川は、あっちにあったな」

　通りの建物の隙すき間まを向いて、木き曽そ川がわが犬と共に歩き出す。美み鈴すずは「かわ？」と首を傾かしげる。

　すぐにかわが川となり、洗せん濯たくに行くのだと思い至いたる。そして、その後ろを追って小走りする。

　木曽川は足音にすぐ気づいて振ふり向き、唇くちびるをへの字に曲げるように微び妙みような表情となる。

「なんでついてくんの、きみ。かんけーねーんでしょ？」

「暇ひまだもん」

「知らない大人には関わるなってお母さん言わねーの？」

「へーきへーき」

　いざとなったら撃うち殺せばいいし。美鈴はそう考えていた。

「世の中には小さい子の王子様志望とか言い出すロリコンおにいちゃんもいるんだぜ」

　まぁあれは無む害がいか、多分、と木曽川が乾かわいた笑いをこぼす。

　二人と一匹ぴきが堤てい防ぼう沿ぞいの道を乗り越こえて、下り、川かわ岸ぎしに着く。最近は晴れ続きだったためか潤じゆん沢たくな流れはなかったが、その川の端はしに木曽川が屈かがむ。すると犬は独ひとりでに腕うでから下りて、自分で川に浸つかる。更さらに前足で身体からだを擦こすり、見る見る間に川を土で濁にごらせていった。

「お、自分で洗えるのか。賢かしこいやつだな」

　木曽川が感心する。ついでに、足の届とどかない背せ中なか側がわの洗濯を手伝った。

　本来の白い毛け並なみも露あらわとなり、美鈴の目が次し第だいに見開いていく。

「土がくっついて丸く見えるのかと思ったら、元から丸かったな」

　いやー重い重い、と土汚れから解かい放ほうされた丸い犬を高々と抱だき上げて、木曽川が「あれ？」と影かげの重なりに気づく。現げん実じつと記き憶おくの輪りん郭かくがその瞬しゆん間かん、重なったように思えたのだ。

「この犬、どっかで見たことあるぞ」

　その木曽川の疑ぎ問もんに呼こ応おうするように、美鈴が叫さけぶ。

「あー！」

　その甲かん高だかく、貫つらぬくような高い声に木曽川が顔をしかめながら振り向く。

　美鈴は口を大きく開けたまま、犬の鼻を指差す。

「二に条じようオワリの犬だ！」

「あ？　歌手の？　犬？」

　木曽川が美鈴の反はん応のうを窺うかがう。

　そのとき二人は注目していなかったが、犬がそうそうとばかりに頭を縦たてに振っていた。

「昨日探さがしてた犬だ。わー、こんなとこにいたんだ、ねぇ、ちょっと抱かせて」

　美鈴が木曽川の服を引っ張ってせがむ。木曽川が屈かがんで犬を預あずけると、美鈴は「やっぱりそうだ」と間近で犬の鼻を見つめる。犬は飼い主のファンである女の子を、じぃっと見み据すえる。

　今度は土でなく水が美鈴の服に付着したが、気づいていなかった。

「ネットでいつも一いつ緒しよに映うつってる犬か。へぇー」

　木曽川が美鈴と共にまじまじと犬を覗のぞく。犬は二つの影、木曽川と美鈴、両方を品定めでもするように丸い瞳ひとみで見つめ返す。一切騒さわぐ様子がないので、大人おとなしいのか人ひと懐なつっこいのかと木き曽そ川がわがその顎あごの下を撫なでた。くすぐったそうに顔を動かして、木曽川の頰ほおも緩ゆるむ。

「で、二に条じようオワリの犬はいいけどどうすんの？　迷まい子ごなのかこいつ」

「うん。でも、連れん絡らくはすぐに取れないし」

「知り合いじゃねーの？」

「ううん。あ、でも昨日会ったし、お菓か子し買ってもらったから！」

　美み鈴すずが対たい抗こう意い識しきと優ゆう越えつ感かんの確かく保ほのために自じ慢まんする。木曽川は「ほー」と流すように笑う。

　それから、重いだろうと木曽川が丸い犬を美鈴から預あずかる。美鈴は犬が自分から離はなれることに不満を感じたが、強くは逆さからわない。なぜなら確たしかに、犬は重かったのだ。

「お？　なんだ」

　木曽川に抱だかれた丸い犬が、ちょいちょいと前足を突つき出す。その人間くささを感じさせる仕草に木曽川が笑っていると、犬は同じ動作を繰くり返す。木曽川が、「んん？」と首を傾かしげる。

　傾げたまま、指す方向に進んでみた。川から離れて、尚なおも犬が指すのは大型の建物。

　スーパーだった。駐ちゆう車しや場じようを斜ななめに歩きながら、木曽川が犬に尋たずねる。

「腹はら減へってるのか？」

　犬は頷うなずきかけたが、ぶんぶんと首を横に振ふった。その反はん応のうに、木曽川が目を細める。

　一方の美鈴はくっついてきているものの、二条オワリにまた会えるかもしれないと夢ゆめ心ごこ地ちで犬にあまり注目していなかった。そのまま二人と一匹ぴきがスーパーに近ちか寄よる。

「犬を連れてスーパーの中はなぁ」

　まずかろう、と木曽川が立ち止まると犬が店の入り口を指す。正せい確かくにはその脇わきに用意されたご意見箱だった。続けてちょいちょいと、客が意見を書くための用紙とペンを指す。木曽川が訝いぶかしみながらもその紙とペンを近づけてみると、犬が前足でペンを受け取った。両足で挟はさむようにして、木曽川の持つ紙にぐにゃぐにゃとペン先を走らせる。木曽川と美鈴はそれを無言となって見守る。

『かんじはかきづらいのでごようしゃねがう』

　犬の書いたものは曲がりこそ多少過か剰じようなものの、確かにそう読めるのだった。

　木曽川がその字を二回、最初から最後まで目を通してから笑う。

「わはは、僕より字が汚い。……けど犬世界ではぶっちぎりで達筆だな」

　チャンピオン、と木曽川が犬の前足を掲かかげて表ひよう彰しようする。犬も満まん更ざらではなさそうだった。

「お前、字が書けるのか」

『なんとか』

「へぇ、会話も成立する。つまり人間の言葉が分かるのか、面おも白しろいやつもいるよ」

　木曽川はあっさりとその犬の存そん在ざいを認める。

　それは仕事柄がら、人類とかけ離れたような輩やからとも出で会くわすからだろうか。

　異い能のうへの対たい応おうに手て慣なれたものがあった。美み鈴すずは目を丸くしている。

『こんちこんち』

「挨あい拶さつも欠かさないとはできた犬だ。逆ぎやくから読むと？」

「ばう」

「つまんねー」

　木き曽そ川がわが低てい俗ぞくな冗じよう談だんに腹はらを抱かかえるようにして笑う。

「で？　なにか買ってほしいのかい？」

『ちがうのである。おちからをおかりしたいのである』

「あん？」

『やまにわたしのたすけをまつものがいる。ことはきんきゅうである』

　犬が緊きん急きゆうのところを強調するように、前足で二度踏ふむ。

「やま、山か。山から下りてきて土だらけと。ふむ、助けねぇ」

　紙の裏うら側がわがいっぱいとなったので、二枚目を取って犬に提てい供きようする。入り口とはいえスーパーの隅すみに犬を連れ込んでなんやかんやとやっている木曽川たちに、通りすぎる客は奇き異いの目を向けていた。しかし木曽川はもとより、美鈴もそんなものは気にも留とめていない。

　二に条じようオワリはこんな犬を飼っているんだ、やっぱりすごいと尊そん敬けいの念を募つのらせていた。

『わるものにゆうかいされたこがいるのである』

「穏おだやかじゃないですね」

『わたしだけではどうにもならないので、きょうりょくしてほしい』

「山まで助けに来てくれと」

　犬がばうばうと肯こう定ていするように鳴く。木曽川は帽ぼう子しのツバを摘つまみ、ふふんと笑う。

「つまり僕の頼たよりがいを見み抜ぬいたわけだな？」

『そうそう』

　犬の同意がめっちゃ軽いが、木曽川は上じよう機き嫌げんに受け止める。

「ヒーロー、か。たまには女の子を救いに行く仕事も兼けん業ぎようしちゃうかね」

　ヒーローという言葉に特別の含みがあるように、木曽川の喉のどが一いつ瞬しゆん膨ふくらむ。望ぼう郷きよう、回かい顧こ。様々なものの混まざったそれが胃いに流れて、熱く満たす。

　当然だが、木曽川が山登りを受け入れたのはそうした正せい義ぎ感かんだけではない。

　どこにいようと、自分を追う者は見つけてくる。

　人目につかない場所の方がお互たがい、やりやすい。

　衝しよう突とつは避さけられないとして、木曽川がそれを前ぜん提ていに行動を決定する。犬を抱だき上げて、「案内は任まかせた」とその背せを撫なでる。犬は『かんしゃするのである』と最後に紙に書き足した。

　通りに出てタクシーを捕つかまえようと、スーパーを後にする。

　そして美鈴も当たり前のようにその隣となりにくっついてくることに、木曽川が難なん色しよくを示しめす。

「来るのか？　山登りだぜ」

「だって、二に条じようオワリに犬届とどけないといけないし」

　その名前に反はん応のうして、犬が鳴く。細長く、恋しく。

「ほんとはまっすぐ帰った方がいいと思うなー。今も探さがしてるだろうし」

「ま、そうだろうけどな。でもお前も、事じ態たいを放り出すわけにいかないだろ？」

　木き曽そ川がわが犬に問うと、その通りとばかりに鳴いて返事してきた。

「こういうわけだ。悪者がいるようだし、危あぶない目に遭あっても僕は助けないぞ」

「へーきへーき」

　その先さき程ほど同様の軽い答えに、木曽川が別の心配を吐と露ろする。

「最近は世間が厳きびしいからなー。連れ回すのはできれば遠えん慮りよしたいのに」

　事案が発生しちゃうよと木曽川がおどける。しかし、必要以上に止める気はないようだった。

　いいのかなぁと一いつ瞬しゆん考え、どうでもいいよなぁと結論づける。

　自分が目下、狙ねらわれて危険であることも含ふくめて、木曽川は人のことを気にかけない。

　人間より動物を尊そん重ちようするような性せい格かくだった。

　一方の美み鈴すずは、二条オワリの飼かい犬をこのまま連れて行かれるのを見み過すごすわけにいかないという事情があった。褒ほめられたいし、他にも色々と。それが美鈴の本音だ。

　木曽川を信用しているわけではない、しかし先程に思ったとおり、自分に害がい意いを向けるようなら銃じゆうで殺せばいいや。

　美鈴はそうやって気楽に考えていた。

　勿もち論ろん、木曽川は美鈴の鞄かばんにそんな物ぶつ騒そうなものがあるとは把は握あくできていない。

　しかし、銃の相手は慣なれたものでもある。

　お互たがいに、大きな油ゆ断だんがあった。
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　座すわったまま動かない小こ泉いずみ明あ日す香かが、黒くろ田だを見つめている。

　黒田は視し線せんを察しながら敢あえて無視していた。

「あの」

「ん？」

　さすがに声をかけてきては聞こえないふりもできない。

「動かないんですか」

「動くよ、勿もち論ろん」

　黒田が飄ひよう々ひようと答える。その軽けい薄はくな返事に、小泉明日香が眉まゆをひそめる。

「手がかりもなく動いても見つかるめぇ。あっちだって隠かくれているだろうし」

　実じつ際さい、黒田は表面上よりずっと悩なやんでいるのだった。

　この仕事の難なん儀ぎな点は、警けい察さつより先に対象を確かく保ほしなければいけないことだった。組織力や人手では勝負にもならない黒田が多くの人間を出し抜ぬくには、首しゆ藤とう祐ゆう貴きに接せつ触しよくした人間の協力が必要だった。その一人である小泉明日香をどう利用したものかと、頭を悩ませる。

「首藤君の電話番号知ってる？」

　そもそも黒田は、首藤祐貴と小泉明日香がどれくらいの仲かも把は握あくできていない。

「知っていますけど……多分、今は電話を持っていないと思います」

「そうか……そりゃあ残念」

　繫つながるのであれば呼よび出すのが一番と踏ふんでいたが、アテが外れる。黒田が摘つまむように、顎あごに指を添そえる。顔を前へ突つき出すような姿し勢せいで、ぼぅっと、目の焦しよう点てんを外して考え込む。

　電話以外でなにかしら、首藤祐貴にメッセージを送る方法はないか。ネットの掲けい示じ板ばんに本人にしか分からない文章を書き込む。それを見てくれるかも分からないし、そもそも逃とう亡ぼう中ちゆうにそんな余よ裕ゆうがあるものか。すぐに思いつかないので、この件けんは棚たな上あげした。

　次に考えるのは、首藤祐貴の思考。人を殺して逃亡中。一いつ介かいの高校生がそうした状じよう況きように陥おちいって心細くなったら、どういった行動に出るか。黒田は相手の身に立とうと、自身の学生時代を意識する。

「………………………………………」

　ほろ苦かったり、酸すっぱかったり、叫さけび出したくなったり。

　関係ないことばかり思い出して、黒田が苦笑いを浮うかべる。

「……あ」

　それと関連してかは不明だが、黒くろ田だは今いま頃ごろ、木き曽そ川がわの存そん在ざいを思い出す。首しゆ藤とう祐ゆう貴きと行動を共にしていた男がいるのだ。小こ泉いずみ明あ日す香かからの説明ではこの事務所で別れてしまったようだが、有ゆう益えきな情報の一つはあるかもしれない。黒田が携けい帯たい電でん話わに手を伸ばす。まだ殺されていてくれるなよ、と電源を入れた。

　すぐに履り歴れきから木曽川の電話へとかける。繫つながったことに黒田が「おっ」と頰ほおをほころばせると。

『ばう』

「……おい？」

　応おう対たいするそれは、黒田の知る木曽川の声とはかけ離はなれていた。その後はがうがうと続く。

「どうした？　応おう答とうせよ」

『ばう』

　応答してきた。そうじゃねえ、と黒田が手を横に振ふった。

「いえ、あなた犬ですよね？」

『ばう』

　返事まであった。その間の取り方が偶ぐう然ぜんとは思いがたく、黒田が怖こわいものに触ふれるような気分になる。

「あーっとー……木曽川君に代わってもらえます？」

　犬になにを頼たのみ込んでいるのだろうと黒田の理性が冷め切っていた。通じるわけがない。

『なんだ、友を売った男よ』

　通じた。

　やっと木曽川の声が電話に現あらわれる。その交代に、黒田は己おのれの常じよう識しきを疑うたがった。

「こっちこそなんだと聞きたい。なに今の」

　得体の知れない生き物の住まう、ファンシーな国にでもいるのではないか。

　魔ま女じよの異い名みようを取る男が相手なだけに、黒田の発想もバカげた方向に走る。

『世の中には人間以外にも変わり種がいるってことだ』

　木曽川の腹はらを抱かかえるように笑う声が聞こえる。それを聞きながら黒田が毒づく。

　変わり種筆ひつ頭とうがなに言ってやがると。

「話を戻もどすけど、なんだその言いぐさ。いつお前なんか売った」

　売ったのなら得があるはずなのに、黒田にはなにも与あたえられていない。

「買うやつもいないだろ、お前なんか」

『なんかなんかと二度も言うな。新しん城じようとかいうやつに僕のあれやこれやを授さずけただろう？』

「お前の居い場ば所しよを聞かれたよ。でも、お前の住すみ処かなんて知らんし教えようがなかった」

　友人ではあるがあくまで、仕事での付き合いだった。職業上、寝ね床どこを知られると同業者の手が伸のびることもあり得るので気安くは教えられなかった。黒田も事務所は周知となっているが、借りているマンションに関しては知人にも漏もらしていない。

『僕の家か。豪ごう邸ていだぞ、旅館ぐらい広い』

「あっそう」

　当然、黒くろ田だは本気になどしない。

「こっちも聞きたいことがあった。お前、首しゆ藤とう祐ゆう貴きって知っているよな？」

『……どちら様？』

　とぼけているのではなく、本当に心当たりのない口ぶりだった。

「ほれ二日前に駅で人殺したやつ」

　小こ泉いずみ明あ日す香かの視し線せんが強まるのを、黒田が背せ中なかに感じる。肌はだに擦こすれるようにちりちりとした。

『ああ、あいつか。そういやぁ名前を聞いてなかった』

「そいつに用事があるんだ。今は一いつ緒しよに」

『いないぜ。お前んとこの事務所で別れた』

「……その件けんについても、言いたいことが山ほどあるが」

　入り口に勝手に飾かざられた壺つぼを一いち瞥べつする。居い座すわって動かないと、風ふう格かくを感じるようだった。

「なにか首藤祐貴の予定でも聞いていないか？　どこへ行くとか、隠かくれるとか」

『いやぁ、知らんね。あいつおどおどして主体性がなくてさ、ずっと僕についてきていたぐらいだからな。どうせもう立て直しは利きかないし、好きなことやればと忠ちゆう告こくはしたけど』

「おいおい、殺さつ人じん犯はんを教きよう唆さするなよ」

　黒田が笑い話として受け取る。

『ただ昔、家出少年やったことのある僕が予想するに、そろそろ家が恋しくなる頃ころだね』

「ふむ」

『案外、家の近くに隠れているんじゃねえかな』

　一理ありそうな意見を黒田が吟ぎん味みする。そして、疑ぎ問もん点てんに突き当たって反はん論ろんする。

「家出なら家族が出で迎むかえてくれるが、今回は殺人犯だからな。警けい察さつも張っているだろ」

『だろうな。でも捕つかまったってニュースは流れていない』

「……つまり？」

『途と中ちゆうで気づいたか、邪じや魔まが入ったか。それでも近くに留とどまっていると僕は踏ふむ』

　まるで探たん偵ていでも気取るように、調子よく木曽川が推すい理りする。

　他にアテがあるわけでもない黒田としては、反発する意味のない意見ではあった。

「なるほど。参考にさせてもらうわ」

『おぅ。じゃあ生きてたらその内電話するわ』

「おう」

　短く返事して電話を切る。今日、明日中には顔見知りのどちらかがこの世界から排はい除じよされると考えると、黒田も少し気が沈しずむ。どちらも同業者としては長く保もった関係なので、惜おしい気持ちも芽め生ばえた。

　しかしそれも電話をしまったところでかき消えて、黒くろ田だが涼すずしげに顔を上げる。

「首しゆ藤とう君の家、どこにあるか教えてくれるかな」

　小こ泉いずみ明あ日す香かの方へと振ふり向くと、その目が静かに光の輪を描えがき、起動する。

「家にいるんですか？」

「それは分からないけど、行ってみる」

「私も行きます」

　小泉明日香が伸のびた背せ筋すじ同様の、切れの良い声で参加を表明する。

　黒田は少しだけ間を置いて、意向を問う。

「なにしに？」

「死ぬところを見たいんです」

「……ほーかい」

　黒田は取り立てて反対しない。目の前で死に際ぎわを見たい、半死半生の対象を嬲なぶりたい。

　そんな依い頼らいも、今までになかったわけではないのだ。しかし、連れてこいではなく自分から向かうと宣せん言げんするほどの意気込みを見せる女には、今まで出会ったことがない。

　黒田が表情にこそ出さないが同情めいたものを覚える。

　首藤祐ゆう貴きはこっちの女の方を撃うっておくべきだったんじゃないか。

　冗じよう談だんを交えて、そんなことを思った。

　昨日の騒さわぎの中心ということもあって、しばらく駅や構こう内ないを歩き回る気にはなれない。

　遠回りして向かおうと決めた。

　事務所を出て左手の広告に目が留とまり、黒田が立ち寄よる。

「あー……悪いことしたな」

　美術商のスペースに貼はられた、緑みどり川かわ円えん子じの個こ展てんの広告を前にして黒田が首を搔かく。小泉明日香は黒田の後ろから無表情にポスターを眺ながめる。澄すんで、真っ黒な瞳ひとみだった。

　緑川円子は、黒田に訪おとずれた殺さつ害がい依い頼らいの対象である。しかし観察しようとした結果、なし崩くずし的に顔見知りとなり、お茶まで一いつ緒しよに飲む始末である。昨日はせっかくの個展を開いていたというのに、壺つぼを拳けん銃じゆうで割わって台無しにしてしまった。どうせ殺す相手だからと黒田は考えず、申し訳ない気持ちが引け目のようにあった。

「代金」

　いきなり耳の裏側から声が聞こえて、黒田が飛び跳はねる。思わず懐ふところに隠した銃を引き抜ぬく寸すん前ぜんだった。首を引きつらせながら振り返ると、美術商が黒田の脇わきに立っていた。

　手のひらを黒田に突つき出している。

「お買い上げ頂いただいた壺の代金」

「……あのですね」

「お宅の騒さわぎを有う耶や無む耶やにして黙だまっているのだが」

　美術商が口止め料であることを露ろ骨こつにちらつかせる。

　恐おそらく昨日、木き曽そ川がわとそうした約束を交わしたのだろうと黒くろ田だは推すい察さつした。

　納なつ得とくしかけたが、そもそもこのビルの中で騒ぎを起こしたのは黒田ではなく、木曽川である。

　あの野や郎ろう、せめて折せつ半ぱんにしろと黒田が憤いきどおる。

　木曽川が生きて遊びに来るのを祈るばかりだった。

　このじいさんも有耶無耶にしてやろうかと黒田が想像していると美術商が更さらに声を低く、そして黒田に押しつけるようにしてささやく。

「実は美術品以外にも取り扱あつかっているものがあるのだがね。きみが女子高生好きなら」

「はっ倒たおすぞジジイ」

　黒田が銃じゆうの代わりに人差し指をその額ひたいに突き立てる。

　美術商は「お、そういうのをお求めかね」と人差し指の先せん端たんに笑うのだった。
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「……兄あに貴きは……唐から獅じ子しファイター……」

　運転中の緑みどり川かわが、ぼそり、ぼそりと切れの悪い歌声を披ひ露ろうする。

　無口で愛あい嬌きようもない緑川だが、一人になれば歌うこともある。

　ただし声は暗くか細い。他人が聞けば気が滅め入いるばかりだろう。

　軽トラを走らせて、粘ねん土どの採さい掘くつ場ば所しよの一つへと向かっているところだった。使用に耐たえうると判はん断だんした粘土を採掘できるのは緑川が発見した中で三カ所あり、今は緑川の家から山道に沿そって進み、中ちゆう腹ふくに位置する場所を目指していた。天てん候こうを考えての判はん断だんである。

　その場所は雨あめ降ふりに訪おとずれると足を取られやすくて危き険けんだと、経けい験けんから理解していた。

　雨の降ふる素そ振ぶりは十分にある天気なので、先に回ろうというのが緑川の考えだった。

　慣なれた道を順調に、横やりなく進む。

「………………………………………」

　ここ数日の影えい響きようか、緑川はむしろ抵てい抗こうがないということに違い和わ感かんを覚えてしまう。

　するすると、糸が自分の中をすり抜ぬけていくようだった。

　目的の場所の側まで来て、比ひ較かく的てき平たい土地で軽トラを停てい止しする。下車してから鍵かぎもかけないでスコップとバケツを荷台から下ろした。そのまま、林の間を通って緑みどり川かわが採さい掘くつ場ば所しよへ歩く。

　木と土に挟はさまれた道なき道で、肩かたに感じるスコップの重みがなんとも心ここ地ちよかった。緑川は社会より自然に囲まれている方が、表情に柔やわらかさを持つ。まるで、実家へ帰るように。

　しかし山中に大型スコップを持ち込み、独ひとり奥おくへと進む緑川の姿すがたは、以前に弟で子しが語るところでは『死体を埋うめる作業に来たみたいですね』とのことだった。緑川はそれを聞いたとき、『こいつ私を敬うやまってないな』と気づいたのだった。

　ふと、日差しが僅わずかに覗のぞいたところで緑川がそれに気づく。今まで曇くもり空に隠れていた地面の凹おう凸とつに注目して、鶏にわとりのように若じやつ干かんの前まえ屈かがみで近寄る。目を凝こらして、そのへこみを察した。

「靴くつ跡あとだ」

　緑川が以前に残したものではなく、輪りん郭かくを生む土の盛もり上がりが真新しい。緑川と目的を同じくしての粘ねん土ど掘ほりではないようで、靴跡が周辺に集中することはなく林の方へと伸のびている。

「こっちにも、足跡」

　緑川が前屈みに地面のそれを追う。最初に見つけた靴跡とまた異ことなる形に見えた。

「弟子の靴じゃない。別の誰だれかが」

　いる。緑川が確信して、自然と周囲を見回す。辺りには風と木しかない。

　生き物の気配は、人間の感覚では虫一匹ぴき感じ取れない。

　三さん半はん規き管かんに悪戯いたずらするのか、ぐるり、ぐるりと代わり映ばえのない景色が緑川を中心に回る。

　遠くから女の怒ど号ごうさえ聞こえてくる気がした。

　緑川はそうしてしばらく立ち止まっていたが、やがて粘土掘りの作業に移うつる。自分には関係のないことだし、仮かりに害意のある者がやってきても特になにかできるわけではない。

　それならばできることだけやっていればいいのだ、と緑川がスコップを突つき立てる。

「……平和を……して……血ち反へ吐どを……」

　ぼそぼそと朗ろう読どくのように歌いながら、両りよう腕うでに力を込める。

　残された足跡は、スコップと迫せまり上がる土に吞のまれていった。

　観光地として名高いわけではなく、道は舗ほ装そうされていない箇か所しよまである。

　こんな山に一体、誰がどんな用事で登ってくるのか。

　緑川には想像できない。

　願うのはすべての厄やつ介かい事ごとが、林の向こうで済すんでこちらにやってこない。

　それだけだった。
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「電話もできる犬とは、なかなかいないぞ」

　木き曽そ川がわが抱だき上げている犬を賞しよう賛さんする。犬は照れるように耳の裏うらを搔かいた。

　ほーしーいー、と美み鈴すずも舌したの付け根ねを震ふるわせながら目を輝かがやかせている。

　しかしこの犬は敬けい愛あいする二に条じようオワリの飼かい犬である。探さがしている以上、一いつ刻こくも早く届とどけなければいけないという思いがあった。そのために美鈴は魔ま女じよ帽ぼうの男に随ずい伴はんするのだ。

「あ、タクシー発見」

　木曽川が手を振ふってタクシーを停とめる。美鈴も真ま似ねするように一緒に手を振る。

　そして犬まで便乗して前足を振っていた。

　停車したタクシーの運転手は、その取り合わせに奇き妙みような顔を隠かくさない。

「悪いけどこいつも同乗していい？　あ、この犬超ちよう賢かしこいから安心してよ」

　木曽川が人なつこく運転手に話しかけて、饒じよう舌ぜつに丸め込もうと試みる。タクシー運転手はあまりいい顔こそしなかったものの、すぐに「どうぞ」と受け入れる。それに対して犬がありがとうとばかりに前足を振ると、運転手がますます、微び妙みような表情となった。

　木曽川と犬が乗り込むと、先に美鈴が座すわっていた。

「ねぇ、おにー、さん」

「んー、なんだいなんだい喉のどの通りの悪そうなおにーさんじゃねえかなんだよ」

　木曽川が快こころよく反はん応のうする。おじさん呼ばわりされたら窓まどから放り出すつもりだった。

　タクシーが発進する。行き先は犬任せだ。

「二に条じようオワリ好きなの？」

　ばう、と木曽川より先に犬が鳴く。木曽川は犬の耳の裏うらを撫なでながら答える。

「熱ねつ烈れつってほどでもないが結けつ構こう聞くよ」

「ふーん」

「なんだよ」

「いい趣しゆ味みしてるね」

　美鈴が気安く木曽川の肩を叩く。木曽川は咎とがめることなく、「ありがとよ」と笑って流した。

　美鈴の学校の友達は誰も二条オワリの素す晴ばらしさを理解していない。存そん在ざいだってほとんど知られていなかった。そういう中で出会える同好の士には、美鈴なりに敬けい意いを払はらう。

「そうだ、でかいリュック担かついでるけど筆記用具ある？」

　木曽川がリュックを指しながら尋たずねる。美鈴は「あるよ」とリュックを漁あさる。

「おっと」

　危あやうく筆ふで箱ばこと拳けん銃じゆうを間ま違ちがえて取り出すところだった。

　慎しん重ちように選んでから筆箱とノートを渡わたすと、木き曽そ川がわが「懐なつかしいねぇ」と口の端はしを緩ゆるませる。

「どーすんの？」

「なにね、あれば道案内しやすいかと思ってね」

　木曽川がシャープペンを取り出して犬に持たせる。犬は両足で挟はさむようにしてシャープペンを構かまえる。ばう、と小さく鳴いて木曽川を見上げた。どんとこいという風情である。

「重さといい、頼たのもしいじゃねえの……ん、また電話……あ、今度は太た郎ろうくんか。珍めずらしいな、あっちからかけてくるのは」

　やや嬉うれしそうな様子を見せながら、木曽川が電話に出る。そうして話している間、美み鈴すずは木曽川の腕うでの間から顔を覗のぞかせる犬の鼻をくすぐっていた。犬は目を瞑つむるようにこそばゆい反はん応のうを見せながら逃のがれようとするが大きく移い動どうすることはできず、結果、されるがままとなる。

「……なんだか妙みようなことになってきたかもな」

　電話をしまって窓まど際ぎわに頰ほお杖づえをついた木曽川が、面白くなさそうに口もとだけ笑った。

　移い動どうは順調で、ほどなくして山の麓ふもとにまで辿たどり着く。下車した後、「サンキウイ」と木曽川がくだらない冗じよう談だん込みでタクシー運転手に礼を述のべた。

「流は行やってんの、それ？」と生なま暖あたたかい笑みを残し、タクシーが去ろうとする。

　が、木曽川が気づいて呼び止めた。

「ここで待っていてくんない？　帰りも乗るからさ。あ、料金は加算しといてくれていいから」

「えぇ？　まぁ、いいですけどね」

　運転手は満まん更ざらでもない顔で、道路の脇わきに車を止め直す。

「じゃあ、ハイキングに行くぞー」

　木曽川が白々しく宣せん言げんするのを、運転手が曖あい昧まいな笑みで見送った。

　それから少し離はなれて、犬が紙切れに文字を書くために腕うでを下した敷じき代わりとする。

『いきよりずっとはやくついたのである』

　犬が興こう奮ふんするように前足をぺたぺたぺたと振ふる。

「下山するときに道に迷まよったりしたんだろ」

『たぶんそうである』

　犬がしょんぼりしたように耳を伏ふせた。感情表現まで人間くさい犬だと、木曽川が笑う。

「さて、誘ゆう拐かいされたお嬢じようさんとやらがまだ無事ならいいけどな」

　今もそこにいるか分からんし。木曽川が小声で付け足す。

　山登りの始まりだった。

「遠足みたいだなー」

　リュックを背せ負おい直した美鈴がニコニコしているのを、木曽川が無言で見下ろす。

　視し線せんに気づいて美み鈴すずがなにかと目で窺うかがうと、木き曽そ川がわが帽ぼう子しと頭を横に振ふった。

「あー、いやいい」

　山まで知らない大人についてくるなんて、どんな子供だと言葉は吞のみ込こんだものの、表情で難なん色しよくを示しめす。よほどなにも考えていないアホなのか、頭のネジの飛んだ子供なのか。

　木曽川としては色々と思うところはある。しかし、注意や指し導どうに行き着くことはない。

　なぜなら、自分もまたそうした子供だったからだ。

　犬が景色と記き憶おくを照らし合わせながら指し示しめす方向に、二人は続く。道中では他の山登りの客に会うこともなく、淡たん々たんとしたものだった。そもそもそうした観光客とは無む縁えんの山らしく、山道も最初は道と草木に区別がついていたが、次し第だいに境きよう界かいを失っていく。

　木曽川は時とき折おり振り返って、尾び行こうがないか確たしかめる。そして場所が移うつる度、この場で襲おそわれたらどちらへ逃にげればいいかを決める。追われる立場としては当たり前の用心だった。

　一方、そうした警けい戒かいと無縁の美鈴が途と中ちゆうで甘あまえた声を出す。

「ねーおじ、おにーさん」

「本音漏もれかけてるぞ」

「疲つかれたー」

「おじさんもおじさんだからおじさん的に疲れたよ。おぶってはやんねーぞ」

　そんな文もん句くを言いつつも美鈴がちゃんとついてくるのを見て、木曽川が若わかさを実感する。

　好こう奇き心しんがなによりのエネルギーとなる年ねん齢れいなのだ。

　やがて犬がその建物を発見するや、一度吠ほえる。それを聞いて、木曽川と美鈴が察した。

「ここがお姫ひめ様さまの牢ろう屋やか」

　木曽川は山道から少し外れて、林の隙すき間まを縫ぬうようにしてその廃はい倉そう庫こへと近ちか寄よる。

　堂々、正面から近寄っていく気にはなれなかった。

　そうして距きよ離りを詰めて、その建物の上下を眺ながめまわす。

「倉庫……廃屋……言い方はどうでもいいが、普ふ段だんから使っている様子はないな」

「そだねー」

　美鈴も木の陰かげから建物の様子を窺うかがう。

「ついでに中から人の気配もしない」

　木曽川がそう判はん断だんすると、犬が『あれ？』とばかりに頭を傾かしげる。

「見ないで分かるの？」

「ふふふ」

　木曽川が子供じみた笑みを浮うかべる。美鈴はそれを、『かっこつけ』だと解かい釈しやくした。

　適てき当とうなことを言っていると思ったのである。

「もうどこかへ移い動どうしたか、それとも……」

　木曽川が話しながら、車輪の跡あとを見つける。追っていくと倉庫の裏うら手てに行き着いた。

　そこに停車する乗用車の運転席を覗のぞき、ドアが開くかを確たしかめた後に目を泳がせる。

「車が残っているから、まだいるか。えー、それでいないってことは……」

　木き曽そ川がわが小さな矛む盾じゆんを口に出しながら状じよう況きようを整理する。

　それが済すむと、木曽川は犬に「なぁ」と声をかけた。

「もし不ふ測そくの事じ態たいになったときは、こう、合図を送るから……」

　木曽川が移い動どうしながら犬に相そう談だんを図る。犬の目線まで屈かがんで大まじめに話す木曽川は、傍はたから見ると異い常じよう者しやそのものだった。犬が承しよう諾だくするように頷うなずくのを見て、木曽川が頭を撫なでる。

　そして、犬を手放した。

　倉庫の入り口へと戻ってきた木曽川と犬が、その重じゆう厚こうな扉とびらを開く。

「一番のり」

　隙すき間まができると、美み鈴すずが脇わきから木曽川を抜ぬいて先に入ってしまう。その恐きよう怖ふ心しんというものと無む縁えんな行動力に、「どういう育て方でこうなるんだ」と木曽川が驚きよう愕がくに目を丸くする。一いつ瞬しゆん、自分のような職しよく業ぎように向いているかとも思ったが木曽川はすぐにその意見を否ひ定ていする。

　人を殺すとき、恐怖に打ち勝つ必要はあるが恐怖を感じないのは大問題だ。

　それはつまり、危き険けんを理解できないということなのだから。

　犬も小走りのように駆かけて中を確かく認にんに向かう。木曽川が入り口から見るあたりでは、誰だれの姿すがたも見当たらない。とらわれのお姫ひめ様さまの姿もなく、「なんでぃ」と木曽川が愚ぐ痴ちる。
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　そうして、数歩、倉庫内に入ったときだった。

「動くな」

　背はい後ごからそう脅おどされた瞬しゆん間かん、測ったように木き曽そ川がわは動きを止める。

　すぐに手をあげて、降こう参さんの姿し勢せいも忘わすれない。

　その順調すぎる流れに、脅おどした相手は気づけなかった。

　そこまでの余よ裕ゆうが相手にもなかったといえる。

　木曽川の背後を取ったのは女だった。美み鈴すずもさりげなく倉庫の隅すみへと逃にげながら、その様子を確かく認にんする。女は普ふ通つうと異なるのが一目で分かる。地面から這い出てきたように土まみれだった。長い髪の動きに合わせて舞まい散るそれに、女が軽く噎むせる。「くそったれ」と小声で悪あく態たいをつきながら、拳けん銃じゆうの先せん端たんを木曽川の背せ中なかに押おしつける。どういった経けい緯いか消しよう耗もうしきっているらしく、肩かたの上下が激はげしかった。

「あんたなに、地底人？　クルピラ？」

　土つち気け色いろの女を肩かた越ごしに眺ながめて、木曽川が余裕を装よそおう。返ってきたのは土と唾つばだった。

「ここにいた女はどうした」

「僕が逃にがしたよ。そういう仕事なんでね」

　木曽川が間かん髪はつ入れず、しゃあしゃあと噓うそを宣のたまう。

「へぇ、じゃあ次の質しつ問もん。誰だれに頼たのまれた？」

「……ほー」

　木曽川が目を壁かべに向ける。質問の内容こそ想像から外れていたが、女がなにかしらを尋たずねてくるという予よ測そくがあってこその、余よ裕ゆうを残す態たい度どだった。

　撃うつのではなく、口を開いてくる。

　背せ中なかを取っているからと優ゆう位いを錯さつ覚かくする。そこを突ついての延えん命めい処しよ置ちだった。

　犬を殺ころさず、逃がしてしまうような相手だからこそ隙すきがあると判はん断だんしたのも大きい。

　そしてその間に、木曽川が右足をゆるゆると振ふって犬に合図を送る。

　それを見た瞬間、腰こしの引けていた犬が姿し勢せいを正して、前足に力を込める。

　犬が弾はじけ飛ぶような勢いきおいで大口を開けたのは、その直後だった。
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　三者三様の曇くもり顔を引っさげて、喫きつ茶さ店てん前で信号待ちしていた。

　太た郎ろうと二に条じようオワリは待つ必要もないのだが、なんとなくの流れで立っていた。

　信号が点てん滅めつし始めると、女性が太郎の方を向く。

「仕事があるので……すみませんが、カナのことお願いします」

　女性が深々と頭を下げる。太郎は「ええ、なんとか」と返事に力強さがない。

　ただ、手に余あまる事じ態たいとはいえ仕事は仕事なので気になった点を尋たずねはする。

「一つ聞いておきたいのですが、岩いわ谷やカナさんは自動車免めん許きよを所持していますか？」

「え？　あ、ないです自転車に乗るのがせいいっぱいで、車も持っていませんし」

「そうですか……それと、岩谷さんの顔写真はお持ちですか？」

　事務所を通さないで変へん則そく的てきではあるが、人ひと捜さがしに必要なものを要求する。

　女性は視し線せんを右へ左へと踊おどらせた後、「撮とった画像が」と呟つぶやいて携けい帯たい電でん話わを確認する。その顔が曇くもる。「これしかないのか……」と苦く渋じゆうの表情を見せながら、その画像を太郎たちに見せる。

　半分ほど目を開けたまま床ゆかに転がる少女の姿すがたがあった。

　どうも、その顔で眠ねむっているらしい。

　額ひたいに『海え老びフライ大王』と書き綴つづられていた。

　自分で鏡かがみを見て描かいたのか、所々、線が逆ぎやく向むきになっている。

　太郎と二条オワリが無表情で固まる中、女性は目もとを手で覆おおって顔を伏ふせた。

　羞しゆう恥ち心しんに耐たえるように、肩かたが震ふるえている。

「これは、捜そう索さくと無縁の純じゆん粋すいな好こう奇き心しんなんですが」

「知りません分かりません」

　太郎の質しつ問もんを先読みして女性が遮さえぎる。かくして、海老フライ大王の秘ひ密みつはそのままとなる。

「なにかあったら連れん絡らくお願いします。すぐに向かいますから」

　連絡先を記き載さいした紙を太郎に手て渡わたしして、女性が走り去っていく。切り替かわる寸すん前ぜんの青信号の下を駆かけ抜ぬけて、駅の方へと去る女性の背せ中なかと、受け取った連絡先を太郎が見み比くらべる。

「丹羽さん、ね」

「たんばさんかぁ」

「にわでしょう」

　横から首を伸のばす二条オワリに、至し極ごくまじめに太郎が訂てい正せいする。

　丹羽という女性と異ことなり、二条オワリは走っていく様子がない。腕うでまで組んでいる。

「仕事はいいんですか？」

「そんなものはない」

　真顔で言い放った後、「ないんだよなぁ」と頭を抱かかえる。しかしそれも二秒で立ち直る。

「で、そのカナって子とうちの犬をどう探さがすんですかね。タロー先生」

「今から考えます」

　太た郎ろうは青信号に逆さからうように背せを向ける。こつこつ、靴くつ音おとをわざと鳴らして交差点前を歩き回る。二に条じようオワリがそれを目で追う中、太郎は独ひとり言を展てん開かいする。

「人を連れて移い動どうするなら、犬もいるし、やっぱり車だな」

　電車の線はないと、太郎は駅の方向にバッテンを作る。そしてまたうろうろとさまよう。

「自発的に移動したか、第三者の介かい入にゆうがあったか。本人が車を所有していないし、免めん許きよもない。財さい布ふも置きっぱなしならタクシーを利用するのは難むずかしい。やっぱり誰だれかに連れて行かれた、というのが順当な仮か説せつか。ようするに誘ゆう拐かいだ。じゃあ次、なぜ誘拐したか。岩いわ谷やカナを限げん定ていして狙ねらったのか、それとも偶ぐう然ぜんか。これは恐おそらく狙ってのこと。マンションから喫きつ茶さ店てんまでは本当に距きよ離りが短い。それに夜とはいえこのあたりなら人通りも少なくはない。事前から狙って動かなければ速すみやかな犯はん行こうは難しい。そして誘拐した理由に拳けん銃じゆうが絡からんでいるか。話を聞くに出で不ぶ精しようで人の恨うらみを買うような人ひと柄がらでない岩谷カナに動機が発生するなら適てき当とうな回答である」

　講こう義ぎのように話し終えて、太郎が二条オワリを窺うかがう。二条オワリは、いい加か減げんに拍はく手しゆした。

「なんだ、格かつ好こうだけかと思ったら案外探たん偵ていっぽいじゃん」

「いやぁははー」

　太郎が明後日あさつての方を向いて笑う。ぽいという表現に本ほん質しつを突つかれている気がしたのだ。

　太郎の独ひとり言はあくまで状じよう況きようの整理であり、事じ態たいの進しん展てんを促うながしてはいない。

　早い話、肝かん心じんである犬と岩いわ谷やカナがどこにいるかはさっぱり分かっていないのである。

「でー、結局どうすんの？」

　二条オワリもそのあたりは察しているらしく、質しつ問もんを重ねる。

　太郎は名探偵の皮を剝はいで捨すてて、現げん実じつ的てきな案に則のつとる。

「地道に聞き込んで探すしかないですね。警けい察さつに頼たのむのが一番早いけれど」

「そうだなー……犬はともかく、女の子が一人いないんじゃなぁ」

　大問題だよと二条オワリが架か空くうの誰だれかに向けるように、なにもない空間にぼやく。

　太郎はその独り芝しば居いを眺ながめつつ、別の件けんに注目していた。

「拳銃絡みか……関係あるのか？」

　早朝に解かい決けつした依い頼らいが太郎の頭にしつこく残る。

　その依い頼らい人にんが拳銃を紛ふん失しつしたと思おぼしき駐ちゆう車しや場じようも、マンションのすぐ側だった。

「……近いな」

　この二つを関連づけるのは突とつ飛ぴな話ではないと太郎が判はん断だんする。

　岩いわ谷やカナは、依い頼らい主ぬしの拳けん銃じゆうを拾ったのではあるまいか。

「仮かりにそうだとしても……ヒントになるような、ならんような」

　僅わずかな繫つながりを感じるも、それが一本の線となることはない。太た郎ろうはしばし頭をこねくり回してみるが、出てきたのはそれが無む駄だだという答えだけだった。見るところがずれていると気づく。

　着目するべきはカナが拳銃を拾った経けい緯いではなく、所持したという事実だ。

「どうだろう……どうかな」

　太郎は逡しゆん巡じゆんするも、電話は用意する。そして、一いつ拍ぱくの悩なやみを経へて通話を試こころみた。

『やぁやぁ珍めずらしく』

　陽よう気きな声がすぐに対たい応おうしてくる。電話先に選んだ相手は木き曽そ川がわだった。

　太郎の中では非合法と一番縁えんのありそうな知り合いだ。

　期待は薄うすいが、なにかしらの情報の動きが得られるかもしれないという思いだった。

「少し聞きたいことがあるんだ」

『へー、今日は人に頼たよられる日なんだな』

「あ？」

『もう思う存ぞん分ぶん頼ってくれ、年上の包ほう容よう力りよくってやつ……あれ、太郎くんとどっちが上だ？』

　太郎は電話したのを後こう悔かいしそうになる。しかしせっかく電話したのだからと、聞いてはみた。

「誘ゆう拐かいと聞いてピンとくるものは？」

『太郎くんそりゃまずいよ、見るだけにしとかなきゃ』

　電話を切った。時間のムダを悔くやんでか、軽い頭ず痛つうまで覚える。

　すぐに木曽川が電話をかけ直してきた。

「お前は僕を勘かん違ちがいしているようだな」

『勘違いされるような人間性に問題がないと思わないのかね。それで、誘拐……ああ？　誘拐？　誘拐と来ましたか』

　木曽川の声が急に裏うら返がえり、調子を変える。おや、と太郎が手て応ごたえを感じる。

　釣つり竿ざおのウキが沈しずむのを見るようだった。

『ああなんでもないのよ運転手さん。で……誘拐ねぇ』

　誰だれかへの弁べん解かいをこぼしつつ、木曽川が意い味み深しんに呟つぶやく。

『誘拐されたのは女の子？』

「そう」

　こいつ絶ぜつ対たいなにか知っているなと太郎が確かく信しんする。

『美少女か？』

「海え老びフライ大王だ、自じ称しよう」

『うーん、ちょっと期待と違ちがうかも……』

　なんの期待だと太た郎ろうがこめかみを搔かく。

「お前が関係しているのか？」

　さすがに誘ゆう拐かい犯はんその人とは太郎も考えていないが、関かん与よを疑うたがいはする。

『今からしにいくところ』

「あぁ？」

　その返答に太郎の声も思わず荒あらくなる。

『ちょっとした縁えんからその子を救きゆう出しゆつに向かっているのだ』

「お前いつからそんな手広くやるようになった。不景気なのか？」

『がんばるのだ』

「なんだその腹はら立たつ口く調ちよう。……じゃあ行き先だけ教えてくれ、捜そう索さく依い頼らいを請うけているんだ」

『やっぱりそういうこと。うん、まぁそれくらいならいいけどね、太郎くんも来るわけか』

「不本意だけどな」

『楽しくなってきたなー』

　その声や態たい度どと裏うら腹はらに、沈しずんだものを太郎が感じ取る。朝方の電話のこともあるのだろう。

　それなりの付き合いがあってそうした理解があることを、太郎は複ふく雑ざつな心しん境きようで受け止めた。

　そうして木き曽そ川がわから情報を受け取り、電話を切る。

　電話を終えた後、太郎は犬について聞くのを忘わすれたと冗じよう談だんめかす。

　しかし流石さすがに犬とは木曽川も関係していないだろうと太郎は考える。

　そのまま二に条じようオワリに、電話の内容を簡かん潔けつに報ほう告こくした。

「山に行くことになりました」

「はぁ？」

「山に用とはどういうことかな」

　太郎と二条オワリの間にいきなり、涼すずやかな顔が紛まぎれる。

　二人が飛び退のくように距きよ離りを取った相手は、金髪の青年だった。

　太郎は見覚えがあるが、二条オワリからするとまったく面めん識しきのない顔だ。作り物としか思えないほど、顔の輪りん郭かくに欠かけた部分を感じさせない。そこに宿る柔やわらかさと知性に彩いろどられた表情は、二条オワリの目に『過か剰じよう』と映うつった。本心を隠かくす仮か面めんの意味を成していない。

「知り合いの開業した事務所に行ってみたのだが留る守すにしていてね」

「はぁ」

「なぜか宝の地図を買わされてしまったよ」

　握にぎりしめた紙きれを青年が微笑ほほえんだまま掲かかげる。

　それと太郎たちの話に割わり込こんできたのと、どういう関係があるのか。

　捉とらえあぐねているとその金髪、新しん城じよう雅まさ貴きの上着の内側が震ふるえる。

「おっと、妹から電話だ。失礼」

　物もの腰ごしは終始穏おだやかだが、足取りはせかせかしていた。電話に出る後ろ姿すがたも忙せわしない。

「失礼もなにも、誰だれだよ今の兄ちゃん」

　二に条じようオワリの疑ぎ問もんに、うむまったくと太た郎ろうが同意する。

「取りあえず岩いわ谷やカナの所しよ在ざいが判はん明めいしそうなので、そっちから確かく保ほする方向で」

　太郎がそう説明すると、二条オワリも移い動どうするような仕草を見せる。

　関係ないのについてくるのかと太郎は困こん惑わくするも、同行を拒きよ否ひはしなかった。

　盛もり下がるハイキングの道中も多少は紛まぎれるのではという期待があった。

　なにしろ、所在が判明するのと同時に、誘ゆう拐かい事じ件けんという穏やかでない面も確定する。

　探たん偵ていが首突つっ込むことじゃないよなぁと、太郎は曇くもり空を仰あおぐのだった。







[image: 岩谷カナ]

　カナが満足に動かせるのは顎あごくらいなので自然、顔の下側がくたびれてきていた。

　それでも床ゆかに這はう虫が顔に近ちか寄よると、「うひっ」と身体からだを仰のけ反ぞって距きよ離りを取ってしまう。

　カナは虫が苦手だった。そしてこのような山やま奥おくに打ち捨すてられた建物は、その苦手な生き物の見本市となっている。それでも害がいのない虫ならいいのだが、時折、ムカデのように細長い体たい軀くが地面に蠢うごめくのを見かけるとカナが凍こおりついた。せめて座すわっている姿し勢せいならと、カナが身を捻よじるが拘こう束そくの緩ゆるむことはなかった。

　どうなっているのだろうと、カナが入り口に向けて首を伸ばす。助けどころか誘ゆう拐かい犯はんすら戻もどってこないまま、長い時間が経けい過かしていた。蹴けられた腹ふく部ぶも痛いたみより空くう腹ふくを訴うつたえているし、トイレにも行きたくて身体を揺ゆする。忘れられていないだろうか、とカナが誘拐とは別の不安に苛さいなまれる。時とき折おり、外から人の声が聞こえるように感じるのはよくない兆ちよう候こうだと感じていた。

「あのー」

　とうとう、カナは誘拐犯を呼よび始める。

「もしもーし、すみませーん。トイレ行かせてくださーい」

　目下、一番の問題を訴うつたえる。その声に応こたえるものは悪人含ふくめていない。

　しばしの沈ちん黙もくの後、カナが喉のどを張はるように上体を起こして仰のけ反ぞる。

「二本足ー、二本足のなにかが来てくれー。いやもう四本足でもいいー」

　足が湧わくようにうじゃうじゃした生き物はもういやじゃー、とカナが暴あばれながら訴える。最悪、山の猿さるでもウェルカムだった。とにかく動きがほしい。何事も起きることなくこのまま繫つながれていてはいずれ死ぬ。カナがハッとして、「まいったな」と萎しぼむ。

　カナが想像する中でも嫌いやな死に方の上位に入る。

　自由を奪うばわれたうえでの、飢うえと渇かわきによる餓が死し。

　渇かつ望ぼうに満たされたまま擦すり切れるのを待つばかりなんて、なんと残ざん酷こくか。

　あの世に一番、なにも持って行けない死に方じゃないかとカナは思う。

「うぉー、あたしを解かい放ほうしろー」

　訴えてみる。解放されたら、そうしたら。

　また家に帰って、なにもしないで過すごしていこうとするのか。

　そして、それさえも続かない手て詰づまりとなっている事実に、カナの気き疲づかれが倍ばい増ましとなる。

「なんもできないかー。……いや、なにかできるかなって言われると、うん」

　たとえ手足を動かせたとしても、自分にできることがあるのか。

　カナが自分を省かえりみて、この場の空気に相応ふさわしいぐらいに落ち込こむ。

　したいことも、できることもない。

　改めて、カナは自分の駄だ目め加か減げんを自覚する。

　ギャッピーが怒おこるわけだなぁと、友人の怒り顔を懐なつかしくさえ感じていた。

　拘こう束そくされたまま姿し勢せいも変えられないので、カナの疲ひ労ろうも色いろ濃こい。

　そうして、様々な思念すら途と切ぎれるほどにカナが消しよう耗もうした頃ころ。

　光が、カナを覗のぞく。
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「ちょいと昔なんだが、このあたりの山に隠かくし財ざい産さんがあるって噂うわさが立ったことがある」

　山の鬱うつ蒼そうとした頭上から覗のぞける空そら模も様ように目をやりつつ、男はそんな話を始めた。

　一歩遅おくれて後を追う祐ゆう貴きが、無言で耳を傾かたむける。

「誰だれが隠かくしたかも分からんし、誰の財ざい産さんかも不明。隠すってことは見つかったら問題になる金なんだろうが、噂の出で所どころも不明で探さがそうなんてやつはあまり出てこなかった。なにしろ、山って言っても近所にいっぱいあるしなぁ。他に手がかりがないんじゃ見つけようがない」

　寝ね不ぶ足そくは共有しているはずだが、男の足取りは力強い。祐貴は重い。似にて非ひなるものだ。

「それで？」

「それだけだよ。まさか、そんな金目当てに動いているとは思えないが……じゃ、なんでこんなとこにいるんだろうな。人目につくとまずいものでも埋うめに来たのかもしれねえな」

　ししししと、男の歯を擦する音が聞こえて祐貴は眉まゆをひそめた。

　暗に、死体を埋うめに来たとでも言っているのは祐貴にも伝わった。

「ただ……ここになにかがあるのは、確たしかなんだろうな」

　男のその呟つぶやきは、後ろを歩く祐ゆう貴きには届とどかなかった。

　その後、無言で行進が続く。歩きでの移い動どうが続き、がら空きの胃いが引き絞しぼられる。睡すい眠みん不ぶ足そくから内ない臓ぞうの各所が縛しばり付けられるように痛いたむ。祐貴の体調は限げん界かいに近づきつつあった。

　実家の近所から大きく離れて、人里から潜ひそむように山中。犯はん罪ざい者しやの行き着く先であると、祐貴のイメージと薄うす暗ぐらい景色が重なる。整せい備びも行き届とどいていない山道の、草の剝はげた通りを選んで道なりに進む。山の麓ふもとからはここまで歩きづめだった。電車は祐貴の顔が知られていることを恐おそれて敬けい遠えんして、バスで近きん隣りんまで移動するという順路を取った。

　そのバスに揺ゆられている最中も、祐貴の心臓は縮ちぢみ上がって決して、戻もどることはなかった。

　誰が自分を見み咎とがめるのか。警けい察さつに連れん絡らくするのか。くたびれて異いな雰ふん囲い気きの少年がいますとでも通つう報ほうされれば、顔を知られていないとしても警察は動くだろう。誰でも祐貴の背せを押おして、破は滅めつへ突つき飛ばすことができた。

　山の中に、人気のない場所にいる方が安心できるというのは、自身の境きよう遇ぐうを示しめすもっとも的確な心しん境きようといえた。しかし登って目標へ近づいていくにつれて、別の緊きん張ちようと萎い縮しゆくが祐貴を蝕むしばむ。

　人を撃うって生きると決めたのを、早くも、後こう悔かいしそうになる。

　近づく度に、足が破は裂れつしそうなぐらい膨ふくれて重く感じる。

　近づく度たびに。

「………………………………………」

　男の足取りこそ堂々としたものだが、本当に近づいているのかと、横に流れていく木々を眺ながめて祐ゆう貴きが疑ぎ問もんに思う。ここまで黙だまり通して乾かわいた唇くちびると舌したを、ぎこちなく動かした。

「それでその……そいつは、どこにいるのか分かってるのか？」

　自分が今から殺しに行くやつと、口にするのははばかられて祐貴が有う耶や無む耶やにする。

「さぁな」

　男は道なりに進みながら、そのいい加か減げんな返事で祐貴の不安を煽あおる。

「そう大きい山でもないし、野宿ってわけでもない。歩いていたらその内建物が見つかるだろ」

「ほんとかよ……」

　山の規き模ぼが小さいと言っても、人の足には余あまる。祐貴にはそう思えてならない。

「自動車の走った跡あとがあるだろ？」

　男が地面を指差す。教えられて祐貴は初めて、地面のその跡に気づいた。男はこれを追って歩いていたらしい。

　祐貴も俯うつむくように歩いていたはずなのに、なにも目に入っていない。

　緊きん張ちようによる視野の狭せまさを痛つう感かんする。

「電話の様子じゃあ誰だれかが側にいるみてーだが……ひょっとするとあの女の兄あに貴きかな。だとしたら、ヤバイわ」

　怖おじ気けに震ふるえるように、男の上半身が身み震ぶるいした。男にとっては道に迷まようよりも、そちらの方がよほど恐きよう怖ふのようだった。そんな手て強ごわい護ご衛えいのようなものがいるとするなら、祐貴には到とう底てい及およぶ相手ではない。目の前の男にも後れを取るぐらいなのだ。

　大だい丈じよう夫ぶなのかと、祐貴も遅おくれて青ざめる。

　そうしていると男が振ふり返る。祐貴ではなく、更さらに後ろを覗のぞくように首を伸のばす。ここまでの道中で何度か見せたその仕草に祐貴が気づく。

「なにかあるのか？」

「いや……気のせいだと思うが人の気配を感じる」

　そう話す男の目つきは、軽く流すという雰ふん囲い気きではない。真しん剣けんに歪いびつだった。

「気配？」

　こんな、山の中で？　祐貴が思わず振り返る。

　来た道には苦心して登った急きゆう勾こう配ばいしかない。

「誰かが追ってきているかもな。俺よりお前の方が確かく率りつ高そうだ」

　男が嫌いやみのような調子で、祐貴に原げん因いんを押おしつける。祐貴は反発よりも追われている可か能のう性せいというものへの恐きよう怖ふが勝り、それから少し歩く度たびに振ふり返っては、無人を確たしかめた。

　恐怖は誤ご解かいを生む。風が届とどかず揺ゆれることすらない木々の枝えださえ、人ひと影かげに見えた。

　そうした二人が、そのまま道なりに歩き続けて、やがて建物に行き当たる。

　形けい状じようを保たもっているのがやっととばかりの廃はい倉そう庫こを前にして、祐ゆう貴きがその入り口を見上げた。

「ここ……か？」

　悪人の隠かくれ家がという風ふ情ぜいなので可能性を捨すてきれず、祐貴が半はん信しん半はん疑ぎに確かく認にんを取る。

　祐貴たちが出会った廃はい工こう場じようから蔓つるを剝はいだ、建物の劣れつ化かはそれぐらいの差しかない。

「これは、違ちがうだろうな……」と男も汗あせを拭ぬぐいながら否ひ定ていする。

「まさかこんな廃屋みてーなとこにいる雰ふん囲い気きじゃなかったが……」

　そう呟つぶやきながらも男が倉庫に近ちか寄よっていく。正面から入るつもりはなく、壁かべに沿そって周辺を歩いていく。祐貴は立ち惚ほうけて、その様子を眺ながめていた。右手は自然、隠した拳けん銃じゆうを服の上から撫なでる。

　傷いたんだ壁の隙すき間まを見つけたのか、男が犬のように屈かがんで倉庫内を覗のぞく。そして中の様子を覗いた男の顔が歪ゆがむ。しばらく固まっていたがやがて起き上がり、土のついた手を払はらう。

　そのまま早歩きで引き返してきた。

「なにもいなかった、きのせいだ」

「は？」

　男が祐貴の横をすり抜ぬける。そのまま立ち止まらない男に祐貴が戸と惑まどった目を向けると。

「おい、さっさと来い」

　男が強く手て招まねきする。見るとまずいものがあったのかもしれない。祐貴は寒気に背せを震ふるわせて、逃にげるようにその場を離はなれた。見ただけで危き機きを察するものなど、今の祐貴には死体しか想そう像ぞうできなかった。

　なぜなら男はなにもなかったではなく、『いなかった』と漏もらしたのだから。

　祐貴の想像は艶なまめかしい。人間から溢あふれ出す血液を見てしまったからだろう。

　慌あわてて男の後ろに近づこうとして、祐貴が焦あせりながら駆かける。

　競きよう歩ほのように足を速めた男に、山道で追いすがるのは祐貴にとって大変なことだった。強く身体からだを前に出すと、それだけで患かん部ぶが痛いたんで仕方ない。廃倉庫から山を下るように離はなれて、分ぶん岐き点てんのある方向まで男が歩みを止めない。そして祐貴がよろめき、やや右へと逸それながら、強く地面を踏ふみつけようとしたときだった。

　地面が淡あわ雪ゆきのように解ける。正せい確かくには、足もとが崩くずれる。

　祐貴はその手て応ごたえのなさに、頭から血の気を引かせた。

　ズッ、と。

　祐貴が、崩れた地面に吞のみ込まれる。

　一いつ瞬しゆんのことで男はまだ振り向きすらしていなかった。

　声をあげる間もない祐貴が、伸のばした右みぎ腕うでを振り回す。

　咄とつ嗟さに伸ばした腕を摑つかむものなんて、いるはずがない。

　自分に助け船を出すような人間が、いるわけがない。

　分かりながらも本ほん能のうから突つき出たそれを、熱が包つつむ。

　人ひと肌はだの温もりだった。

　同時に身体からだに訪おとずれる重力の衝しよう撃げき。地面との激げき突とつには早すぎる、引っ張ぱられる痛いたみ。

　祐ゆう貴きは落下することなく、他人の腕うでに支ささえられていた。

　祐貴を摑つかんだのは同どう伴はんする男ではなかった。よりごつごつと荒あらく、たくましい手が祐貴の手首と肘ひじを握にぎっている。落下の衝しよう撃げきが足もとから垂たれ流れて、水気を切るように失われる。

　引いていた血の気が顔に戻もどり、耳鳴りを伴ともないながらも祐貴は、助けられた手の先を見上げる。

　インディゴブルーのターバンが真っ先に目に飛び込む、岩いわ谷や老人だった。

「危あぶないところだったな」

　浅あさ黒ぐろい肌はだの老人が穏おだやかな表情のまま、祐貴を引っ張り上げる。顔周りの皺しわと裏うら腹はらに肩かた幅はばは広く、その力強さは老いを遠のける。頑がん健けんな両腕に持ち上げられて、祐貴が穴あなの外へと救きゆう助じよされる。男はその一部始終を眺ながめた後、祐貴にはなにも言わずに穴の側で屈かがむ。

「おいおい、落とし穴があるのかよこの山」

　男がその穴を覗のぞき込んで深さに呆あきれる。落ちたら一人で這はい上がるのは困こん難なんな深さだ。

「そのようだな実に物ぶつ騒そうだ」

　老人が手を払いながら追つい随ずいして嘆なげく。

　耳鳴りの中で判はん別べつしづらいが、祐貴にはそれがどこか白しら々じらしく聞こえた。

　岩谷老人の携けい帯たいするスコップを一いち瞥べつして、ますます、疑ぎ念ねんは深ふかまるのだった。

　しかし助けてもらったことに変わりはないと、礼を述のべる。

「あ、ありがとう、ございます」

　祐貴は意い識しきせず深く俯うつむき、顔を晒さらさないように振ふる舞まう。「なぁに」と岩谷老人はヒゲを撫なでながら好こう々こう爺やに振る舞う。その和なごやかな態たい度どのまま、祐貴と男に観察の目を向けていた。

「ハイキングかね？　軽けい装そうだが」

「あ、いえ、はぁ……」

　その岩谷老人の発想を暢のん気きに感じることに、祐貴が内心で戸と惑まどう。普ふ通つうは、そうなのだ。

　心が荒あれ放題でどんな感情も悪意や敵てき意いを向けられたように感じるしかない自分を、祐貴は憐あわれむ。視し界かいが狭せばまり、見えるものも見ようとしなくなっている。追い詰つめられていた。

　しかしその一方で、老人は祐貴や男に対して警けい戒かいを発していない。祐貴の顔が世間に公表されていないとはいえ、その気安さに少し救われる形となる。俺たちが怪あやしくないのか？　とも思うのだが老人の方も十分、異い質しつな格かつ好こうだった。

　祐貴が答えないでいると、「まぁそんなとこだ」と男がうそぶく。

「男二人で山登りとはいささか華はなに欠けるではないか」

「趣しゆ味みの世界に女は不要なんだ」

　男が時じ代だい錯さく誤ごめいたこだわりを宣のたまう。祐貴は横を向いて、か細く笑った。

　祐ゆう貴きも男も早々に立ち去りたかったが助けられた手前、無む碍げにして逃にげづらい。

「しかしこの山を選ぶとは、通なのか無知なのかどちらだね？」

「え？」

「道もあまり整せい備びされておらんし、休きゆう憩けいできる場所も少ない。歩いて面おも白しろいかね」

　もっともな疑ぎ問もんだった。どう答えるのだと祐貴が男にすがるような目を向ける。

「頂ちよう上じようからの山さん麓ろくを見るとそんな感想も吹ふき飛ぶぜ」

　男がまったく臆おくすることなく噓うそを並ならべることに、祐貴が呆あきれるのを通り越こして感心する。

　きっとこの男はこうやって、周りを偽いつわって生き続けてきたのだろう。

「ほぅ、しかし今日は生あい憎にくの空そら模も様ようだが……」

「爺じいさん、まさか山に住んでいるんじゃないよな」

　男が強引に話題を打ち切る。

「うむ、まさかだな。ここには財ざい宝ほう発はつ掘くつのために訪おとずれている」

　岩いわ谷や老人がシャベルを掲かかげると、思わず祐貴と男が顔を見合わせる。

　その反はん応のうを見て取り、岩谷老人が目を輝かがやかせた。

「なんだ、きみたちもそのクチか」

「い、いえ……そんなつもりは、ないです」

「そうかね。そりゃあ、残念だ」

　老人がしゅんとなる。仲間との出会いがぬか喜びであったことを落ち込むようだった。

「じゃあ爺さん、俺たちは行くから」

　男が断ことわりを入れて、そそくさと離はなれる。そういうことを言い出す機を見つけるのが上う手まい。祐貴は密ひそかにそんなところに注目しながら、男に続いて岩谷老人から離はなれる。

　その場に残った岩谷老人は、祐貴たちの下ってきた方向を見上げていた。

　老人から距離を取った後、祐貴が男に尋たずねる。

「財宝って、さっきの話か？」

「さぁなぁ。俺たちの界かい隈わいでは蟻あり地じ獄ごくとして有名だったが」

「……蟻地獄？」

「釣つられて出かければ狩かられるってことだ」

　釣られるやつがいるのか、とまずは呆れる。

　それから祐貴の胸むねが、どきりと弾はずむ。

　俺たちも、そうなんじゃないのか？

　その不安を口に出すことはできず、祐貴は天気のように曇くもりながら歩くしかない。

　この山に一体、なにが潜ひそむのか。

　祐貴は山そのものが巨きよ人じんのように蠢うごめく姿を幻げん視しして、静かに恐きよう怖ふする。
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「ほってー、ほってー……また、ほってー……」

　緑みどり川かわが相も変わらず、聞く者の意い欲よくが減げん退たいしそうな歌声を添そえて作業していた。

　土を掘ほってはバケツを埋うめる。額ひたいには散った土と汗あせが混まざり、黄土色の化け粧しようを施ほどこすようだった。緑川はそうした土集めに集中して、周りなど見向きもしない。足あし跡あとも無む視ししていた。

　あれから二分も作業に没ぼつ頭とうすれば、気に留とめなくなった。誰だれがいたっていいじゃないかと緑川は関心を失う。言ってはなんだが、緑川もこの山に勝手に住んでいるようなものだった。小屋と工こう房ぼうを建てたのは緑川の父であり、その父も誰からの許きよ可かも取っていない。

　緑川が願うのは、そうした他人が自分の暮くらしを脅おびやかさないこと、それだけだった。

　持ってきたバケツがどれも満まん杯ぱいになったところで、スコップを杖つえ代がわりに身体からだを起こす。曲がり続けていた腰こしを叩たたいてから、身体をほぐすように体たい操そうする。それから、掘り進めた穴あなに周りの土を戻もどす作業に移うつる。どうせ誰かが通りかかることはないと思い、穴埋めもいい加か減げんなものである。

　後始末を適てき当とうに済すませて、バケツを荷に台だいに運んでから緑川が軽トラに乗り込む。

　額ひたいから垂たれてきた汗あせを舐なめると、土の味がした。

　慣なれた味が手足の疲ひ労ろうと混ざって、密みつ度どの高い充じゆう足そくをもたらす。

　昨日と明日にかかる薄うす暗ぐらさを忘わすれて、緑川は今を充実したものとしていた。

　……そうした穏おだやかな時間がもうじき終わるとは、予感していない。

　緑川は望む方向ではなく、まったく逆ぎやく。

　事じ態たいの端はしではなく中心へ追いやられようとしていることに、まったくの無自覚だった。
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　古美術商にあわや宝の地図を売りつけられそうになった黒くろ田だと小こ泉いずみ明あ日す香かがビルから逃にげるように離はなれて移い動どうして、通りまで出る。黒田は駅へ向かうことなく、道路の左右を見回した。

「タクシーを拾おう」

「電車の方が早いと思いますよ」

「駅に気軽に行けない身分でね」

　騒さわぎの翌よく日じつに堂どう々どうと顔を晒さらして歩く度ど胸きようは黒田にもない。程ほどなくして、空車のマークを点てん灯とうさせた白いタクシーを発見して停車を促うながす。中年の運転手の視し線せんは正直なもので、黒田よりも制せい服ふく姿すがたの小泉明日香に集っていた。

「で、どっちだい？」

　小泉明日香がか細い声で運転手に行き先を説明する。聞いてから、運転手が言う。

「ここからなら電車の方が早いですよ」

「それさっき聞いた」

　いいから行ってくれと手て振ぶりで黒田が促うながすと、運転手は商売に忠ちゆう実じつに車を走らせた。

　電車で二十分かからない距きよ離りを遠回りして移動することに、黒田は反はん省せいする。昨日の行動の軽けい率そつさは悔くやむに値あたいする思し慮りよの浅さだった。自分はなぜ、緑みどり川かわ円えん子じを庇かばってしまったのか。

　咄とつ嗟さで、頭を使わないと自分は底そこ抜ぬけのお人ひと好よしにでもなってしまうのか。

　なにやっているんだろう。

　指を絡からめて二つの手のひらで大きな蓋ふたを作り、目もとを覆おおう。

　眠ねむるように、黒田が息を潜ひそめて無言の時間を過すごした。

　長いトンネルを抜ぬけるように黒田がその覆いを外す頃ころには、視し界かいの左右を埋うめるようなビルが建ち消えていた。代わりに広がるのは低い土地と空の織おり成す隙すき間ま。喫きつ茶さ店てんが建っていても、写真館を見かけても、駐ちゆう車しや場じようや隣となりの建物との間に空間が大きく取られていた。

　そうした景色の中を走ると、黒田は深い理由もないが胸むねのつかえが取れるような気がした。

　横に目をやると小泉明日香は車内でも靴くつを脱ぬいで正せい座ざしていた。癖くせなのかもしれない。

　足の分だけ座高が上がり、頭とう頂ちよう部ぶを車の天てん井じようで掠かすっていた。

「家の近くまでは来たのかな」

「はい……」

　その生返事も途と中ちゆうで切り上げるような形となった。

　突とつ如じよ、小泉明日香が跳はね飛ぶように動く。顔でもぶつけそうな勢いきおいで窓ガラスに手を叩たたきつける。運転手だけでなく、黒くろ田だも目を剝むいて驚きよう愕がくした。イナゴかバッタが窓まどに張はりつくような勢いきおいと気味悪さを醸かもす小こ泉いずみ明あ日す香かの目線の先には、怨おん敵てき。小泉明日香の歯は軋ぎしりが黒田にもそれを知らせた。

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きである。マスクで顔の下半分を隠かくしてはいるが、小泉明日香には一目で看かん破ぱできたようだ。黒田も小泉明日香の過か剰じような反はん応のうという前ぜん提ていがあれば見分けることができた。それと同時に、その少し前を歩く男にも目が行く。首藤祐貴を先せん導どうするように歩く、煤すすけた後ろ姿すがたは黒田の既き知ちのものだった。その意外な取り合わせに黒田が顔をしかめる。

「あ、ここで降おりるわ」

　黒田がタクシーを停車させる。料金を払はらっている間に、小泉明日香は車から飛び出していた。

　タクシー運転手は怪け訝げんな顔を維い持じするも詳しよう細さいを知ろうとはせず、領りよう収しゆう書しよを切って黒田に渡わたした。そうして降りた途と端たん、小泉明日香が黒田を睨にらむ。今すぐにと急せかすような目つきを、黒田が制せいする。

「落ち着け。こんな往おう来らいでは撃うてない」

　自じ暴ぼう気ぎ味みの小泉明日香に明日はいらないかもしれないが、黒田には大事なものだった。

　そもそもこれっきりで人生を閉とじる気なら、他人の人殺しの代行などしない。

「しかし首藤祐貴はともかく、なんであいつが一緒にいるのかね」

　黒田の呟つぶやきに、小泉明日香は表情を緩ゆるめないものの視線で説明を促うながす。

「一いつ緒しよにいるやつが知り合いなんだ。……よし、電話してみるか」

　黒田が悪戯いたずらを思いつく。距きよ離りを保たもったまま、拳けん銃じゆう売りの男に電話を試みた。男がすぐに電話に気づいて耳に当てる。よもやかけた相手が後方にいるとは考えないようで、振ふり向くことはない。その様子を笑う黒田と対たい照しよう的てきに、小泉明日香は首藤祐貴から決して、目を逸そらさない。

　知れず、涙なみだが滲にじみ始めていた。

『おー。なんだよ、用か？』

　男の掠かすれた声が聞こえてくる。

「いや。たまには一緒に昼飯でもどうかと思ってね」

　受けるわけがないと知りながら黒田がとぼける。男が焦こがしたような水気のない声で笑う。

『なんでお前と食わないといけないんだ』

「そうだよなぁ」

『……あ？　用事、ほんとにそれだけか？』

「ああ。……そうだ、一いち応おう聞いておきたいんだが」

　黒田がもう一つ、引っかけてみることにした。

「二日前に駅で発はつ砲ぽう事じ件けんがあっただろ？　あれ売ったのお前か？」

『あぁ？　撃うってねぇよ』

「違ちがう違う。拳けん銃じゆうの売買したのはお前かってこと」

『そっちか。そっちは俺』

「じゃあ買ったやつのこと知っているよな？　少し知りたいんだが」

　聞かれた先で、男が首しゆ藤とう祐ゆう貴きを一いち瞥べつする。首藤祐貴はその視し線せんに怯おびえるように腰こしが引けていた。まだ逮たい捕ほされていないのは男が保ほ護ごしていたからだろうか。そんな慈じ善ぜん的てきな心があの男にあるかと黒くろ田だが問えば、あるはずないが長年の付き合いによる答えだった。

『顧こ客きやくの情報は漏もらせないねぇ』

「いくらだ？」

『んー……ちょっと待ってくれねぇかな。一つ片かた付づいたら考えるわ』

「そうか。期待しておく」

　黒田は強く引き下がることなく電話を切る。そうして、黒田は確かく信しんする。

　拳けん銃じゆう売りの中年は、首藤祐貴になにかをさせようとしている。

　そして殺さつ人じん犯はんにやらせることなど、黒田には一つしか思いつかない。

　一人殺すも二人殺すも、だ。

「あいつの家の方向？」

　二人の進路について黒田が確認を取ると、小こ泉いずみ明あ日す香かが小さく顎あごを振るようにして否ひ定ていする。

「ふむ……あ、バスに乗るみたいだな」

　丁度、バス停にその大きな車体が入ってくるところだった。黒田はそれを見て慌あわてて駆かけようとするが、いや同乗はマズイかと周囲を見回す。そこで、代わりとなるものを発見した。

「ヘイ、さっきのタクシー！」

　黒田が激はげしく手を振ふると、丁度、道を回ってきていたタクシー運転手が一いつ瞬しゆん目を逸そらしかける。が、結局停とまった。苦笑と共に黒田と小泉明日香を出で迎むかえる。

「もう一回乗せて。行き先はその都つ度ど指し示じするから」

　乗り込んだ黒田の台詞せりふを「了りよう解かいしました」と運転手が請うけ負う。そして指示する方向へ走る先が、目の前のバスを追っていることに途と中ちゆうで気づいたのか、ミラー越ごしに黒田を見る。

「お客さん、刑けい事じごっこですか？」

　冗じよう談だんを装よそおいながら運転手が探さぐりを入れてくる。黒田はそれを聞いて、笑う。

「惜おしい、逆ぎやく」

　逆ならまったく惜しくないだろうとタクシー運転手が目を泳がせて、呟つぶやく。

「……犯人ごっこ？」

　その発想を聞き届とどけた黒田が、今度は肩かたを揺ゆらすのだった。

　バスが停てい車しやする度に乗車口に目を凝こらして、それを繰くり返す度たびに景色は自然の溢あふれる方へと傾けい倒とうしていった。人の住み着いた田舎いなかともまた風ふ情ぜいを異ことにする、土の匂においを黒田が感じ取る。

　その途中に刺ささった、古ぼけた標ひよう識しき案あん内ないを見上げる。初めはそこに書かれた字を目で追っただけでなにも思わなかったが、通つう過かして暫しばらくしたところで黒田が振り向く。

「山……あの山の名前、ひょっとして、財ざい宝ほう騒さわぎの……」

　黒くろ田だが遠い山さん頂ちようを見上げながら記き憶おくと重ね合わせる。標ひよう識しきの案内とも照らし合わせて、過か去こに聞いた噂うわさ話ばなしを思い返す。当然、知り合いたる拳けん銃じゆう売うりの男も承しよう知ちしているはずだが、そんなもの目当てで来たのだろうかと、黒田が関連に疑ぎ問もんを抱いだく。

　バスの後を追って、山の麓ふもとに到とう着ちやくする。バスから距きよ離りを取った位置にタクシーを停車させて、再ふたたび料金を支し払はらう。下車した後、「サンキウイ」と黒田が運転手に手を振ふる。運転手は中ちゆう途と半はん端ぱに笑ったような、微び妙みような表情を評ひよう価かとして残しその場を去った。わきわきと指を開かい閉へいした後、黒田が山道に目を向ける。

「山か……登るの何年ぶりかなぁ」

　明めい朗ろうではない天気に、黒田が楽しげに唇くちびるを曲げて舌した打うちする。それから、今にも独ひとりでも進み出しそうな小こ泉いずみ明あ日す香かの前へと出て、黒田が屈かがんだ。

「ここからは背せ負おって歩く。背中に乗ってくれ」

　その提てい案あんは小泉明日香を固まらせる。黒田の背中と後頭部を見下ろしながら、拒きよ否ひした。

「大だい丈じよう夫ぶです、歩けます」

　山登りが辛つらいから気き遣づかったとでも解かい釈しやくしたらしい。黒田は緩ゆるく首を振った。

「付かず離はなれずに追いかけるときみの足音で気づかれる。白い制せい服ふくだから目立つし」

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きはともかく、行動を共にする男は軽けい視しできない程てい度どに警けい戒かい心しんが強い。

「見つかって逃にげられるわけにはいかないだろ？」

　黒くろ田だが焦しよう燥そうを煽あおると、小泉明日香も遠くなる首藤祐貴の背中に焦あせったように受け入れる。

「すみません」

「いや、こういうのも仕事だからね」

　そうなのか？　話しながら黒田自身が首を傾かしげそうになる。

　小泉明日香が黒田の背中に寄より添そう。匂においのしない子だと、首にかかる髪かみを感じながら黒田がそんな感想を持った。割わり箸ばしのように脆もろそうな足を担かつぎながら、黒田が膝ひざを伸のばす。背を伸ばしていく度に負ふ荷かが増ますものの、それは途と中ちゆうで噓うそのように途と切ぎれる。メレンゲに箸でも突つき刺さすような淡あわさに、黒田が拍ひよう子し抜ぬけする。そのまま悠ゆう々ゆう立って、足を前に出しながら黒田が『軽い』と感じる。

　幽ゆう霊れいを背負うように小泉明日香の密みつ度どは低いものだった。

　この子はもう半分ぐらい死んでいる。そう実感した黒田が同情する。

　放置すれば、残り半分も壊え死ししていくばかりだ。

　前ぜん途と有ゆう望ぼうな若者を生かすために、自分は首藤祐貴を殺さなければいけない。

　そうやって動機を捏ねつ造ぞうする。ただの人殺しを着き飾かざる。

　それぐらいの大たい義ぎ名めい分ぶんは仕事に欲ほしいだろうと、黒田が顎あごを上げて笑った。
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　最初は誘ゆう拐かい犯はんが戻もどってきたのかと思っていた。

　それさえもやっとと感じるほどカナは孤こ独どくであり、退たい屈くつであり、窮きゆう屈くつだった。

　しかし纏まとった外の光を肩かたから払はらうと、その仰ぎよう々ぎようしい輪りん郭かくは別人を形作る。

　カナがその意外な再さい会かいに目を丸くしたのは、すぐのことだった。

「おぉ、じーちゃん！」

「あん？　おお、カナじゃないかっ」

　活気を得たエビのように跳はねる孫まごと、頰ほおをほころばせる祖そ父ふが出会う。

　土つち臭くさい岩いわ谷や老人が駆かけて、カナの前で屈かがむ。カナは海え老びぞりして再会を喜ぶ。

「前会ったときと顔と胸むねが変わってないからジジイの目にも優しいぞ」

「ほっとけ。あ、ほっとかないでこれ外して」

　カナが頭を揺ゆすると、岩谷老人が「ん？」と回り込む。カナの封ふうじられた手足を上下に眺ながめてから、腰こしの後ろに携たずさえた短刀を淀よどみなく引き抜ぬく。「ぎぇ」とカナが反はん射しや的てきに怯おびえる。

「じーちゃんの探たん検けんごっこは本ほん格かく的てきすぎるぞ」

「せめて宝たから探さがしごっこと言ってくれ。動くなよ」

　岩谷老人が直すぐ刃はのそれで手早くカナの戒いましめを解とく。カナの両りよう腕うでが解かい放ほうされて、そのまま床ゆかに滑すべり落ちた。長い間固定されていた腕を動かせるか、そのやり方を忘わすれていないかとカナは不安だったが意い識しきしてみると案外、簡かん単たんに動くものだった。ただ、普ふ段だんよりも重たく感じる。

「ところでお前、なんでこんなところにいるんだ」

　岩谷老人が順じゆん序じよを明らかに間ま違ちがえた質しつ問もんをする。

　お互たがいに微び妙みように危き機き感かんが欠かけている。どちらが性格に影えい響きようを与あたえたかは明白だった。

「ゆーかいされたんだよ、ゆーかい」

「そりゃあまた穏おだやかな話ではないな」

　岩谷老人の口く調ちようは務めて穏おだやかである。カナの頰ほおを指で撫なでて、具合を確たしかめる。

「顔は殴なぐられていないようだな。紳しん士し的てきな犯はん人にんじゃないか」

「でもご飯くれなかったよ」

「誘ゆう拐かいされたのに図々しいとこは嫌きらいじゃないぞ、カナ」

「どぅははは、だ」

　岩谷老人がカナの足の拘こう束そくを裂さく。仰のけ反ぞっていたカナはそのまま床ゆかに転がり、顎あごを打った。

「アフターケアがなってない」

　痛いたむ顎を訴うつたえると、「痛いたくなけりゃあ覚えん」と岩いわ谷や老人が返答する。

　答えになっていなかった。

　起き上がろうとしたところでカナは腹ふく部ぶを二回蹴けられたことを思い出すが、怨えん恨こんは湧わかない。人を恨うらむような強い気持ちを持てないのが、岩谷カナの人間性を良くも悪くも安定させていた。しかし、痛いものは痛い。

　その痛む腹ふつ筋きんを軋きしませて、カナが久ひさ方かたぶりに立ち上がる。頭に重いものがぶら下がるようによろめくが、岩谷老人が手を貸かして安定させる。カナは祖そ父ふのごつごつとした手に、岩を思う。

　岩石を削けずりだしたような温度と無ぶ骨こつさに、今は頼たのもしさを感じるのだった。

　そのまま倉庫から出たところで、岩谷老人が左右を見回す。

　小雨は途と切ぎれて、不ふ愉ゆ快かいな湿しつ気けだけが山中の空気に混まざる。

「しかしその犯はん人にんはどこ行ったんだ？　随ずい分ぶんと不用心ではないか」

　まるで犯人の方を心配するかのような口ぶりだった。

　その他ひ人と事ごとめいた調子を、カナは既き視し感かんあるなぁと評ひようする。なぞるような正体が自分であることには、まったく思い当たっていない。

「さぁー。電話持って外に出て、そのまま帰ってこないね」

「ん？　ふむ……」

　岩谷老人がスコップを握にぎったまま、目を遠くにやる。カナがそれを見上げる。

「誘ゆう拐かい犯はんは男二人組か？」

「ううん、女の人。……じーちゃん？」

「そうか。美人だといいねって思ったぞ」

　岩谷老人がわざとらしく、肩かたを弾はずませてときめく。

「さてどうするか。お前を一いつ旦たん、下山させたいところだが……」

　周囲を探さぐるように目を巡めぐらせていた岩谷老人が突とつ然ぜんしゃがみ込こんで、地面に顔を擦こすりつける。

　目を見開いたまま凝ぎよう固こさせる岩谷老人の姿すがたが、カナには不思議な置き物のように見えた。

「向こうか」と呟つぶやいた老人が、しゃがんだ姿し勢せいから跳はねるように駆かけ出す。

「カナ、こっちだ」

　手て招まねきする岩谷老人に出で遅おくれながらも、カナは危き機きでも迫せまっているのかと想そう像ぞうして慌あわてて後を追う。履はき潰つぶした靴くつで凹おう凸とつの目立つ山道を進むのは辛つらいものがあったが、息を嚙かむように顎あごをあげて、ひぃこらさっさと走る。その様子を、岩谷老人が振り返って冷静に評する。

「特別短いわけでもないのに、えらくちょこまかと足が動いているように見えるな」

「ほっとけっ」

　やや平坦な道に出て、カナが息を整える間もなく岩谷老人が目を光らせる。

　背せ伸のびして見み据すえた先からは、やってくる軽トラの前面が見えていた。

「これこそ天の配はい剤ざい」

「ぬ？」

「ヘイタクシー！」

　岩いわ谷や老人が無む謀ぼうにも車の前に飛び出すのと、カナが「ぎょへー！」と叫さけぶのは同時だった。
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　昨日の再さい現げんのように、野や暮ぼったくすら見える厚あつ着ぎの老人が山道から突とつ然ぜん出しゆつ現げんする。

　インディゴブルーのターバンが目に入らなければ、ブレーキが間に合わなかったかもしれない。急きゆう停てい止ししてハンドルにしがみついた影えい響きようで肩かたと二の腕うでを痛いためる。前のめりになりそうな車の勢いきおいと共に次し第だいに落ち着き、緑みどり川かわが目を開けると老人がへいへいと悪びれることなく両腕を大きく振ふっていた。相手するまで、退どいてくれそうもない。

　まだいたのかまた来たのか、と緑川の顔は渋しぶい。

　不ふ承しよう不ぶ承しように降りると、老人は緑川をにこやかに出で迎むかえる。

「おぉ、やはり昨日の女性か。きみも元気に穴あなを掘ほっているようだね」

　まるで同好の士にでも巡めぐり会ったような、老人の朗ほがらかな態たい度どに緑川の元より少ない口数がさらにすり減へる。他に言うことないのか、と少し待ってみたがなさそうなので諦あきらめる。

　昨日と異ことなるのは、老人が傍かたわらに女の子を連れていることだった。顔に憔しよう悴すいの見られる女の子は、山歩きに似につかわしくないパジャマ姿すがただった。緑川は印象で中学生と認にん識しきする。

　老人は平然と背せを伸のばしているが女の子は前まえ屈かがみで、膝ひざに手を置いて息も乱みだれていた。

　今にも、吐はき出した空気が耳から蒸じよう気きのように溢あふれそうなぐらい、頰ほおも紅こう潮ちようしている。

「不ぶ躾しつけで済すまないのだが、この子を乗せて貰もらえないだろうか。山の麓ふもとまで送ってくれれば、後は自分でなんとかなるかなぁうちの孫。言っている矢先に不安になってきたよ」

　老人が孫まご娘むすめの頭に手を載のせながら、話す内に眉まゆ尻じりを下げる。孫娘、カナは「そもそもここがどこか分かんない」と幼おさない口ぶりだ。「そうかそりゃそうだ」と岩いわ谷や老人はあくまで明めい朗ろうだ。

「いやぁ、図々しくて済まないがしばらくこの子を預あずかってくれんかね」

　悪びれずに要求を変へん更こうしてくる。いくら自分本位を自覚する緑みどり川かわでもここまで図々しくはない。老人が社会から外れて生きているのだと、緑川はその奔ほん放ぽうさを感じ取った。

「こんな山の中だ、他に頼たよれる者とは出会えまい？」

　あくまで自分たちの都合でしか物事を捉とらえない老人に、緑川がほとほとあきれ返る。

　しかしまぁ、と腰こしに手を当てながらカナを一いち瞥べつする。

　子供を山に放り捨すてて帰るのは、さすがに緑川でも気が引けた。

　なにより間ま違ちがって死体にでもなって、警けい察さつが大たい挙きよしてきたら面めん倒どうだという懸け念ねんもあった。そんな飛ひ躍やくした発想が出てくるぐらい、緑川の目にカナは頼りなく映うつるのだった。

「取りあえず、私の家に帰るから……それからは、好きにして」

『自分でなんとかしろ』を優やさしく諭さとすにはどうすればいいかと悩なやんだあげく、出てきた言葉に柔やわらかさはなかった。カナがほけーっとしている。血の巡めぐりが悪そうだ、と緑川が冷静に酷ひどいことを感じていると、岩谷老人が代理で返答する。

「後で私が迎むかえに来るから、それまで頼むよ」

　さぁ行くのだと岩谷老人がカナの背せ中なかを押おす。カナは「おっとっと」と前によろめきつつ腕うでを前方に突つき出した姿し勢せいで固まり、振ふり向く。

「じーちゃんはまだ穴あな掘ほりするの？」

「宝たから探さがしと言いなさい。うむ、この近きん隣りんに財ざい宝ほうの気配をひしひし感じているのでな」

　財宝？　と緑川が左側の眉まゆをひそめる。周りの林道を見回した後、ねぇよと否ひ定ていする。

　この山を長年の住すみ処かとしている緑川は、小こ判ばん一枚だって発はつ掘くつしたことはない。

「この機を逃のがすと先んじられることもあり得る。ここは動く場面とみた」

　そう呟つぶやいて無駄に表情を険けわしくする老人は、緑川から見ると夢の住人のようだった。

　夢みたいに、ふわふわした生き方だった。

「じーちゃん、気をつけてよ」

　カナが自身の身に起きたことも含ふくめて身を案じると、老人は最初、素す直なおに頷うなずきかける。

「お前に心配されるとは……わしほんとに大だい丈じよう夫ぶかな……」

　しかし途と中ちゆうでおどけてしまう。耄もう碌ろくしたようにわざとらしくよろめいた後、にかっと、年とし頃ごろにしては白さの目立つ歯を見せつけた。そのまま手を振ふって、頑がん健けんな足取りで林の向こうに消えていく。まだ山に居い座すわるつもりであるとスコップが語るようで、緑みどり川かわは内心げんなりした。

「うーんー……いいのかなー、だいじょぶかなー」

　カナが見送りながら小声で心配する。自分の心配をしろと緑川は言いたい。

　距きよ離りが縮ちぢまると一いつ層そう、頼たよりない背せ中なかだった。

「まー、あたしよりは平気か」

　よく分かっているじゃないか。緑川が暗く、鋭するどく笑う。そうして今いま更さら気づくが、カナの頭には飾かざりのように研けん修しゆう中ちゆうとくっついている。緑川の理解を超こえた子供だった。

「よろしくッス！」

　カナが急に、勢いきおいよく腕うでを掲かかげる。が、緑川が無む反はん応のうだったためか、振ふり上げた腕と共に萎しおれていく。緑川は、いきなり叫さけばれて、表情の変化こそないが面めん食くらっているのだった。

「にっこり」

　口で言うだけで、実じつ際さいのカナは笑っていない。友好を示しめす気があるのか、ないのか。

「あ、家に着いたらトイレ借りていいですか」

　思い出したように身を震ふるわせた後、カナが言う。

「……好きにどうぞ」

　早く乗れ、と緑川が手で指し示じを出すとカナがそそくさと走る。助手席側にカナが乗るのを見てから、緑川も運転席に戻もどった。座ってからも身体からだを小こ刻きざみに揺ゆらして落ち着きのないカナを、横目で一いち瞥べつする。

「漏もらさないでよ」

「我が慢まんしますはい」

　できそうにないなら助手席から蹴けり落とすつもりだった。

　車を発進させる。少し走り出して、カナが緑川に質しつ問もんする。

「じーちゃんのお仲間ですか？」

「まったく知らない人同士」

　あんたもねと緑川が視し線せんに付け加える。カナは前を向いたまま、「にっこり」と本人なりに友好を示しめした。緑川とは形こそ異ことなるが、不器用な一面を見せていることにカナ自身は気づかない。そのカナの目から自然に流れる、軽けい薄はくな涙なみだに緑川は困こん惑わくするほかなかった。

　変なのを拾ってしまったと、若じやつ干かんの後こう悔かいが混まじる。

　同時にこの三日を振り返って、なにか行動する度たびに余よ計けいな騒そう動どうがひっついていることにも気づく。陶とう芸げい教室では変な男が入り込み、打ち合わせに来れば銃じゆう撃げき騒さわぎ。個こ展てんの前にはまた変な男に絡からまれて、終しまいには発はつ砲ぽうして壺つぼを割わられる。今日は弟で子しの妹と犬を勝手に押おしつけられて、今はなんの面めん識しきもない子供を保ほ護ごするときた。災さい厄やくはいつ終わるだろうと、緑川が嘆なげく。

　その後はお互たがいに無言が続いた。ただしカナは目をぐるぐると回して、色々耐たえているようだった。緑川はその様子に不安になり、少しばかりアクセルを強く踏ふんだ。

　緑みどり川かわの家に着いて停とまるやいなや軽トラから跳はねるように飛び降おりたカナに、緑川が求めているものの在処ありかを指し示しめす。

「トイレはあっちの小屋にあるから」

「どーも」

　カナが早歩きで一直線に向かっていった。その後ろ姿すがたはやはり、山登りと相あい容いれない。

　一体、どんな事情があってこんなところにいるのか。聞くのと、放っておくの。どちらがより厄やつ介かい事ごとを引き寄よせるかと緑川は葛かつ藤とうする。これ以上、様々なことに関わらせられるのはごめんだった。答えの出ないまま緑川も軽トラから降りて、掘ほった土を工こう房ぼうに運ぶ。

　中を覗のぞくと、新しん城じよう雅みやびはまだ工こう房ぼうにいた。電話片かた手てに足もとの犬を怯おびえさせて遊んでいた。

　緑川が目を忙せわしなく動かして、室内を弄いじられていないことを確かく認にんする。

　本来は、作業場に他人が入るのも嫌いやがる性分だ。

「お帰り先生。成果はどうだった？」

「上々かな」

　皮肉を込めて、隣となりの小屋の方へ目をやりながら返事する。その視し線せんの在り方に新城雅が首を傾かしげていると、小さな足が土と石を踏ふむ音が聞こえてきた。

「いやーどうもどうも……」

　身体からだのこわばりから解かい放ほうされたカナが上じよう機き嫌げんに小走りで小屋にやってくる。

　それを見て、新城雅が目を丸くした。

「おや？」

「あら」

　カナも新城雅の存そん在ざいに不意打ちを食らう。緑川がその顔を交こう互ごに眺ながめる。

「珍めずらしいところで会うじゃないか。三日連続かな」

「はぁ」

　緑川にとってはいつもの場所なので、珍しいところなどと表現されるのは気にくわない。

「あらら、おけがを？」

「まぁちょっとね」

　新城雅が、包ほう帯たいを巻まいて晒さらす右みぎ腕うでと右みぎ肩かたを揺ゆする。加か減げんを誤あやまったのか、顔をしかめた。

「知り合い？」

　関心はないが、緑川が確認を取ると「はぁ、ええ」とカナが曖あい昧まいに頷うなずく。それから、緑川の視線から逃にげるように俯うつむいたカナの目に細い犬の姿すがたが映うつる。「あれぇ、お前もいるの」とカナが声をかけると、首を引っ込めていた犬が顔を上げてカナの顔を認にん識しきした。カナがてこてこ歩いて近寄る。
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　側の椅い子すにカナが座り込むと、犬がその膝ひざの上へするすると上って落ち着いた。

「おや、私とは目も合わせないのに」

　新しん城じよう雅みやびが犬の露ろ骨こつな態たい度どの違ちがいを笑うと、細い犬は尾おを丸めて抱だくように、身を固くしてしまった。「あららら」とカナが飼かい主のごとく困こん惑わくするのを眺ながめながら、緑みどり川かわは小さく溜ため息いきを吐つく。作業場に人が多いのは正直、邪じや魔まに感じていた。あっちの小屋に行っていろというのが本音だが、山を巡めぐって渇かわいた喉のどはその一言を絞しぼり出すのも億おつ劫くうだった。

　掘ほってきた粘ねん土どはまた後で仕し込こみをするとして、今日の分の仕事に取りかかることにした。

　腰こしに手を当てたところで、緑川がそういえばと気づく。

　個こ展てんの撤てつ収しゆう作さ業ぎようをすべて放り投げていることを思い出したのだ。中止になった以上、早期に片かたづけてほしいと主しゆ催さいした側から連れん絡らくが来そうなものなのだが。緑川は新城雅に尋たずねる。

「電話鳴った？」

「いや？」

「そう」

　それならば連絡が来るまで、知らぬ存ぞんぜぬで通すことにした。

　弟で子しが戻もどってきたら分ぶん担たんも出来る、という計算だった。

「いち、に、さん」

　自分と犬を含めて数えてから振り向いた新城雅が、暢のん気きな予想を立てる。

「なんだかもっと集ってくる気もするね」

　聞いた緑川はそんなわけないだろうと軽く流して粘土を用意し始める。

　これ以上はないだろうと思った。

　心の平へい穏おんを求めて、いつの間にかそう願っていた。
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　正に一いつ瞬しゆんの切り返しだった。

　犬が吠ほえて女が反はん射しや的てきにそちらに目を移うつしたのと同時に木き曽そ川がわは動いていた。まるで背せ中なかに目でもついているように、完全に呼こ吸きゆうを合わせる。木曽川は頭を思い切り後方へと振ふり、後頭部を女の鼻に叩たたきつけた。女が不意打ちと激げき痛つうで滲にじんだ涙なみだに視し界かいを塞ふさがれながら引き金を引く。

　木曽川が宙ちゆうに魔ま女じよ帽ぼうを残し、後方へ傾かたむいた勢いきおいそのままに床ゆかへ手をつき、逆さか立だちしている最中だった。

　弾だん丸がんはその手のすぐ脇わきの床に跳はねて、木曽川の肝きもを冷やす。

　しかし、動きに淀よどみは生じない。

　木曽川が片手で重心を操そう作さしながら、曲げた右足首を女の後ろ首に引っかける。そして女が前まえ屈かがみになるのと同時に身を捻よじり、跳ね上げた左足で女の喉のどを潰つぶす。

　両足で首を挟はさみ込んで、そのまま、木曽川の手がパッと床から離れる。

　女と木曽川の上下が反転した。

　縦たてに一回転を果たした木き曽そ川がわは躊ちゆう躇ちよなく女の頭部を床ゆかに叩たたきつける。女は舌したでも嚙かんだのか、白目を剝むきながら泡あわと血を口から噴ふき出す。木曽川もその重じゆう厚こうな衝しよう撃げきを両足に感じ取る。しかしそこで終わらない。頭ず蓋がい骨こつと無ぶ骨こつな床の衝突する音が途と切ぎれる寸すん前ぜん、木曽川は挟はさんだままの首を軸じくに女を引きずり回す。女の身体が次し第だいに傾かたむく中、可能な限かぎり頭皮と髪を床ゆかで削けずる。

　髪と皮のちぎれ飛ぶ音は、布生地を引き裂さく音に似にていた。

　意い識しきを失った女が膝ひざを打つ形で完全に倒たおれ込み、木曽川がそこでようやく首から足を離はなす。

「これぞホンダラ拳けん法ぽうの……名前なんだったっけ、いや、あったか？」

　木曽川が遠い目になっていると、離れて眺ながめていた美み鈴すずが歓かん喜きの声をあげる。

「おじさんすごー！」

「とうとう本音が出たなテメー」

　駆かけ寄ってくる美鈴は拾った魔ま女じよ帽ぼう子しをかぶっていた。

「返せ」

　魔女帽を木曽川が奪うばい取る。埃ほこりを払はらった後、丁てい寧ねいにかぶり直した。

　帽子のツバの裏うらを見上げて、木曽川の目が稚気に輝く。

　その様子を眺めていた美鈴が、木曽川への認にん識しきを改める。

　このへんてこ帽子の大人は、普ふ通つうじゃない。

　そして普通じゃないものは、美鈴にとって興きよう味みの対象となる。

「この女が誘ゆう拐かい犯はん？　悪の枢すう軸じく？」

　木曽川が犬に確認を取ると、ばうばうと吠ほえて肯こう定ていする。「ほー」と、木曽川が倉庫内を見回すも他に人ひと影かげは見当たらない。しかし、切られた縄なわの端は切ぎれを床ゆかに見つける。

「いかにもな縄を発見」

　摘つまみ上げたそれの切り口を木曽川が検けん分ぶんする。

「刃は物もので処理した切り口だな。自力で出ていないなら、誰だれかが通りかかって助けたってことになるわけだが」

　蒸むした空気を吸すい込みながら、木曽川が倉庫を隅すみまで見回す。開けた入り口から覗のぞける、緑と土の世界に木曽川が肩かたをすくめた。自身の発言を小こ馬ば鹿かにするようでもあった。

「偶ぐう然ぜん、通るかねぇこんなとこ」

　もしいるとするなら、よほどの物好きに違ちがいない。

「良かったな。取りあえず、無事そうだぜ」

　犬に報ほう告こくしてから、女の手から離はなれた拳けん銃じゆうを木曽川が回かい収しゆうする。その拳銃を見上げた美鈴は、自分の所持しているものと同じ型であると気づいた。流は行やってるのかなこれ、と美鈴が不思議に思う。

　木曽川は拳銃の弾たまを取り出して、倉庫の隅に放り捨すてる。それから、泡を噴いたままの女の側へ向かい、握にぎっていた拳銃の影かげが顔の上へかかるように位置を調整する。そして、離した。

　落下した拳けん銃じゆうが、元より潰つぶれた鼻を更さら地ちにするかのように強したたかに打つ。

　気き絶ぜつしていた女が目覚ましに反はん応のうするように目を見開き、直後、鼻を押おさえて転げ回る。見ていた美み鈴すずは「いたそー」と他ひ人と事ごとに自分の鼻に触さわる。そして苦しんでいる女からすぐに視し線せんを外して、犬のお腹なかを触り始めた。「ごしゅじんさまに一いつ緒しよに会いに行こうねー」と、ニコニコしている。犬はどう反応していいのか困こん惑わくするように頭を揺ゆらしていた。

　木曽川が、のたうつ女の手を取って上半身を起こさせる。女が顔を上げると、剝むけた頭皮から滲にじんだ血が眉み間けんを濡ぬらした。女は木曽川の顔を認識するやいなや、唾つばを吐はきつける。

　木曽川はそれを頰ほおに受けるが、女から目を離はなすことはない。

「女の子を誘ゆう拐かいしたらしいけど、理由は？」

　女がもう一度、血の唾を吐く。今度も避よけることはなく、木曽川が顔で受け止める。

　それを返答としたのか、木曽川が、笑った。

「そか。ま、守しゆ秘ひ義ぎ務むがあるなら仕方ないな。質しつ問もんを変えるけど、僕のこと知っているかい？」

「はぁ？」

　女が顔をしかめる。口と目の隙すき間まから、溜たまった血が噴ふき出た。

　これだよこれ、と木曽川が魔ま女じよ帽ぼうのツバを摘つまんで曲げてとアピールする。女の目が素す直なおにその帽子へと導みちびかれて、そして、次し第だいに曇くもる。輝かがやきを失い、しかし凝ぎよう視しからは逃のがれられない。

「誘拐犯と職種は違うが、どうだい、分かる？」

「きそがわ、」

　正せい解かい、と陥かん没ぼつした鼻を指でつつく。女が痛いたみか恐きよう怖ふに身を震ふるわせた。

「やっぱりこの帽子なんだよなぁ、うん。……いい帽子だよなぁ」

　和なごやかに微び笑しようしながら、木曽川が女の肩を摑つかむ。女はその手つきから察するものがあったのかただでさえ悪化している顔色を殊こと更さら、酷ひどいものとする。木曽川はそれを、まるで覚かく悟ごの証あかしとでも受け取ったように腕うでに力を込める。肩を軸じくに、女の腕を背せ中なか側がわへと回した。

　限げん界かいと引っかかりを力ちから尽づくでいなして、めいっぱい。

　腕の骨ほねのどこかが致ち命めい傷しようを負った瞬しゆん間かんの女の悲鳴は、ホースから水を放つような勢いきおいがあった。倉庫内に反はん響きようする騒そう音おんに、美鈴が思わず耳を塞ふさぐ。犬も耳を畳たたむ。木曽川は折おった腕をわざと振り回すように放り捨てて、女に有無を言わせない苦痛を与あたえる。

　そのまま、作業は反対側へと移い行こうする。木曽川が女の左腕を摑んだ。

「やべ、」

　制せい止ししようとする声を断たち切る。懇こん願がんは潰ついえて、走り抜ぬけるのは同じく悲鳴。

　女の左腕もまた、右腕同様にあらぬ方向へと曲がる。二つ合わさると、背中に削けずり節ぶしでも載のせるような趣おもむきがあった。木曽川はそう感じた。勿論、木曽川しかそんな連想はしない。

　木曽川はその折れた両腕を仕上げのように蹴ける。関節を、肩の付け根を何度も蹴り飛ばす。せっかく折ったのだから、一度や二度の痛みでは終わらせないという意思さえ感じた。女はその度たびに白目を剝むいて泡あわを飛ばすが、その反はん応のうも次し第だいに薄れるほど神経が摩ま耗もうしていく。

　女が悲鳴もあげられなくなるまで、木き曽そ川がわは患かん部ぶを蹴けり続けた。

　女の意思を完全にへし折った後、念には念をと足首も野菜を引き抜くような調子で引っ張ぱり、右みぎ斜ななめにへし折る。左足首は左側へ、左右対たい称しようを意い識しきしたように捻ひねる。そうすると女は両手足の激げき痛つうで置き場を失い、俯うつぶせに伏ふして安静にしているほかなかった。僅わずかでも呼こ吸きゆうが乱みだれると、制せい御ぎよしきれない手足が床ゆかに擦すれてその度に女は涙なみだを溢あふれさせる。そして重心を崩くずして反対側の手足も、また逆ぎやくが、と平へい衡こう感かん覚かくを失った女の地じ獄ごくは終わりを見せない。

　目覚まし代わりに使った拳けん銃じゆうを拾い上げた後、始末を終えた木曽川が速すみやかに立つ。帽ぼう子しを押おさえながら、光の差す方を向いた。

「よし行くか」

　頰ほおを拭ぬぐい、行くぜ行くぜと陽よう気きな調子で言い放つ。美み鈴すずはしばらくは呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて丸い犬をボールのように抱かかえて木曽川の後を追った。木曽川は外に出るやいなや、拳銃を林の向こうへと放り捨てる。「あー」と、美鈴が見み咎とがめた。

「山にゴミ捨てたらいけないんだよ」

「うるせぃ、人命優ゆう先せんだ」

「じゃー、ゆーかいはんほっといていいの？」

「僕は優やさしさマンだからな」

「どこが？」

　美鈴の振ふり向いた先では、這はいつくばった女が今も背せを震わせている。

　木曽川は振り向きもせず、「優しさマン」とそのフレーズを繰くり返す。

　殺し屋が殺さないだけ、温情だ。
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　のんびり座すわっていて大だい丈じよう夫ぶなのかな、と足を伸のばしながらカナは考える。

　足に瘦やせた犬を載のせて、その背せ中なかを撫なでる。撫でながら、丸い犬のことを思い出した。結局、戻もどってくる前になんとかなっちゃったなぁ。犬が誰だれかを連れてあの倉庫まで戻ってきたら、今度は犬含ふくめその人が危き険けんに出で会くわす。なんとかしないといけない、とカナが立ち上がる。

　しかしいざ立って握にぎりこぶしを作ってみても、上じよう策さくが浮うかぶわけでもなく。

　犬と直ちよく接せつ連れん絡らくを取る方法などあるはずがないのだ。カナが萎しおれるように座り直す。

　それから、窓まどに体当たりする大型の蜂はちに気づいて「ひひー」と大げさに驚おどろく。カナは虫が苦手であるが、むしろあの大きさの蜂まで行くと、得意不得意以前の問題ではないかと思った。

　刺さされようものなら、カナの軟なん弱じやくかつ小柄な手は倍に膨ふくれあがりそうである。

　カナはその手を見下ろす。役に立たない手だなぁと、拘こう束そくの跡あとが残るそれを卑ひ下げする。

　なにか際きわ立だった技ぎ能のうが宿っているわけでもない。小さく、頼たよりないばかりだった。

　ここにいていいのか、という疑ぎ問もんもあった。誘ゆう拐かい犯はんが追ってきたら、他の人間まで巻まき込まれる可か能のう性せいがあった。ここを去るか、もしくは警けい察さつに通つう報ほうしようか、とカナが顔を上げる。しかしまた一人になると心細いし、なにより誘拐された経けい緯いまで話すことになると、拳けん銃じゆうが関かん与よしてくるわけで。問題に気づいてカナが萎しぼむ。

　その拳銃自体は手元から失われたので、気は多少楽になる。それから、久しぶりに祖そ父ふに会えたのは楽しかったな、とカナが気持ち程てい度どに笑う。

　カナにとって祖父母は愉ゆ快かいなイメージであり、数年の時間を経へてもまったく変わる様子のないそれと土の匂においに、こんな状じよう況きようでの再さい会かいではあるが安あん堵どしたものだった。特に祖父は、今でこそ冒ぼう険けん家か気取りに明け暮くれているがカナの幼少期にはテレビゲームにはまり、青あお筋すじを立てて孫を打ち負かしては全力で大喜びするような人物だった。カナはそういう祖父が大好きだった。

　お年玉はケチってたけどねー、とカナがへらへら笑う。

　新しん城じよう雅みやびは電話を耳に添そえながらその一部始終を観察して、「コメントに困こまる子だ」と評ひよう価かを下した。実のところ、同い年なのだがどちらもそんな風には見ていない。

「あのー」

　カナが緑みどり川かわに恐おそる恐る、声をかける。実じつ年ねん齢れいは大して離はなれていないのだが、カナからすると成せい熟じゆくした大人の雰ふん囲い気きに萎い縮しゆくしてしまう。纏まとうものに雲うん泥でいの差があった。

　緑川は台に載のせた粘ねん土どを力強く揉もんでいる最中で、カナの声に反はん応のうしない。

「あののー」

　もう一度挑ちよう戦せんしてみるが、緑みどり川かわは台から目を離はなさない。電話を終えた新しん城じよう雅みやびはその二人の様子を面白がるように傍ぼう観かんして、助け船を寄よ越こすようなことはなかった。カナは諦あきらめて、手を尻しりの下に入れて、足を前後に振ふる。そうして俯うつむくと、空くう腹ふくを嫌いやでも意い識しきしてしまうのだった。

　電話を借りようと考えていた。ギャッピーに連れん絡らくを取ろうと思ったのだ。しかし番号が分からないことに口を噤つぐんでから気づく。登録してしまえば確かく認にんが不要になるので、番号を記き憶おくできない。携帯電話の弊へい害がいである。実家の番号なら分かるのだが、なにか違ちがうなぁと敬けい遠えんしてしまう。

　それから作業を一いつ旦たん区切って、腰こしを伸のばして汗あせを拭ぬぐってから、緑川がカナに向く。

「なに？」

　聞こえていたんだ、とカナが顔を上げる。

　作業の方が優ゆう先せんらしい。その偏へん屈くつそうな口もとを見て、ゲージツカだなぁとカナが安直なイメージとの符ふ号ごうを密ひそかに喜ぶ。とはいえ、今いま更さら聞かれても実のところ無意味だった。

「いえあのー……大変そう、でーすねー」

　カナがへらへらと笑って取り繕つくろう。最初に呼よびかけたときの、電話を借りるという目的の無意味に気づいたので緑川への用事は既すでになくなっていたのだ。緑川は冷れい淡たんに「まぁ」と呟つぶやく。

「普ふ通つう」

　言葉に困こまったような短い返事に、「そっすか」とカナは小さく頷うなずくしかなかった。

　傍はたから見ている新城雅はカナの雰ふん囲い気きや頭の角度から、なにを言いかけていたのかを概おおむね察していた。しかしそもそも、なぜカナがこんな山中にいるのかは看かん破ぱできず、不ふ審しんなものを抱いだいていた。直ちよく接せつ聞いてみようとも考えたが、すぐに答え合わせするのもつまらないと感じて、口を閉とじながら色々と思索していた。

　一切頓とん着ちやくする様子のない緑川だけが、瞳ひとみに迷まよいがない。

「楽しいですか？」

　カナが社会見学の子供みたいに仕事の感想を尋たずねる。聞かれた緑川も丁度、そんな心しん境きようとなる。緑川は練ねったそれを手に取りながら、またも返事に窮きゆうする。

「仕事だから、これ」

　子供は、緑川の人を避さけるような態度や雰囲気を無視してくるので苦手な印象が強い。そうした気配を察して、絶ぜつ妙みような距きよ離りを保って接せつしてくるからこそ、新しん城じよう雅まさ貴きは住み込んでいてもさほど苦にはならなかったのだと緑川が気づく。

　緑川がどこか切れの悪いものを感じながら作業を続ける。粘ねん土どを伸ばすように潰つぶし、或あるいはねじるように揉もんで空気を抜ぬく。いつもより手が重い。その原げん因いんは、視線にあった。

　緑川が感じ取った視線の方向へ振り返る。

　カナが、目を光らせるように前まえ屈かがみで作業を見つめていた。

　鈍にぶい、或いは周囲に関心の薄うすい緑川でも無視しきれないものがあった。

「やってみたいの？」

「ちょっと興きよう味みあり」

　カナが挙きよ手しゆする。カナは冗じよう談だんや場ば繫つなぎではなく、面おも白しろそうと感じていた。

　詩的に言えば、引き合うものを感じていたのである。

「じゃあ、はい。やってみれば」

　戸と惑まどいながらも粘ねん土どをカナに差し出す。カナは頰ほおをほころばせてそれを受け取り、作業台の前に立つ。丁度、工こう房ぼうの入り口と奥おくに座すわる新しん城じよう雅みやびの間にカナが立つ形となった。その新城雅も退たい屈くつだからか、椅い子すに腰こしかけてカナの様子を観かん賞しようしていた。

「幼よう稚ち園えんのときはこねこねカナちゃんって異い名みようを持っていたのですよ」

　粘土ではなく耳たぶをこねていたことからついたあだ名で得意げになるカナに、緑みどり川かわが生なま暖あたたかい目を向ける。期せずして始まる陶とう芸げい体たい験けんだが、以前に催もよおしとして行った際さいの参加料は一人千七百円だった。金払はらえ、と緑川が無言に思う。しかしカナは見るからに財さい布ふを持っていそうもないので、要求はされないのだった。

　それよりもこのままだと長なが居いしそうな気配を感じてか、緑川が釘くぎを刺さす。

「祖じ父いさんが来たらすぐ帰ってね」

「うぃ」

　あだ名通りにこねこねしながら、カナが唇くちびるを突つき出す。

　どんな反はん応のうだ？　と緑川が相手との年ねん齢れい差さを感じた。

　新城雅からすれば、カナが特別おかしいだけだった。

「親に連れん絡らくとかはいいの？」

　緑川なりの親切心のつもりで尋ねる。カナはどぅへへと目を線にしてごまかす。

「いやーなかなか家に帰りづらくて」

「家に？」

　その発言で、緑川にもピンと来た。実じつ際さいは勘かん違ちがいなのだが。

「ああ家出人なのね」

「え？」

　カナが粘土を曲げたまま固まる。

「中学生でしょ？」

「え」

「え」

　お互たがいが虚きよを突つかれる。じわぁっと、気まずさに汗あせを噴ふき出したのはカナだった。

　脂あぶら汗あせを鼻と額ひたいに滲にじませながら、カナが言う。

「二十四歳さいです、今年で……あ、まだ大学生やっていまして……」

　自分で言っていて、崖がけっぷちの年齢だと思った。

　研けん修しゆう中ちゆうの名札が、髪と共に頼たよりなく震ふるえる。

　それに対する緑みどり川かわの固まった表情がなにを語るかまでは、考えたくもなかった。
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「普ふ通つうにしながら聞け。そこの木を越こえた先から走るぞ」

　岩いわ谷や老人と別れてしばらく歩き、分ぶん岐き点てんが見えてきたところで男が言い出す。

　祐ゆう貴きは、普通というものを意い識しきしすぎて首の動きが若じやつ干かん硬かたくなる。

「なんだ？　なにが？」

　声を潜ひそめながら不安の正体を問う。男はあくまで祐貴にも目を向けずに答えた。

「誰だれかに追われている気がする。嫌いやな予感がする。対たい処しよするには十分すぎる理由だ」

「勘かんってやつか？」

　祐貴の質問を男は流す。代わりに教きよう訓くんめいたことを述のべる。

「危き険けんを全部避さけることはできない。大事なのは遭そう遇ぐうしても生き残るように常つねに怯おびえること」

　男の指し示しめした、歪ゆがんだ木に近づく。

「お前がもしこの後も生きていくなら、めっちゃくちゃな回数の危険と出で会くわすと思うぜ。なにしろ人殺しだ」

　覚かく悟ごしておけ。

　人の不幸を嘲あざ笑わらうような、攻こう撃げき的てきな笑みと共に男が言う。

　表現こそ露ろ悪あく的てきではあるが、祐ゆう貴きはそれを忠ちゆう告こくと受け止めて、心を固く重くする。

「よし」

　木を一歩踏ふみ越こえたところで、男の声が祐貴の背せ中なかを突つき飛ばす。

　男と祐貴が同時に駆かけ出した。本当に追う者などいるのか分からないまま、祐貴は無む我が夢む中ちゆうに地面を蹴ける。歯を食いしばろうにも恐きよう怖ふが先行するのか口は半開きで、ただでさえ渇かわいていた喉のどや口内がより一いつ層そう、カラカラと干からびていく。湿しつ気けを含んだように重たい身体からだの一部が風化でもしてくれれば、少しはこの重力から逃のがれられるのだろうか。祐貴は、なぜか泣きそうになる。

　月曜日はまず体育の時間か？　英語だったか？　高校の教室を思い浮うかべて、ただ走った。

　そうして別の道に入り、少し走ったところで白く大きな物体の動きを目の端はしに捉とらえて、祐貴が身体を捻ねじるように仰のけ反ぞって警けい戒かいする。

　山道を走ってきたのは軽トラックだった。上を目指し、低速で進んでいる。

「おい、あいつを追ってみるぞ！」

　より加速しながら男が軽トラを顎あごで指す。祐貴は息を乱みだして返事もままならないが、その古ぼけた車体を目で追って足を動かす。幸い、軽トラは山道だからか大した速度は出ていない。慎しん重ちような運転を心がけるそれを見失わないよう、祐貴と男は林の隙すき間まを駆かけ抜ぬける。

　途と中ちゆうで枝えだに引っかかって衣服と肌はだを多少破やぶきながらも、祐貴たちは軽トラに導みちびかれて山さん頂ちようへと到とう達たつする。木々を排はい除じよした開放的な場所へようやく出たこととなるが、厚あつい雲のせいかはたまた祐貴の心しん境きよう故ゆえか、心まで開けることはない。遠くの景色もただ長く、惰だ性せいで続いているようにしか思えなかった。

　軽トラから二人の女性が降おりて、二つある小屋にそれぞれが入っていく。

　祐貴たちは隠れつつ、しばらくそれを観察していた。

「山小屋……いや、普ふ通つうの家みたいだけど」

「こんなとこに住んでいるやつがいるなんてな。とにかく、あの女がいないか確かく認にんだ」

　男が腰こしを屈かがめながら、小屋の裏うら手てに回ろうとする。しかし直後、隣となりの小屋から女の子が飛び出してきた。これには男も中腰のまま固まる。身を固くしていると、パジャマ姿すがたの女の子はちょこまかと走りながら、祐貴たちには一切気づくことなく小屋へと入っていった。

「目玉が前にしか向いていないやつで助かったな」

　遠回しにその女の子を小こ馬ば鹿かにしつつ、男が移い動どうを再さい開かいする。祐貴もその後ろに、同様に腰と膝ひざを屈めて続いた。男の慣なれた機き敏びんな動きまでは真ま似ねできず、祐貴の中腰はぎこちない。

　ただ移い動どうするだけでも結けつ構こうな距離を開けられてしまった。

　先に小屋の裏の窓まどに張はりついた男は、周辺を飛び交う蜂はちも意に介かいさずに小屋の中を覗のぞく。

　その男が目を剝むくのを横から見たとき、祐ゆう貴きは来るべき時が来たのだと悟さとる。

「いたぞ」

　男がまばたきを忘わすれて、引きつった笑みを顔に張はりつける。追いついた祐貴もその横から腰こしを引かせつつ覗のぞくと、小屋の中に三つの人ひと影かげがあることを知った。三人とも女性である。一人は頭にタオルを巻まいた土まみれの女、もう一人は先さき程ほど、小屋に入っていった女の子。

　そして男が恐きよう怖ふする金髪の女性は、祐貴にとって初対面ではなかった。

「あの人、昨日の」

　木き曽そ川がわに連れられて向かった事務所で、腕うでを斬きられた女だった。

　晒さらした右腕にはその跡あとが残っている。男は怪け我がと祐貴を交こう互ごに見た。

「顔見知りなのか、意外だな」

「そんなに親しいわけじゃなくて、少し見ただけで」

「どうでもいい、よし早速狙ねらえ。撃うち殺せ」

　自分から聞いておいて話題を打ち切り、なおかつ祐貴を急せかす。

　祐貴の腕を摑つかみ、持ち上げて、「早く銃じゆうを出せ」と命じる。祐貴は次し第だいに頭が漂ひよう白はくして意い識しきがぼやける中で、言われたとおりに銃を取り出す。握にぎろうとしても、指が震ふるえていた。

「あの女の兄あに貴きがいない今以外に機会は巡めぐってこねえぞ」

　男の方は怖おじけるどころか千せん載ざい一いち遇ぐうの好機と目が輝かがやく。祐貴も満足に銃を握れないまま、両手でグリップを包つつむようにして構かまえる。肩かたと水平に腕を上げるだけでも重労働だった。

　呼こ吸きゆうが滞とどこおり、吐はき出せなくなる。少しでも外に吐いて力を抜ぬくと目め眩まいを起こしそうだった。

　息苦しさも極まり、マスクを外す。

　追い詰つめられて、視し界かいに赤色の網あみのようなものを浮かべながら、祐貴が銃じゆう口こうを向ける。

　しかしその先には別人がいた。

「さっきの子が、間に」

　祐貴と新しん城じよう雅みやびの間に丁度女の子が割わり込む形となっている。

　女の子は外の様子などなにも知るはずがなく、暢のん気きな面つら構がまえで粘ねん土どをこねていた。

「そいつも撃て、倒たおれたらすぐ奥おくを狙ねらえ」

「そんな、」

　男の判はん断だんに祐貴が異い議ぎを唱となえようとする。男は苛いら立だつように足を横に振り、祐貴の尻しりを蹴ける。

「いいから殺すんだよ。もう一人の女もだ、一人も残すな」

「な、なんで、関係ない人まで、」

「関係おおありだ、目撃者なんか残しておけるか。全ぜん滅めつさせろ」

　ここまでの道中で半ば分かっていたこととはいえ、男の発想は祐貴と根本から異ことなる。

　人の命への見方も、今の祐貴にはまだ受け入れられないものがあった。

　祐貴が男を見上げようとする。

　その頭の動きに合わせて耳まで上下したせいだろうか。

　ぼぉぶぶぶ、と羽虫の音がいやに祐ゆう貴きに近かった。

　それこそ、後頭部を埋うめ尽つくすように錯さつ覚かくするほど。

　巨きよ大だいな蜂はちが浮かぶ汗あせに引き寄よせられるように、祐貴の首の後ろに止まる。

　ゾッと、血が一いつ瞬しゆんで引いて腕うでの血けつ管かんが硬こう直ちよくする。

　祐貴はその羽音に、虫と思えぬ重量に、かさつく足が肌はだをなぞる感かん触しよくに。

　あらぬ悲鳴を上げてひっくり返る。

　その明めい瞭りようではない叫さけび声も、貧ひん弱じやくな壁かべに頭を打ちつけた音も。

　慌あわただしく、しかし確かく実じつに屋内へと伝わるのだった。

　祐貴は尻しり餅もちをつきながら、目を回すように混こん乱らんが収おさまらない。

　男は自然に肩かたを落とし、思わず手のひらで目もとを覆おおった。
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「こんな山の中になにしに行くんだろうな。身を隠かくすにしては、うん」

　行動を共にする知り合いの姿すがたが、黒くろ田だにその線を否ひ定ていさせる。

　首しゆ藤とう祐貴たちは廃はい倉そう庫この前で引き返して、別の道を進むようだった。

「まだ殺さないんですか？」

　黒田におぶわれている小こ泉いずみ明あ日す香かが冷ややかに急せかす。

「まぁお待ちなさい。どこに行くのか判はん明めいしてからでも遅おそくはないよ」

　黒田の悪い癖くせが出ていた。それが一いつ瞬しゆんの油ゆ断だんを生む。

　首藤祐貴たちが急に走り出した。気づかれたかと黒田が目を剝むき、足の動きを急きゆう遽きよ切り替かえる。気づかれないようにではなく、追いすがるために全力で山道を駆かけた。首藤祐貴たちも山に慣なれているわけではなくそのうえ、消しよう耗もうもあるのか軌き道どうが直線的ではない。

　距きよ離りを一気に詰つめられる機会が来れば、そのまま仕し留とめてしまおう。

　黒田が意い識しきをそちらに傾かたむける。

　しかしその間かん隙げきを突つくように、地の底からの声が黒くろ田だの足を摑つかむのだった。

「……けてくれぇ」

　風と木の織おり成す疾しつ走そう音おんの中で、黒田が人の声を聞く。幻げん聴ちようかと思っても目は動き、耳は過か敏びんになる。今度は明めい確かくに「だれかいないかー！」と叫さけぶ女の声があった。

　走り抜ぬけようとした黒田が、真横でその声を聞いて思わず足を止めてしまう。

　見ると林の間に大おお穴あなが空あいていて、その中に土まみれの女性がいた。

　覗のぞき込む黒田と目が合い、「たーすーけーてくーれー！」と亡もう者じやのように手を伸のばしてすがる。

　そして。

「あちゃ……」

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きと男が黒田を引き離はなしていく。ここから追いかけても距きよ離りが詰つまることはないと判はん断だんした黒田は完全に足を止めて、助けを求める女性の救助に移うつる。

　振り向かなくとも、小こ泉いずみ明あ日す香かの怨えん嗟さが黒田の首くび筋すじを伝う。

「すぐ追えるさ。どこに行くかは分かった」

　黒田が小泉明日香を落ち着かせるために噓うそを口にする。分かるはずがない。

　一いつ旦たん、小泉明日香を降ろす。そして穴あな蔵ぐらへと手を入れて、女の伸ばした手を摑つかむ。黒田は足に力を込めて、本格的に女を引っ張ぱり上げる。その重量に苦心しながらも、黒田はどこか暢のん気きに手て応ごたえについての感想を持つ。人を引っ張り上げるその感覚は、頑がん固こなヒゲを指で引っこ抜ぬくときと似にたものがあった。腰こしと膝ひざに多少の刺し激げきを残しながら、女を地上へと引き上げる。

「助かった。ほんと感かん謝しやしてる」

　女は目の下に酷ひどいクマを作り、焦しよう燥そうが頰ほおのこけ具合に出ていた。

　喉のども叫さけび倒たおしたのか枯かれて、声が老ろう婆ばよりも土つち気け色いろだった。

　髪に残った土を払はらいながら、女が頭を下げる。そしてすぐに猛たける。

「誰だれがこんな穴なんか掘ほりやがったんだ、糞くそバカがっ」

　女が憤ふん怒どに身を任まかせて土を蹴けり上げる。舞まい上がった土の欠片かけらが小泉明日香の足を打った。

「袖そですり合うもなんとやら。気にすんねぇ」

「ああ、うん。それじゃあ、悪い。急いでいるんで」

　女が礼と怒りもそこそこに小走りで駆かけていく。黒田はそれを黙だまって見送った。

　お互たがい、詮せん索さく不ふ要ようが賢けん明めいだと思ったのだ。

　穴の側に土のかぶった携帯電話を見つけても、見なかったことにした。

「さて、また首藤くんたちを追いますか。なに、遠くには行っていないよ」

　黒田が振ふり向いて、小泉明日香に言う。黒田たちには幸いなことに、首藤祐貴たちも道に沿そって走っていた。その道に続けば追いかけることは容易たやすい。と、小泉明日香に身振りつきで説明する。

「ほんとですか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、さ、行こう」

　既すでに背せ負おう意味を失ったので黒くろ田だがそのまま歩いていこうとする。

　しかし小こ泉いずみ明あ日す香かの目が揺ゆれているのを見て、小首を傾かしげた。

「あの……背負ってくれるのでは？」

　運ばれることの味を占しめたのか、小泉明日香が臆おく面めんもなく、しかし控ひかえめに要求してくる。

　依い頼らい金きんの件けんといい、と黒田が目を泳がせながら苦い顔となった。

「案外、ちゃっかりしているよな」

　結局折れて、黒田がおぶった。背負われる小泉明日香は無表情に、身を委ゆだねていた。

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きたちが消えていった方向に進むと、自動車の走った跡あとを見つけることができた。その脇わきに残る微かすかな足あし跡あとを探さぐり、自動車を追ったやつらがいることを黒田が知る。恐おそらくそれが首藤祐貴たちであろうと目星をつけて、黒田もそれに倣ならった。匂においを嗅かいで追う犬のように前まえ屈かがみとなりながら、或あるいは主人を運ぶラクダのようになりながら、黒田が山を制せい覇はしていく。

　そうして黒田と小泉明日香もまた、山さん頂ちようの陶とう芸げい工こう房ぼうを臨のぞむこととなる。

「ここに来た、みたいだな。山小屋じゃなくて、人家か」

　黒田が見た目から判はん断だんする。小泉明日香は握にぎりこぶしを作り、頰ほお肉にくを嚙かみしめていた。

　ここより先には崖しかない。首藤祐貴が逃にげ込んだのならいよいよ、逃げ場はないのだった。

　黒田は二つの小屋の内、人の声がする左側の方へと足を向ける。

　途と中ちゆうに停車していた軽トラを一いち瞥べつして、懐ふところの拳けん銃じゆうに触ふれながら小屋の入り口に顔を出す。

「すいませーん」

　いつも通り、人当たりの良さを意い識しきする。しかしその処しよ世せい術じゆつの面めんも、すぐに割われる。

　怜れい悧りな視し線せん一つで、易やす々やすと。

　出で迎むかえられて固まった黒田が、中ちゆう途と半はん端ぱに笑ったまま頭を下げる。

「すいません……」

　挨あい拶さつは別の意味に取って代わる。

　腕うでを組んだまま黒田を睨にらみつけて、緑みどり川かわ円えん子じが出迎える。
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「昆こん虫ちゆうがだいすきィー！」

「………………………………………」

　少なくともただ歩くことが退たい屈くつであるのは、太た郎ろうにもよく伝わってきた。

　拾ひろった枝えだを指し揮き棒ぼうのように振ふりながら歌い続ける二に条じようオワリが、一曲終えて振ふり返る。

「あ、騒そう々ぞうしかった？」

「いえ……元気を貰もらえる人だと思いました」

「うるさいって思ったのをよくもそこまで綺き麗れいに言えるよ」

　見み透すかされていた。太郎は苦笑いでごまかすが、二条オワリも満まん更ざらではなさそうだった。

「肺はい活かつ量りようには自信あるんだ」

「でしょうね。それに荒あれた道を歩くのも慣なれているみたいですね」

　山道を途と中ちゆうまで登ってきても息を切らせる様子のない二条オワリを、太郎はそれとなく観察していた。

「アタシの出身も田舎いなかだからね、こっからそこまで遠くないけど」

　どいなか、なかなかーと即そつ興きようで歌っている最中だった。「あだっ」と二条オワリが靴くつの爪つま先さきを押おさえて飛び跳はねる。太郎が足を止めて何事かと窺うかがっていると、二条オワリが地面に落ちていたそれを拾い上げる。それに足を引っかけたらしい。

　二条オワリの拾ったものは、太郎を驚おどろかせるに十分なものだった。

「タローさん、これって拳けん銃じゆう？」

　二条オワリが銃口を太郎に向けながら「いや向けないでください」太郎が血相を変える。

「おっと」と、二条オワリが扱あつかいに困こまりながらも銃口を下に向ける。縦たてに握にぎった拳銃を太郎に差し出してきた。太郎はなぜ自分が持たなければいけないのかと疑ぎ問もんを含ませながらも受け取る。その指先にかかる重さには、覚えがあった。

「みたいですね」

　聞かれたところで太郎も詳くわしいわけではない。しかしその拳銃は、太郎が今け朝さ方がたに依い頼らい人にんへ渡わたしたものと同一の型だった。随ずい分ぶんと縁えんがあると、太郎が手に取ったそれに溜ため息いきを吐ついた。

「弾たまは入っていないみたいですね」

　昨日、奪だつ取しゆしてから弄いじって扱あつかい方は習熟していた。なんだかんだと珍めずらしい機会なので、太郎もつい遊んでしまっていたのである。二条オワリは弾がないと聞いて安あん堵どしたらしく、太郎に近づいて拳銃を覗のぞき込む。
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「誰だれかが落としたのかな？　つーか本物？」

「本物ですね、多分。落としたか、或あるいは捨すてたか」

　弾たまがないということは、既すでに撃うった後かもしれない。不用意に手にしたのは迂う闊かつだったか、と太た郎ろうが後こう悔かいする。もしこの銃じゆうで人の命が奪うばわれているようなら、太郎と二に条じようオワリにもあらぬ疑うたがいがかかりかねない。かといって拭ふき取れば、それはそれで問題が起きそうだった。

「土のかぶり具合から捨ててすぐみたいだし……近くにいるかも」

　話しながら自然、二人の頭が上下左右に動く。林の間をすり抜ぬける影かげも、幽ゆう霊れいも見当たらない。

「他に誰かがいるのは確かだとしても、木曽川……いや、あいつ銃は使わないか」

　知り合いの可か能のう性せいを否ひ定ていする。次に思い浮うかべたのは捜そう索さくするべき人物、岩いわ谷やカナ。

　拳銃を携けい帯たいして誘ゆう拐かいされたというなら、持ち主の一人としてもおかしくはない。

「………………………………………」

　太郎が拳銃の裏うら側がわまで眺める。銃だけがここに残る状じよう況きようを想像して、岩谷カナの安あん否ぴを憂うれう。

　海え老びフライ大王が倒たおれたら、即そく位いするのはカニコロ王子なのか？

　太郎の発想は安直極きわまりなかった。

「歌うとマズイか？　相手は熊くまじゃねーし、呼よび寄よせたら困こまるよな」

　二条オワリが柔じゆう軟なんな顎あご周まわりを押おさえるように手を添そえて躊ちゆう躇ちよする。

　確たしかにこちらの居い場ば所しよを知らせて得になる相手ではない。太郎がその判はん断だんを正解と評ひようする。

　が、しかし。

「まーいーやな。気にせず行こう」

　すぐに吹ふっ切れて歌い出す二に条じようオワリに、太た郎ろうも『まーいーやな』と感化された。

　やはりなんだかんだと芸術畑にいる人間だからか、二条オワリは場の空気を染そめ上げることに長たける。周りの人間が良くも悪くも影えい響きようされるなにかを発する、そんな力強さがあった。

　いつの世も、声の大きいやつが発言権を得る。

　そんな法則じみたものがあった気がすると、太郎が思い出す。

　それに、と太郎が辺りに目を配る。

　山は静かなものだった。

　人里から遠い山はそれこそ自然な形であるといえるが、太郎の感じるそれは不自然に成立しているように思えた。出で涸がらしの道を歩くかのようだ。それこそ、先に訪おとずれた連中がひとしきり暴あばれて、嵐あらしが過すぎ去った後の道を歩いているというか。

　火か事じ場ば泥どろ棒ぼうの心しん境きようになるのは杞き憂ゆうだろうかと、太郎が山の景色に問う。

　そのように、滞とどこおりなく。

　無数の水脈がやがて一つの大きな流れへ合流するように。

　花咲太郎もまた、山頂のその小屋へ到とう達たつしようとしていた。
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　小屋の裏うら側がわが騒そう々ぞうしいことになって、緑みどり川かわにも微かすかな不安が生まれたのは確たしかだった。

　寝ねそべっていた犬が顔を上げて、静かに牙きばを剝むく。窓まどからは大きな蜂はちの慌あわてて飛び去る様子が見えた。蜂の慌てるような事じ態たいが裏で起きたのではないかと、流れの変化に緑川が身を硬かたくする。

「まさか超ちよう巨きよ大だい蜂が、ギヒェー」

　カナの頭の中には人の胴どうほどもある蜂が大たい挙きよする情景が出来上がっているようで、独ひとりで盛もり上がっている。その子供じみた奇き声せいを聞いていると、緑川は逆ぎやくに冷静になるのだった。

　そうした緑川たちと反はん応のうを異いにするのは新しん城じよう雅みやびで、視し線せんは尖とがり、凍る。

　犬が鋭えい利りな歯を見せながら震ふるえて、声を失っているのはむしろ、新城雅に向けたものが大きい。新城雅の目が、動くか伏ふせるかと判はん断だんの材料を探さがして躍やつ起きに動く。

　それと時を重ねて、来らい訪ほうする者がいた。

「すいませーん」

　女子高生を背せ負おって気軽に現あらわれたその男は、緑みどり川かわの個こ展てんを台無しにしたロクデナシだった。

　一目見た瞬しゆん間かん、疑ぎ問もんより先立った緑川が腕うでを組んだまま前へ出る。黒くろ田だもすぐに緑川に気づいて、顔が引きつる。緑川がぐわっと、目と歯を剝むくと黒田が萎い縮しゆくしてしまう。

　思いがけなくも嬉うれしくない再さい会かいと言えた。

「すいません……」

　黒田の最初の反はん応のうから、自分にわざわざ会いに来たわけではないと緑川も理り解かいする。しかし偶ぐう然ぜんに訪おとずれるような場所でもないとも考える。なんでここにと、緑川の中でようやくその疑問の出番が来た。

「おや、黒田くんだ」

　椅い子すに寝ねそべるように腰こしかける新しん城じよう雅みやびが、左ひだり腕うでをゆるゆると振る。

　こちらもまた黒田の想定から大きく外れた顔だった。

「あ、秘ひ書しよ……ちょっと待て、どうなっているんだ」

　背負っている女子高生を降ろしながら、黒田が困こん惑わくする。繫つながりが見通せない。奥おくで粘ねん土ど遊あそびに勤いそしむ女の子の、研けん修しゆう中ちゆうの名札にまで既き視し感かんがあった。

　しかしそちらへの追つい及きゆうは忘わすれて、黒田が緑川に向く。

　なぜなら緑川が一番、黒田を敵てき視ししているからだった。

「あーその……こんにちは」

　黒田が困こまったように曖あい昧まいに微笑ほほえんで、緑川に挨あい拶さつする。緑川は無言だった。

　頰ほおが微かすかに膨ふくれている。

「ここは、あれかな。きみの仕事場？」

　見回しながら、黒田が作業台の端はしにちんまりと腰こしかける。緑川はそれを凝ぎよう視しする。

　寡か黙もくを貫つらぬいてはいるが、表情に黒田への怒いかりが蓄ちく積せきされているのは誰だれの目にも見て取れる。後方で様子を窺うかがうカナは、その顔つきに友人を重ねていた。恐おそろしや、と首が引っ込む。

「土の匂においがするねー、職人の、工こう房ぼう？　そう工房だね」

　黒田も即そつ興きようで話しているせいで、気の利きいたことの一つも言えない。

　見たままのことを取りあえず言っているだけだった。

　本当に、つまらないことしか言えない男だ。

　緑川が優ゆう越えつ感かんと安あん堵どを覚えそうになるが、表情を緩ゆるめないように下した唇くちびるを引き締しめる。

　そしてようやく口火を切る。

　そんなことより先に、言うことがあるだろうと。

「つべこべつべこべと」

「ごめんなさい」

　緑川がすべて言い切る前に黒田が謝しや罪ざいした。そう出られると、緑川も次の言葉が紡つむげない。

　大体、こいつはなんなのだ。

　自身の中で黒くろ田だがどういった人間なのか、立ち位置が定まっていないので目がぶれる。

　ただの馬ば鹿かなのか、危き険けんな人間なのか。

　そういえばこいつ銃じゆうとか持っていたな。

「………………………………………」

　でも知るか。

　緑みどり川かわが態たい度どを崩くずさない。銃はともかく、黒田自身にはさほど危き険けんを感じなかった。

　しかし同時に他人には滅めつ多たに覚えないような、反発めいたものは強まるのだった。

「そうだ。なぁ、ここには他に来ているやついないか？」

　和なごやかな雰ふん囲い気き作りを放ほう棄きした黒田が一転して質しつ問もんに移うつる。

「小屋の裏うらに誰だれか隠かくれているかもしれないとみんなで疑うたがっていたところさ」

　答えたのは新しん城じよう雅みやびだった。黒田がそれを受けて、「ほぅ」と窓に目をやる。

　互たがいに心当たりがあるらしく、腰こし周まわりも軽い。悠ゆう々ゆう、立ち上がる。

「ちょっと見てくるよ」

　黒田はなぜか緑川にそう言い残して、工こう房ぼうを出て行く。

　私に断ことわる必要を感じない。緑川の言い分はこれである。

　更さらに言うならば共にやってきた女子高生は工房に置いたままだった。

　二人とも帰れよ。緑川が歓かん迎げいの意思を一切見せず、苦虫を嚙かむ。

「どんどん増ふえるね☆」

　いつの間にやら椅い子すから離はなれた新城雅が緑川の肩かたを軽けい薄はくに叩く。さりげなく、窓まどとの間に緑川が立つ位置を確かく保ほしている。その新城雅にあっち行けよと仕草を見せるが、緑川が満足するぐらい遠のけるほど工房に余よ裕ゆうがない。犬がいて、人も多い。そもそもなぜ居い座すわっているのかも分からない。みんな出て行けと腕うでを振り回したくなるのを、緑川が理性で堪こらえる。

　頭ず痛つうを催もよおしてきた。

　流石さすがにもうないだろ、もうないだろと念ねんじる最中に工房の入り口に陰かげが差す。

「ちわーっす」

　その快かい活かつな声が、緑川の平へい穏おんにかかる影をより濃こくするのだった。
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「ねーおじさん」

「なんだ小こ娘むすめ」

　隠かくす気もなくなった美み鈴すずの呼よび方に木き曽そ川がわが反はん撃げきを試みる。

　こっちは悪口になってねぇぞと、木曽川が不公平に自じ嘲ちようした。

「おじさんってなにもの？」

「ただのおじさんだよ」

　ケッ、と拗すねる。抱だいている犬が慰なぐさめるようにばうばうと鳴いた。

「あとそんな帽ぼう子しどこで売ってんの？」

「知らん。貰もらいものだ」

　態たい度どはつれないが、その帽子のツバに触ふれる度たび、木曽川の瞳ひとみは優やさしく緩ゆるむのだった。

　憧どう憬けいと、回かい顧こに触れるように。

「しかしこの先は……誘ゆう拐かいされたやつの匂においとかおえねーの？」

　木曽川が犬に期待してみる。しかし犬は『無理無理』と前足を横に振ふるばかりだった。

　そこまでは穏おだやかな話しぶりだった。しかし、それもそこで打ち切る。

「……回り道しすぎたかね」

　木曽川が帽子のツバを折り曲げて、前面の視界を確保する。

　その先に、待ち伏ぶせるように。優やさ男おとこが一人、木々の間から抜ぬけ出す。

　奇くしくも、木曽川とスーツの色がかぶっていた。

「電話があって、飛んで戻もどってきてみれば……勘かんというのも侮あなどれないものだ」

　そうぼやくように、正面から堂々と対たい峙じしてくる新しん城じよう雅まさ貴きに木曽川が口こう端たんを歪ゆがめる。

　頰ほおのせり上がりは笑っているようでその実、怒いかりを含んでいた。

「……不意打ちしてこないとは、舐なめられてんのかな」

「おじさん？」

　僕はまだ二十代だぞ。不服いっぱいの木曽川が、膨ふくれっ面つらで美鈴に指し示じする。

「先に行ってろ。僕はこのおじさんに用があるし、向こうもあるみたいだ」

　腹はらいせに新城もおじさんに巻まき込む。新城もまた、唇くちびるを曲げて子供じみた拗すね顔を見せる。

　本音を言えば、木曽川からは特に会いたくもない相手だった。

　しかしそうした都合を許きよ容ようする相手ではないと承しよう知ちもしている。

「えー」

「いいから、ほれ」

　木き曽そ川がわが美み鈴すずの肩かたを押おす。ついでに犬の頭も撫なでる。美鈴は不満げながらも犬を抱だいて、とっとこと走っていった。新しん城じようもその愛らしい取り合わせを見送り、それから木曽川に向く。

　最初に口にしたのは、礼だった。

「昨日は良い場所を教えてくれてありがとう」

「あぁ、そんなこともあったな」

　木曽川が駅でのやり取りを思い出す。あのときは、相手が誰だれか分かっていなかった。

　しかし今はお互たがいが、名乗りあわなくとも理り解かいしている。

「礼は言った。これできみへの遠えん慮りよもない」

　元からそんなものねぇだろ。うそぶく新城に木曽川がナイフを引き抜ぬいて応こたえる。

「こんなところで会うということは、妹の命をしつこく狙ねらいに来たか」

「……あ？　妹いるの、ここに？　そりゃあ、丁度いいや」

　木曽川としては思わぬ情報で、ついでに仕事を果たせるならと心を躍おどらせる。

　新城は空手で木曽川との距きよ離りを詰つめていく。銃じゆうの類たぐいさえ隠かくし持っている様子がない。木曽川は目線を左右の手に固定しながら、新城を迎むかえ撃うつべく退しりぞかない。木曽川のナイフと、新城の腕うでが同時に伸のびる。木曽川のナイフは新城の喉のどに、そして新城の腕は木曽川の右肩へ走る。

　ナイフと異ことなり、新城の伸ばすのは指に過すぎない。

　触ふれられたところで、人体を貫かん通つうするはずもない。

　しかし木曽川は、目の前が一いつ瞬しゆん暗転するかの如ごとき恐きよう怖ふに苛さいなまれる。

　訪おとずれた恐怖に従したがい、人体の限げん界かいまで身を捻よじり、しゃがむように新城の腕を避さける。それに加えてナイフを突つき出していたが、新城もまた身を捩って刃やいばの先せん端たんを避けきる。人形を横着にねじ曲げるように、奇き妙みような人体の織おり成すオブジェクトが弾はじけて、距きよ離りを取る。

　木曽川は依い然ぜんナイフを正面に構かまえながらも、右肩を強く意い識しきする。

　あのまま肩を摑つかまれていたら、そのまま抵てい抗こうなく折おられるか、もぎ取られるか。

　その想像が恐怖を超こえて現げん実じつとなるように、肩を痛いためつける。

　そうした直線的な破は壊かいと裏うら腹はらに、新城の動きは飄ひよう々ひようとしたものだった。今のやり取りも、布きれにナイフを突つき刺さそうとするような、歯は抜ぬけの感かん触しよくしか残っていない。

　木曽川は冷や汗あせにまみれながら今いま頃ごろ、新城雅まさ貴きという男についてを思い出す。

　噂うわさ話ばなしの類たぐいに過すぎないが、曰いわく新城は人体を粘ねん土どのように扱あつかえる男と聞く。

　闊かつ達たつ自じ在ざいに人間の身体からだを折り曲げられる。人の折り畳たたみ方を習熟した存そん在ざいだった。

　一方の新城も、掠かすめたナイフの軌き道どうには警けい戒かいを発していた。一歩分深く踏ふみ込こんでいれば、脇わき腹ばらが引き裂さかれるところだった。回かい避ひしながらも狙ねらいに狂くるいがないことに新城が感心する。

　どちらも相手を殺さつ傷しようするために最さい善ぜんを尽つくしていた。

　だから次の接せつ触しよくでどちらかが死ぬ、と木曽川が予感する。

　唇くちびるの端はしを釣つり上げながら覚かく悟ごを決める。

　死にたくない、絶ぜつ対たい生きたい。だから殺してみせると、覚悟する。

　新しん城じようの繊せん細さいな顔からも、同様の気き構がまえが窺うかがえる。

「……勝負だ」

　木き曽そ川がわがなにかをなぞるように短く呟つぶやく。

　そして帽ぼう子しの向きを直し、新城を見み据すえて。

　二人が呼こ吸きゆうを止めたまま、その距きよ離りを詰つめようと。

　した。

「おいおい君たち、このへんで暴あばれるのは危あぶないぞ」

「へ？」

　木曽川が前につんのめりながら、思わず反はん応のうしてしまう。

　声はあまりにも予想外に、木曽川の足の下から聞こえたのだった。

　新城も前まえ屈かがみのまま留とどまる。と、地面が盛もり上がった。まずスコップの先せん端たんが顔を覗のぞかせる。左右に土を払はらった後、次に出てきたのはインディゴブルーのターバンだった。

　にょきりと、つくしのように老人が顔を覗かせる。

「足を滑すべらせて落っこちかねない」

　注意の続きを口にしながら、岩いわ谷や老人が地上へと這はい出てきた。スコップを杖つえの代わりとしながら起き上がり、土を払はらうのを木曽川が半笑いに受け止める。

「爺じいさん、地底人か。この山、ちょっと地底人多すぎない？」

「そもそも山の時点で地底と言えるのだろうか」

　木曽川と新城、双そう方ほうがつい腕うでを下ろすほどに岩谷老人の登場に圧あつ倒とうされる。老人は土を払い落とす仕草を取っても洗せん練れんされていて、土団子だった肩かたや頭を容易たやすく掃そう除じする。

「声が聞こえたので注意のために上がってみたが、思いの外、上の方まで来ていたようだな」

　そう言った後、「こっちっぽいぞ」と岩谷老人が更さらに上を目指して歩き出そうとする。

「お待ちをご老体。まさか、この先の家へ向かうつもりですか」

　新城が警けい戒かいするように問うと、岩谷老人が頰ほおをほころばせる。

　相手の硬こう化かした態たい度どなどなんのそのであった。

「おぉ、この先にあるのかね？　それは良いことを聞いた、さっきから探さがしていてね」

「……え」

　新城が、自身の先走りに閉へい口こうする。

「孫まごを預あずかって貰もらっているのだが、場所を聞くのをすっかり忘れていたのだよ。迎むかえに行くときに困こまらないよう、場所を確かく認にんしておきたかったんだ。さぁ行こうではないか」

　岩谷老人が明めい朗ろうに二人を促うながす。人に壁かべを一切作らないその姿し勢せいに、新城は吞のまれそうになっていた。木曽川の方は既すでにナイフをしまって、帽ぼう子しのツバを弄いじっている。

「終わり？」

　美み鈴すずが木の陰かげからひょっこりと顔を出す。気づいていなかった木き曽そ川がわが、言いつけを守らなかった子供に顔をしかめる。

「いたのかよ」

「ふふふ」

　先さき程ほどの木曽川を真ま似ねするように美鈴が不ふ敵てきに笑う。ついでに犬も足もとに姿すがたを見せた。

　岩いわ谷や老人がその小さな娘むすめに「こんにちは」と挨あい拶さつする。そして「こんにちはっ」と美鈴が元気よく挨拶を返した。そのやり取りを眺ながめている内に、木曽川と新しん城じようの殺意が萎しぼんでいく。

　場の空気にそぐわない健全さに、二人の毒が浄化されていくようだった。

「なぁ、取りあえずその小屋に行っていいか？　あんたの妹さんには手を出さないよ、二重の意味で」

　木曽川が冗じよう談だんを交えて休戦を提てい案あんする。その疲ひ弊へいして掠かすれた声に、新城は信用を見た。

「なんかどっと疲つかれた」

「私もだ。山を下って登って、忙せわしない」

　靴くつに羽でも生えているように軽けい快かいな岩谷老人と美鈴の後ろに、二人の大人が色いろ濃こい疲労を漂ただよわせて続く。丸い犬は最初こそ美鈴の横に並ならんでいたが段だん々だんと早歩きが辛つらくなったらしく、木曽川の隣となりにまで後こう退たいする。木曽川はその様子に苦笑しながらも腕うでを伸のばし、犬を抱だき上げた。

　犬は収おそまるべき位置に戻もどったように、前足を木曽川の腕に載のせて一息つく。

　新城はそれを横目で見て、今なら殺せると判はん断だんした。

　しかし犬がそれを牽けん制せいするように見つめてくるので結局、実行には移うつさなかった。

「お嬢じようさんはハイキングかな？」

　岩谷老人が美鈴に話しかける。美鈴はリュックの帯を摑つかんだまま、「そんな感じー」とうそぶいた。「ほぅ」と老人は人の良さそうな笑顔で頷うなずく。

「ここは名所として紹しよう介かいされているのかね、さっきもそのような連中に会ったが」

「しらなーい」

　さぁてどれのことだろうと、木曽川と新城の目が半笑いのまま左右に動く。

「おじーちゃんはなにしてんの？　面白い格かつ好こうしてるけど」

　美鈴が揺ゆれるターバンの端はしを目で追いながら質しつ問もんする。

　岩谷老人は変と評ひようされなかったことで上じよう機き嫌げんになったのか、スコップを意い気き揚よう々ようと掲かかげる。

「簡かん単たんに言うと宝たから探さがしだよ」

　その嚙かみ砕くだいた物言いに対して、木曽川と新城が同時に顔を上げる。

「宝物？」

「うむ」

「とくがわまいぞーきん？」

「それも浪ろ漫まんだなぁ」

　岩いわ谷や老人がしみじみ感かん銘めいを受ける。「が、違ちがう」とこの山については否ひ定ていした。

「緑みどり川かわ円まる男おという男がいてね。その男の隠かくした財ざい産さんがこの山に眠ねむっているそうだ」

「へー」

「……名前まで聞いたことはなかったな」

　木き曽そ川がわが独ひとり言を漏もらす。新しん城じようは無言で、そこでようやく反はん応のうに分かれ目が見える。

「共に宝を探した同志も志こころざし半なかばで倒たおれて、残るは私一人となってしまった」

「こころざし、なかば？」

　美み鈴すずには難むずかしい言葉だった。岩谷老人は別の解かい釈しやくをしたらしく、その無念を語る。

「賊ぞくに壺つぼで頭をかち割わられて死んだそうだ」

「あ、うちもそうだよ」

　美鈴が世間話に同調するように、同じ事例を口にする。

「わたしのお父さんも壺で頭がつーんってなったんだってー」

　美鈴の発言にそれを惜おしむ様子や、陰かげりは一切見られない。

　テレビの向こうの出来事のように軽々しかった。

「ほー。珍めずらしい死に方かぶりだな」

「サスペンスー」

　はっはっはと老人と少女の笑い声が重なる。

「いやそれって……冗じよう談だんなのか、天然なのかわかんねぇ」

　その奇き妙みように朗ほがらかな空気の後ろで、木曽川が二人の反はん応のうに難なん色しよくを示しめす。

　口を噤つぐむ新城の顔には、人知れず険けわしいものが宿っていた。

「知り合いが譲ゆずってくれた宝の地図によると、この山のあたりを指すのだよ」

　その紙きれが風に揺ゆれるのを見た新城が、「あ」と短く反応する。

「山に、バッテン。バッテン大きくない？」

　山の周辺まで埋うめ尽くす、線もミミズ状でいい加か減げんな×印だった。

「うむ、そのせいで苦労した。しかし今回は着実に財宝に近づいている雰ふん囲い気きもなくもない」

「見つけたらおじーちゃんお金持ち？」

　今にも、お菓か子し買ってとでも言い出しそうな美鈴だった。

「いやぁ、財ざい宝ほうの額がくや量はどうでもいいのだよ。財宝を発見するということ自体に価か値ちがある、それを求めて私はいい歳としこいてトレジャーハンターなのさ」

「あ、分かる分かる」

　後ろで聞いていた木曽川が同意する。新城は無言で、美鈴の後ろ姿すがたを見つめていた。

　そのまま奇妙な四人と一匹が山さん頂ちようまでの短い道を進む。

　途と中ちゆうからお互たがいの投げやりがシンクロして、木曽川たちは肩かたまで組んで工房に帰き還かんする。

「ちわーっす」

　自分を狙ねらった男と守しゆ護ごする兄が肩かたを並ならべての登場に、流石さすがの新しん城じよう雅みやびも啞あ然ぜんとするのだった。
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　知らない人と知っている人がどんどんと追加されても、カナは粘ねん土どを弄いじり続けていた。正にこねこねカナちゃんの名前通りである。親しん戚せきの集う家に独ひとりでいるような心細さを味わいながらも細部を整えて、それが完成を迎むかえる。

「どうっすかせんせー」

　入り口を向いたまま肩を怒いからせている緑みどり川かわに、カナが作品の出で来き映ばえを問う。

　緑川は呼よばれるのを嫌きらいながらも慣なれているせいか、先生という単語に応おうじて振ふり向いてしまう。そしてカナが品ひん評ぴようを求めてきたそれを見て、目を細める。

　カナが作っていたのは茶ちや碗わんでもなければ、皿でもない。

「玩具おもちやの銃じゆう？」

　その発言に、小屋内の人間が無言ながらも反はん応のうしていた。小こ泉いずみ明あ日す香か、そして新城雅もカナ作のそれに目をやっていた。しかしカナの作った銃は拳銃というより、ＳＦの光線銃に近い。

　パラボラアンテナを先せん端たんにくっつけたような、曲線の多い仕上がりだった。

　これを熱心にこねて作っていたのかと、緑みどり川かわがカナを見下ろす。

　こぢんまりとした、パジャマ姿すがたの少女。

　二十四歳さい？　と先さき程ほどの自じ己こ申しん告こくを改めて疑うたがってしまう緑川だった。

　本人への評ひよう価かはさておき、銃じゆうの作りを検けん分ぶんする。

　カナのそれはあくまで粘ねん土ど遊びだった。しかし、造ぞう詣けいが案外しっかりしていることは緑川の目からでも評価できた。適てき当とうに流すこともなく、緑川が真剣に鑑かん賞しようする。

「ふぅん……」

　頭の中にイメージしたものを、崩くずすことなく再さい現げんできている。

　立体を意い識しきする感覚が備そなわっていることに、緑川が物静かに羨うらやんでいた。

　カナは膝ひざの上に手を置いて、「どきどき」しながら大人しく待っていた。

　その無む邪じや気きな期待に、緑川はまるで犬を相手にするときのように戸と惑まどう。

　犬や子供は、大人になった自分の想像の外を歩いてくる。

「うん……けっこう、いいと思う」

　緑川が言葉を選ぶようにゆっくりと言う。カナが握にぎりこぶしを膝ひざから顔の前へ持ち上げる。

「マジッスか」

「私が最初に作ったやつよりはマシ」

　いざ口にしてみると思いの外、悔くやしさがあった。

　だからそれ以上は褒ほめることなく、緑川が渋しぶい顔で光こう線せん銃じゆうをカナに返す。カナは「ジャキン」と調子に乗って光線銃を構かまえる。

「人に褒ほめられるなんて何年ぶりだろう」

　酔よいしれるように、カナが満面の笑みを浮うかべて何度も頷うなずく。

　うん、うん、うん。ぐんぐんと、活力が満ちる。

「うんっ」

　カナが晴れやかな表情となり、幼おさなくも白い歯を見せつける。

　そうして光線銃を握にぎりしめた矢先に訪おとずれるのは、第三の来らい訪ほうとなるグループ。

「ちわーっす」

　魔ま女じよ帽ぼう子しをかぶった男、木き曽そ川がわ。なぜか肩かたを組んで現あらわれる新しん城じよう雅まさ貴きに小学生、時とき本もと美み鈴すず。

　今度もカナにとっては、知っている顔と知らない顔が半々だった。

　丸い犬はカナを見るやいなや、木曽川の手から降おりて駆かけ寄よっていく。カナもすぐにその球状のフォルムに気づいて屈かがんだ。「無事だったか」とカナが丸い犬の腹はらを撫なでる。犬の方もカナの無事を祝うように、前足でぺたぺたとカナの腕うでを叩たたいた。そのついでに丸い犬は細い犬を一いち瞥べつして、『やぁ』とばかりに前足を上げる。細い犬は顔を小こ刻きざみに動かすことでそれに応こたえた。

　その再さい会かいの様子を見て、木曽川が少女の素性を悟さとる。肩組を解いて、木曽川がカナに近寄る。

　まじまじと顔を眺ながめられて、カナが青い影かげに萎い縮しゆくしてしまった。

「んー……大王って雰ふん囲い気きじゃねーよな」

「はぇ？」

「こいつに頼たのまれて、あんたを助けに来たんだ」

　木き曽そ川がわが丸い犬を指す。通つう常じようならバカげた話だが、カナは「それはそれは」と畏かしこまる。

「ほんとに助けを呼よんでくれたんだね」

　ういやつ、とカナが丸い犬を抱だきしめる。丸い犬は尻尾しつぽを振ふってカナの抱ほう擁ようを受け入れる。

　しかしその直後、カナにくっついていた土が鼻にかかったらしくむず痒がゆそうにしていた。

「無む駄だ足あしだったみたいだけどな。あの話じゃあ、助けたのはきみの爺じいさん……」

　木曽川がそこで気づいて、振ふり向く。しかし小屋の中に岩いわ谷や老人の姿すがたはない。

「あれ？　そういやぁ、爺さんはどうした」

「お爺さんなら小屋の前で頷うなずいた後に引き返していったよ」

　新しん城じよう雅まさ貴きが木曽川の疑ぎ問もんに答える。「ども」と木曽川が流石さすがにぎこちなく頷うなずいた。

「あ、じーちゃん来てたんだ」

　カナが呟つぶやいて小屋の外を確たしかめようと首を伸のばしている間に、木曽川が別の問題に向き合う。

「……で、奥おくの美人さんはあんまり僕を睨にらまないでくれるかね」

　木曽川がいつでも飛びかかることのできるように膝ひざに力を込めながら、表面上は友好的に振る舞まう。新しん城じよう雅みやびも笑ってはいた。これみよがしに、斬きられた右みぎ腕うでを見せつけながら。

「きみが兄さんと仲良しこよしにやってくるとは思わなかったな。どういう訳わけだい？」

　後半は兄の新城雅貴に向いた質しつ問もんだった。新城は『ちょっと待て』と手の仕草で答える。

　妹の相手の前に、新城は緑みどり川かわ円えん子じへと深々、頭を下げた。

「先生、ただいま戻もどりました」

「……ん」

　緑川の芳かんばしくない反はん応のうと不ふ機き嫌げんの原げん因いんは探さぐるまでもない。新城が周りを眺ながめて苦笑する。

「随ずい分ぶんと、賑にぎやかなことになっていますね」

　それが取りなしにはならず、むしろ緑川は鬱うつ陶とうしそうに頭の上を手で払はらう。

　緑川にとっては人間関係など蜘く蛛もの巣と大差なかった。

「これで終わりだよもう絶ぜつ対たいに増ふえない増えてたまるか立つ場所もない」

「たーすーけーてー、おじさーん！」

　緑川の悲鳴に近い願望を知ってか知らずか、空気の読めない叫さけびが外からかっ飛んでくる。

　元気いっぱいに助けを求める少女の声に小屋内の人間が様々な反応を見せる中、カナの目がきょろきょろ動く。

　カナの視し界かいの端はしで、緑川がうんざりとしたように目を瞑つむっていた。
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「ヤバイ、黒くろ田だが来る」

　男が事じ態たいの変化に気づくと、すぐさま腰こしを浮うかして祐ゆう貴きの腕うでを摑つかむ。

「お前のせいだぞ」

　文もん句くを言いながらも、放心している祐貴を逃にがすように誘ゆう導どうする。

　小走りしながら男が嘆なげいた。

「おいおいおい、なんだあの顔ぶれは」

　祐貴たちが静観している間に、彼らにとっての事じ態たいが悪化し続けていた。特に首しゆ藤とう祐貴が驚きよう愕がくしていたのは、小屋の中でも幼おさない側に属ぞくする幽ゆう鬼きの顔色。

「こいずみ、あすか」

　祐貴は、自分とその少女との縁えんが途と切ぎれていないことをここに至いたって確かく信しんする。

　ただそれは今の祐貴にとって、悪あく夢むをもたらすものでしかない。

「こりゃあよろしくない。よろしくないぜ」

　男が隣となりの小屋の裏うら手てへ祐貴を投げるように隠かくす。短い時間で移い動どうできるのはそこまでが精せい々ぜいだった。この後にどうするかまでは男もすぐに頭が回らない。

　とにかく黒田の相手は自分がするしかないと思った。

「お前は隠れていろ」と祐貴に指し示じして、男も中ちゆう途と半はん端ぱに身を隠す。正せい確かくには隠れようとする素そ振ぶりを見せるだけで、やってきた黒田にすぐ見つかるように振ふる舞まう。

　男はさも、隠れるのを諦あきらめたように黒田の前へと出てきた。

　本来は敵てき対たいする関係でもない故ゆえ、いつも通りを互たがいに装よそおう。

「よぅ、黒田……」

「おう」

　黒田が気さくに手をあげる。その平然とした黒田を見み据すえて、男が悟さとる。

「なんとなーく、分かった」

「ん？」

「誰だれかがくっついてきている気がしたけど、ありゃあお前だな」

　身を隠す祐貴には声のやり取りしか届とどかない。しかし小こ泉いずみ明あ日す香かを背せ負おってやってきた男が追っていたというなら、それはつまり小泉明日香が祐貴を見つめていたということになる。

　祐貴はその事実だけで罪ざい悪あく感かんと恐きよう怖ふに駆かられる。

　よく途と中ちゆうで殺されなかったものだと喉のどを手で覆おおった。

「俺なんて尾び行こうして、こんなところまで来て。なんのつもりだよ」

「仕事のつもりだよ。お前の連れていた首しゆ藤とう祐ゆう貴きに用があるんだ」

　自分の名前が出てきたことでますます、祐貴が追い詰つめられる。

　物もの陰かげに屈かがんだまま壁かべに寄より添そい、胸むねを握にぎりしめるように押おさえつける他なかった。

　そうして身を硬くしなければ、内側から自分が弾はじけてしまいそうな気さえした。

　一方、黒くろ田だの目的を聞かされた男は「あぁそういう」とあっさり納なつ得とくする。目もく撃げきされた以上、祐貴の存そん在ざいを否ひ定ていするつもりはないようだった。煤すすけた帽ぼう子しを払はらうように撫なでる。

「お前こそ、こんなところに殺さつ人じん犯はん連れてなんの用だ。誰だれを殺すつもりだ？」

「俺は別にー、上司と仕事の話をしに来ただけだが」

　男がうそぶくのを当然、黒田は信用しない。半ば無視するように提てい案あんする。

「首藤祐貴はともかく、お前が逃げるっていうならほっとくぞ」

「そりゃあいい」と男が快かい活かつに返事するのを、祐貴は目を見開きながら聞く。

　いくら態たい度どが悪いといっても現げん状じようで唯ゆい一いつの味方ともいえる男なのだ。

　失えば、祐貴の拠より所は本当に一切、手の届とどく範はん囲いから取り除のぞかれる。

「けどまぁ」と男の声が続いたことで、祐貴の首の皮が一枚、繫つながるようだった。

「逃げたところでどうにもならないからな。ここは一いつ旦たん降こう参さんしておく」

　男がお手上げの姿し勢せいを取る。しかし、事態の解かい決けつを諦あきらめるつもりはなかった。

　距きよ離りが詰つまればまだごく僅わずかでも可か能のう性せいはある。

　離はなれたら、零ぜろになる。

　前向きとも言いがたいが、男はまだ生への執しゆう着ちやくまで捨すててはいない。

「降参もなにも、投降しろとは言っていないけどな……」

　黒田が首を伸のばし、隠かくれている首藤を呼よぶ。

「一いつ緒しよに来てもらおうか、首藤君。その後は、俺の依い頼らい人にんに決めてもらう」

　身を硬くしていた祐貴はあくまで自分からは出ていかないつもりだったが、その依頼人という表ひよう現げんが気にかかって顔を上げる。上を向くと、大きめの蜂はちが二に匹ひきほど踊おどっていた。

　背はい景けいの曇くもり空を嫌きらうように、好戦的とも取れる速度で飛び回る。

　その蜂に怯おびえることに、祐貴は心の隅すみで安あん堵どしていた。

　ああ俺はまだ、普ふ通つうなところが残っているのだと。

「あ、やっぱりそーだ」

　その普通であるところの祐貴なので、このように追い詰つめられた状じよう況きようで唐とう突とつに話しかけられればそれはもう驚きよう愕がくする。しかも黒田たちの声がする方とは真ま逆ぎやくと来て、不意打ちの二乗だった。祐貴は再び後頭部を打ちつけながら、心しん臓ぞうと共に目玉を跳はねさせる。

　いつの間にか小学生、時とき本もと美み鈴すずが祐貴の隣となりで屈かがんでいた。

「おにいさん、駅で鉄てつ砲ぽう撃うった人でしょ」

　物もの珍めずらしいものでも観かん賞しようするように、にこーっと。美み鈴すずが屈くつ託たくなく笑いかける。

　祐ゆう貴きの目の上を、極上の笑顔が滑すべっていく。

　頭が輪に締しめ付けられるように、急きゆう激げきに痛み出していた。

　なんだこの子供。祐貴がまずそう思う。

　どうしたらいいんだ。祐貴がすぐにそう考える。

　無む邪じや気きに振ふる舞まっているが、立りつ派ぱな目もく撃げき者しやだ。それは事件の現げん場ばだけの話ではなく、今こうして逃とう亡ぼう中ちゆうの祐貴を発見したという点でも見み逃のがすことのできない事じ態たいだった。

　どうする、どうすると祐貴が思考に汗あせを浮うかべ、判はん断だん力りよくを混こん濁だくさせていく。放っておいていいはずがない、ではどうするのか。祐貴の身体からだが震ふるえて、どちらが恐おそろしい生き物なのか分からなくなる。震えた身体の奥おくで、金きん属ぞくの冷たさが祐貴に訴うつたえかけるようだった。

「鼻ぺちゃんこだね」

　美鈴が楽しそうに指摘して、自分の低い鼻を摘つまむ。

　祐貴はその気楽な振る舞いに腹はらを立てる前に、不思議になる。

　この子は自分が怖こわくないのか？

　人殺しをなぜ、恐れない？

　かわいげに見えるその顔が祐貴の目には段だん々だん、歪ゆがんでいく。

「おいさっさと出てこいって」

　今度は背はい後ごからの声がかかった。祐貴が振ふり向くと、ポケットに手を突つっ込こんだ無ぶ精しよう髭ひげの男が祐貴たちを覗のぞき込んでいる。声から、それが自分を呼よんだ黒くろ田だだと理り解かいした。

　待ちきれなくなった黒田から、祐貴の方へと歩み寄よってきたのだった。

　そこで黒田という名前と、その顔が祐貴の中でようやく結びつく。

　二日前に、祐貴の顔面を心ゆくまでたたきのめした男だった。

　殺し屋だったんだと今いま更さらにその暴ぼう力りよく性せいに合が点てんがいく。

「それと、そっちの子は」

　黒田が確かく認にんを取ろうとした直後、祐貴は頭の神しん経けいが切れる音を聞いた。

　視し界かいの端はしが白む。ろくに見えないまま、身体が突つき動かされていた。

「あん？」

「あら？」

　進しん退たい窮きわまった祐貴の取った手しゆ段だんは、脅きよう迫はく。抜き出した拳けん銃じゆうを美鈴の頭に突きつけて、盾たてとするように黒田との間に置く。美鈴と黒田が同時に目を丸くした。

　祐貴は少女の側頭部に銃を添そえながら、震ふるえていた。

「おいおい随ずい分ぶんと凶きよう悪あく犯はんに振る舞ってくれるじゃねーか」

　状じよう況きようを捉とらえた黒田は他人の火事場を野や次じ馬うまするように楽しげだった。

「男子三日会わざればなんとやら。顔も随ずい分ぶん男前になっているしさぁ」

　あんたが殴なぐったのが始まりだろ。祐ゆう貴きはそう叫さけびたかった。

　美み鈴すずは身動きしないまま、目を左右にきょろきょろとさせる。動じている様子はない。

「ところで、つかぬことを伺うかがうがそのお嬢じようさんはどちら様？」

　やっぱりか、と祐貴が予期していたとはいえ顔を引きつらせる。黒くろ田だの知人であったらという極ごく薄うすい期待は氷のように踏ふみ砕くだかれて、残るのは統とう一いつされない意思の水みず溜たまり。

　なんの意味もない人ひと質じちを抱かかえて、祐貴が身動きを取れなくなる。

「あ、こっちも鉄てつ砲ぽう撃うったおじさんだ」

　美鈴が黒田の顔を思い出す。言われて黒田も昨日の個こ展てんでの顔ぶれを思い出したらしく、「あんときの」と苦々しい表情を見せる。祐貴はその二人の態たい度どを見て、決して友好的なものがないことを知り、ますます人質としての価か値ちが希き薄はくとなったことを嘆なげく。

　紙きれを胸むねに抱だいて身を守っているような頼たよりなさだった。

　祐貴と行動を共にしてきた男も騒さわぎが気になってか覗のぞきにやってくる。そして祐貴の行動を見た途と端たん、『なにやってんだこいつ？』とばかりに眉まゆを盛せい大だいにひそめた。

　もはや祐貴本人にもそれは分からない。悪あがきにすらなっているかも微び妙みようだった。

　しかし黒田は人質を無む視しして攻せめ入ってくることもないので、僅わずかな望みでも縋すがって捨すてるわけにはいかないのだった。

「一つ、聞かせてくれ」

「うん？」

「依い頼らい人にん、って」

　祐貴が舌したと目を震ふるわせながら、その現げん実じつに突つき当たろうとする。

　ぶつかって砕くだける覚かく悟ごも、正面から向き合う気力も萎なえたままに。

「きみが一番分かっているだろ」

　黒田が具体的な名前こそ出さないものの、顎あごの動きで小屋の方を指す。

　黒田の言うとおりに分かっていたこととはいえ、実じつ際さいに知らされて祐貴の目の前が真っ暗に陥おちいりそうになる。祐貴の目に自然、涙なみだが浮うかんで流れるのを止められない。

　萎しおれて、花か弁べんの腐くさった花のようにくったりと首が傾かたむく。

　脅おどされている美鈴の方がよほど元気だった。

「たーすーけーてー、おじさーん！」

　美鈴が小屋の方へ、大声で助けを求める。声は上り調ちよう子しに盛もり上がっていた。

「どのおじさんだよ」

　黒田が下した唇くちびるを裏うら返がすようにすぼめて、怪け訝げんそうにする。

　木き曽そ川がわが来ていることを黒田は知らない。ついでに自分はおじさん外としている。

「おじさん、おじさーん！」

　美鈴が電話のベルのように声を跳はねさせる。

　その幼おさなさに彩いろどられたさえずりに共鳴した祐ゆう貴きの頭ず痛つうが、吐はき気を呼よび起こす。

　積つみ重なっていく体たい調ちよう不ふ良りようが、祐貴の人生の壁かべを築きずき上げる。

　いよいよもって、突つき当たりに辿たどり着く。

　自みずからの数すう奇きな三日間の決着が迫せまるのを、感じずにはいられなかった。
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　たとえば道路の真ん中で右う往おう左さ往おうしている犬がいた場合、黒くろ田だは助けようとする。

　しかし今にも轢ひかれそうになっているとき、身を挺ていして庇かばうほどではない。

　それぐらいの良りよう識しきを持ち合わせた人間ではあった。

　では今回はどうしたものかと、黒田が困こまる。

　逃とう亡ぼう中ちゆうの凶きよう悪あく犯はんが少女を人ひと質じちにしている。状じよう況きようだけ追えば緊きん迫ぱくした字じ面づらが並ぶものの、黒田としては人質の無事の確かく保ほに気乗りしない。捕つかまっている少女に危機感がないせいもあるし、拳けん銃じゆうを突つきつける少年の傷きずと表情が痛々しいことも理由の一つだった。首しゆ藤とう祐ゆう貴きの方がよほど悲ひ壮そう感かんに溢あふれているため、積極的に救うならむしろそちらでは、と黒田が思ってしまう。

　それから美鈴の呼びかけに応こたえてか、のろのろと寝ね起おきのように億おつ劫くうな顔を引っさげて、木き曽そ川がわが表に出てきた。

「いたのか」と黒田が遅おくれて木曽川に気づいた。「いたよ」と木曽川が短く返す。

「これはなになになーによー」

　隣となりに並ならんだ木き曽そ川がわに黒くろ田だが話しかける。

「呼よばれてますよおじさん」

「助ける気どんどんなくなってるよおじさん」

「おじさん早く助けて」

　美み鈴すずが手を伸のばして催さい促そくしてくる。おじさんが積み重なる度たび、「なーんかなー」と木曽川がふて腐くされる。首しゆ藤とう祐ゆう貴きは魔ま女じよ帽ぼうの男まで登場してきたことで一いつ層そう、身の置き場を失う。

　その木曽川が、首藤祐貴を帽子の奥おくから見み据すえた。

「ていうかなにやってんのお前」

　木曽川がそうして呆あきれるのを見て、そういえば会ったことあるんだったと黒田が思い出す。

「これがお前のやりたいことなのか？　ならもっと楽しそうにしろよ、追い詰つめられて進しん退たい窮きわまって女の子を苛いじめるなんて、こりゃまた素す敵てきな夢ゆめだなぁ、分かりやすいっちゃあやすい」

「おじさーん、はやくー」

「お前が楽しそうにしてどーする」

　木曽川が苦笑する。首藤祐貴は木曽川の問いかけに対し、目を震ふるわせる。

　汗あせが鼻と頰ほおの間の縁ふちに溜たまり、顔が照てっている。その中で怪け我がや体調不良を訴うつたえる肌はだの変色は、毒どく沼ぬまのように自じ己こ主しゆ張ちようが強い。凶きよう悪あく犯はんというより、病人だった。

「なんだなんだ」と遅おくれてちょろちょろとカナ、そして新しん城じよう雅みやびと雅まさ貴きの兄妹きようだいも様子を窺うかがいにやってくる。緊きん張ちよう感かんと無縁の連中が随ずい時じ追加されていく。カナにいたっては粘ねん土どの光こう線せん銃じゆうを握にぎったままで、中学生どころか幼よう稚ち園えん児じの佇たたずまいだった。

「おぉお、大事件だ大事件だ！」

　カナがキョロキョロしながら騒さわぎ立てる。しかし、周りの連中が騒いでいないので次し第だいに萎なえて、「あれ？　大事件じゃない？」と首を傾かしげるようになってしまう。

　そうした野や次じ馬うまが追加されたことで、ますます、空気が混こん迷めいする。

　しかし各おの々おのがそれぞれの目的を見失いそうになる混こん線せんした状じよう況きようの中で、「ぎひ」と顔面がヘチマのように長細く潰つぶれる男もいた。

　拳銃売りの男が、微笑ほほえんで距きよ離りを詰つめる新城雅に青ざめる。

　冬場の太陽のように、血の気が早急に引いていく。

「おやおや、きみまで山登りとはね」

　新城雅がどこか白しら々じらしく驚おどろく。男は「へへぇ」とへつらい笑いを浮うかべるが、

「間ま違ちがえて売った銃は回収できたのかい？」

「げひぃ！」

　すぐにその笑みも捨てて悶もだえるように身をくねらせる。胴どう体たいまでヘチマになりそうだった。

「きみの助けになるだろうと他の人間にも回かい収しゆうを命じたけれど、連れん絡らくがつかなくなったよ」

　死んだかな、と小さくぼやく。側で聞いていた木曽川はそのやり取りを一いち瞥べつするも、口を挟むようなことはしなかった。拳けん銃じゆう売うりの男は「あは、ひへ」と唇くちびるが歪ゆがんで嚙かみ合わない。

「ど、どこでそれをお知りに」

「知り合いが親切に教えてくれたよ。解かい決けつに手を尽つくすのはいいが、情報をばらまくということはそれだけ、知られたくない人間にも伝わる可か能のう性せいが高まるということだよ」

　そう笑う新しん城じよう雅みやびが右みぎ腕うでの傷きずを包帯の上からさするのを見るやいなや、男は恥はじや人目など厭いとわずに膝ひざを突つき、頭を地面に擦こすりつける。突とつ然ぜんの土ど下げ座ざに周りの注目も否いや応おうなしに高まる。

　新城雅が足もとの小石を蹴けりながら、目もとの皺しわで不ふ快かいを露あらわにした。

「人目につくところではこんなことしないでと、前にお願いしたはずだけどねぇ」

　新城雅が見下ろしながら溜ため息いきを吐つく。男は首を縮ちぢめながらも頭を上げようとしない。

「雅」

　新城雅まさ貴きが妹を短く呼よぶ。「分かっているよ」と新城雅もまた、端たん的てきに返事する。

「そうだね、素す直なおに謝あやまったからその件けんは許ゆるそう」

「へ？」

「あぁなにかいいことあったのかって？　別にないし機き嫌げんも良くない、怪け我がが痛いたむからね。だから仕事自体はクビだよ、しかしきみの失しつ敗ぱいと損そん害がいは不問にする」

　惚ほうける男の言い分を先読みして、新城雅が愉ゆ快かいそうに否ひ定ていする。「早く立て」と新城雅が小声で、そして鈍どん重じゆうな声色で命じることでようやく、男が跳はね起きる。男は頼たよりにならない膝を押おさえつけるように支えながら、尚なお信じられないように新城雅の顔色を窺うかがう。

　ただ男は、新城雅という人間が『機き嫌げんがいいときはむしろ相手を苛いじめ倒たおす』性せい格かくだと把は握あくしていたので、言い分自体にさほどおかしな点はないと考えていた。

「強しいて言うならこの子が理由だ」

　新城雅がカナの細い腕を引っ張ぱる。「はい？」と引っ張り出されたカナが事じ態たいについていけず目を転がす。

「この子を見ていると、怒おこるのが馬ば鹿からしく……いや、どちらかというと面めん倒どうになるよ」

　よく見てみろとばかりにカナを突つき出す。されるがままのカナと男が間近で見つめ合う。

　お互たがいにここまで、一切の面めん識しきがない。

　上を見たり下を見たりした後、カナが笑わないまま、声だけ笑った。

「にっこり」

　男はその横着な感情表ひよう現げんに、「あは」と、だらしなく笑うほかなかった。

「そもそも私は暴ぼう力りよく的てきな人間じゃないんだ。殴なぐるのは精せい々ぜい、しつこく絡からんできた酔よっ払ぱらいぐらいだからね」

　新城雅が話しながら、なにかを思い返すように右手の甲こうを撫なでる。

　カナもそれを見ていたが、無む論ろん、なんとも思わない。

　その右腕が、カナがここに来る遠えん因いんとなったことにも当然、気づかないのだった。

　そうしたやり取りのすぐ横で、黒くろ田だが工こう房ぼうの入り口に目を向ける。追加の野や次じ馬うまはない。

「陶とう芸げいの先生は？」

　木き曽そ川がわに尋たずねる。

「だるいって中で休んでいるよ」

「ほー」

　黒田が少し考える仕草を見せる。目は工房の入り口に向いて、そして。

「ここは任まかせるわ」と黒田が木曽川に丸投げして工房へ向かう。

「いや任せるなよ」

　なんとなく、黒田の意思がそちらに向いていた。

「黒田君」

　その途と中ちゆう、前の職場の上司に呼よび止められた。敢あえて視し界かいに入れることなく見なかったフリを続けていた黒田が、ぎこちのない笑みと共に振ふり向く。上司の金糸のような髪かみは健けん在ざいだった。

「どうも、新しん城じようサン」

　こんな呼び方だったか？　と黒田がそこまで昔でもない記き憶おくを疑うたがいそうになる。

　新城はそうしたものを指し摘てきすることはなく、釘くぎを刺さすように言った。

「私の先生に粗そ相そうはしないでくれよ？」

「はぁはい、失礼します」

　へこへこと頭を下げながら黒田が早歩きでその場から逃にげる。

　返事をして歩き出しながら、「先生？」と遅おくれて黒田が疑ぎ問もんを抱いだいた。

　先生というのが緑みどり川かわなら、いつ新城は陶とう芸げい家かになったのか。

「分からんことだらけだ……」

　第三者が鳥ちよう瞰かんでもしていれば事じ態たいは明めい瞭りようなのかもしれないが、当事者の黒田にとって取り巻まく謎なぞは解かい決けつできていないものの方が多い。認識できていない事実さえ多くある。

　その中で黒田は、格かく別べつ迷まようこともなく工房の中へ入っていった。

　工房では緑川が作業台に肘ひじを突ついて、姿し勢せいを崩くずしながら座すわっていた。肩かたや首の傾かたむきを見るだけでも、『だるい』という自じ己こ申しん告こくが偽いつわりでないと伝わる。その彼女の前へと黒田が回り込む。

「そのー、ちーっす」

　どんな顔で前に出ようか悩なやんで結局定まらないまま、いつものように少しだけ笑う。

　緑川は鋭するどい視し線せんを維い持じしながら、そんな黒田を見上げた。

「あっと、今日は偶ぐう然ぜんだから。本当に、きみの住んでいるとこなんて知らなかった」

「ふぅん」

　緑川の反応は淡たん泊ぱくだった。言い訳わけとも、噓うそとも取っているような。つまるところ黒田に対する信用など窺うかがわせない。黒田は無む害がいを主張するように、空手をふるふると振る。

「なんで？」

　なんでここにいるの略りやく称しようなのか、なんでこっち来たんだよを短くしたのか。

　なんでの意味を正せい確かくに受け取ることに、黒くろ田だが難むずかしさを覚える。

「なんでって……なんでだろう」

　そう首を傾かしげながら、黒田が緑みどり川かわと向き合って椅い子すに腰こしかけた。

　座すわるなよという視し線せんもなんのその、黒田が上半身を前後にゆっくり振ふる。

　その落ち着かない動きに、緑川が「なに？」と尋たずねる。

　黒田はむず痒がゆそうに首くび筋すじを搔かきながら、「いや」と笑う。

「なんか久ひさしぶりな感じだ」

「どこが？」

　ここ数日は毎日顔を合わせている相手に対して、なにを言っているのかという声だった。

「それは知っているけど、でもそう感じる。きみに会うのが、久しぶりに思えた」

「……そう」

　緑川が頰ほお杖づえをついたまま目を横に逸そらす。

　傍はたから聞くとさながら口く説どき文もん句くである。

「あ、壺つぼの代金なんだけど実は持ち合わせがなくて」

「昨日も聞いた」

「いや、きみとまた会えるのが分かっていたら用意したんだけど。あの後、どう、でしたか」

「個こ展てんが中止になったうえに警けい察さつに長時間拘こう束そくされた」

　平へい坦たんだった緑川の声が波なみ打うつ。ミミズのように恨うらみがのたうつのを、黒田が「うが」と歯を剝むくようにして受け止める。黒田は緑川の目を覗のぞくようにしながら誓ちかった。

「必ず弁べん済さいする。ちょっと、時間かかるかもしれないけどさ」

「……そう」

　緑川は最初、口くち癖ぐせだけで終わらせようとする。

「当たり前だろ」

　すぐに早口で付け足す。気け怠だるげな瞳ひとみも少し見開いて、真しん剣けんさが垣かい間ま見える。

　黒田はそんな緑川の様子に、どこか微笑ほほえましいものを覚えていた。

　そういえば、俺はこの女性を殺さないといけない。

　思い出しながらも指は銃じゆうに伸のびず、黒田が壁かべに目をやる。

　この山に住んでいるということと、年季が入って粗そ末まつになった工こう房ぼうの壁かべを重ねて見る。

　とても表に出せないような財ざい産さんの恩おん恵けいに与あずかれているとは思えなかった。

　噂うわさ話ばなしと緑川に関連があるのか、否いなか。黒田の興きよう味みが少々動く。

「ここに住んで長いの？　まさか生まれたときからここ暮ぐらしじゃないよな」

「さぁ、ぼちぼち？」

「ぼちぼち」

「父親がここに陶とう芸げい用ようの窯かま作ったから利用しているだけ。父親は使わずに死んだけど」

「……なるほどね」

　黒くろ田だが目を左右非ひ対たい称しように開く。左目だけが大きく開いていた。

「ここに住んでいると変なやつとか訪たずねてこない？」

「結けつ構こうあるね」

「あ、俺は除のぞいて」

「いない」

　緑みどり川かわが断だん言げんする。心当たりがあろうとなかろうと返答を用意していたように。

　黒田が返答に窮きゆうして唇くちびるを引っ込めるようにすると、緑川が僅わずかに口もとを緩ゆるめる。

　それを見た黒田は頭を搔かきながらも、どこか自然に白い歯を見せるのだった。

「まだユーキーは見つからないんですか？」

　工こう房ぼうの端はしに座すわり込んでいた小こ泉いずみ明あ日す香かの冷れい淡たんな声は、黒田にとって不意打ちとなった。

　頭をはたかれたように、視し界かいがぐらつきながら対たい応おうする。

「いたのか」

　なぜか黒田は焦あせる。気まずいものを見られたかのような心しん境きようだった。

「いました。外でなにかあったんですか？」

「大したことじゃないよ、子供がはしゃいでるだけだ」

　ここで小泉明日香に詳しよう細さいを知らせれば収しゆう拾しゆうがつかなくなると予想して、黒田がごまかす。

　その噓うそを見み透すかすように、ばうばう、と黒田の足もとを訪おとずれていた犬二匹ひきが鳴く。黒田が少し噎むせるほどに驚おどろく。

「いたのか」

　いたのだ、と丸い方の犬が返事をするように鳴いた。工房の中を散歩でもするようにうろついている。その犬を目で追いながら、右みぎ肩かたが後ろへ引いて傾かたむく緑川に黒田が気づく。

「犬苦手？」

「苦手じゃない。よく分からないだけ」

　曖あい昧まいな表ひよう現げんだが、黒田はそれをらしい意見だと思った。

　そう感じる程てい度どに、緑川の気むずかしさというものを分かってきていた。

　そうして好きに歩いていた丸い犬が人じん智ちの及およばぬ距きよ離りになにかを捉とらえたように、いきなり顔を上げて耳を立てる。

　そこに浮うかべるのは黒田の目から見ても分かるような、人間じみた『笑顔』だった。







[image: 時本美鈴]

「なんかみんな、わたしのこと忘わすれてない？」

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きは心細く、美み鈴すずは不満げな顔をしていた。そうなのである。

　祐貴たちを前にした大人はそれぞれが顔を合わせて盛もり上がっているばかりで、ほとんどが祐貴たちに注目していない。唯ゆい一いつ目を離はなしていないカナも、緊きん張ちようとは無む縁えんの存そん在ざいだった。

　大きな目で眺ながめているだけで、反はん応のうが薄うすい。眠ねむそうにすら見えた。

「おじさーん」

　美鈴が唇くちびるを尖らせて木き曽そ川がわを呼よぶ。「はいはい」と、木曽川が投げやりに答えた。

「今、助け方を考えているんだよ」

「ばーっとやっちゃってよ」

「馬ば鹿か言え、撃うたれたら怖こわいだろ」

　普ふ段だんは飄ひよう々ひようと構かまえる木曽川も、その発言だけは硬こう質しつなものが混まざる。

　美鈴が木曽川の態たい度どにぶーっと膨ふくれる。

「おじーさーん」

「どんどん老化させるなよ」

　首藤祐貴は人ひと質じちとしての価か値ちがない美鈴に固こ執しつする自分を戒いましめて、この場から逃にげ出すことも考える。横へ一歩、腰こしを引かせながら足を出してそのまま坂を転げ落ちるようにと想像する。

「あ、悪者が逃げようとしている！」

　しかし暇ひまなカナが見み咎とがめて騒さわぐ。「ぱらららら」と光こう線せん銃じゆうの発はつ射しや（仮）も忘わすれない。そうなると各おの々おので盛もり上がっていた輩やからも一いつ斉せいに祐貴と美鈴を見るのだった。

「ねー、早く助けてよー」

　囚とらわれのお姫ひめ様さまが早そう期き解かい決けつを訴うつたえる。恐きよう怖ふからではなく、退たい屈くつに基もとづいて。

　それを受けて、彼らは。

「うん……」

　誰だれかが歯切れ悪く顎あごを動かす。

「そこなんだよな……」

　誰かが責せき任にんを丸投げするように、視し線せんをさまよわせる。

　様々な事情の元に集った彼らの意い識しきはこのとき、初めて共有される。

　あの少女を助けなければいけないと使命感に燃もえる者が、この中にいるのだろうか？

　この少女は一体、誰に向けての人質なのか？

　ここに辿たどり着いた連中はわけありばかりで、純じゆん粋すいな善ぜん意いの塊かたまりとは無む縁えんである。

　ヒーローではないのだ。

　むしろ事じ件けんを解かい決けつするのではなく、問題ばかりを起こす連中が雁がん首くび揃そろえている。そのうえ、互たがいの事情をすべて把は握あくできているわけでもない。誰だれが誰と面めん識しきあるかも曖あい昧まいで。

　だから誰も、積極的な解決に踏ふみ切ることがないのであった。

　誰もいないのか？

　正せい義ぎは死んだのか？

　そもそも生まれてないのでは？

　そうした共通の疑ぎ問もんが大きな思念となって周辺を巡めぐっていたのだろうか。

　なにかを受信したと思おぼしき者の答えが、彼方かなたから訪おとずれる。

「ここにいるぞ！」

　遙はるか後方から、鋭するどい名乗りがあがった。場ば違ちがいにもほどがある鋭えい利りな態たい度どで空気を引き裂さく。

　聞き覚えのあるそれに真っ先に振り向いた木き曽そ川がわが、「あ」と頰ほおをほころばせた。

「こんな事件にもちゃんとヒーローが用意されているもんだなぁ、おい」

　思わず、近場にいた新しん城じようの肩かたを叩たたく。

　その男は、ロリコンであることを除のぞけば申し分のない登場の仕方ではあった。
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「天使だ」

　遠目ながらその少女を見た瞬しゆん間かん、太た郎ろうが思わず呟つぶやく。

　太郎がそこまでの感かん銘めいを受けた相手はこれで二人目だった。触ふれれば不安を呼よび起こす細い肩、赤ん坊ぼうの名残なごりさえ見せる柔やわらかな頰ほお。その髪を手に載のせて匂においを嗅かげば、花に溜たまった朝あさ露つゆのような、甘かん露ろの香りに比ひ肩けんするのではないだろうか。

　どれもこれも、淡あわい。繊せん細さいに少女を構こう成せいする、未み成せい熟じゆくともいえる部位の数々。しかしその未熟さ含ふくめて、太郎にとっては完成の域いきに達していた。それ以い降こうは劣れつ化かに過すぎない。

　つまるところ簡かん単たんに言えば、太郎の性せい癖へきと好みに激はげしく合がつ致ちした、ただそれだけである。

　そうした少女が悪あつ漢かんの手の中にあるとすれば、見み過すごす理由は太郎になかった。

「天使だ」

　名乗りを上げた後、太郎が改めてもう一度感動する。

　艶つややかな吐と息いきの一つも漏もらしてしまいそうだった。

　太た郎ろうと二に条じようオワリが、ずかずかやってくる。大だい胆たんに野や次じ馬うまの間を通ってくる。

「あっ！」捕つかまっている美み鈴すずが目の色を変えた。二条オワリも、昨日出会った子供に気づく。

「おっ、奇き遇ぐうだなぁ。で、危き険けんでもある」

　おーい、誰だれか経けい緯いを説明してくれ。二条オワリが首を振ふって求めると、木き曽そ川がわが代表して搔かい摘つまみ、いい加か減げんに説明した。ファンである歌手の前だからか、説明の前には脱だつ帽ぼうして一礼も忘わすれない。

「よーするに、悪者が悪あがきしているわけです。刑けい事じドラマのラストみたいなアレ」

「うむ、なるほど。人ひと質じちか」

　んー、と二条オワリが下した唇くちびるを山のように曲げてファンの危機を嘆なげく。

「よし、ここはアタシの歌でみんな平和になって解かい決けつだ」

「そんなデカルチャーな……」

　太郎が困こん惑わくしていると、小屋から飛び出してくる小さな、とはいえ重量のある影かげがあった。

「おっ！」

　二条オワリが色めき立つ。丸い犬が二条オワリに向かって一直線に駆かけてきていた。聴ちよう覚かくか、嗅きゆう覚かくか。犬特有の高度な感覚はこの人間くさい犬にも備そなわってはいるようで、尻尾しつぽを振りながらぱたぱた走る。たぷたぷする。二条オワリが状じよう況きようにそぐわない歓かん喜きを持って出で迎むかえた。

「よーしよしよし、やっと会えたな！　こんな山奥まで来た甲か斐いがあったもんだ！」

　二条オワリと犬が頰ほおずりする。犬の余あまっていた頰ほお肉にくが、うにょる。

「あはは、随ずい分ぶんと瘦やせ……てないな！　よし、いつも通りだ！」

　二条オワリが犬のたぷたぷとした肉付きを確たしかめて、その腹はら具ぐ合あいに安あん堵どする。

「わたしも！」と美鈴が立場を忘わすれて二条オワリに駆け寄よろうとする。それに血相を変えたのは首しゆ藤とう祐ゆう貴きで、「お、おいおいおい！」と泣きすがるように拳けん銃じゆうと腕うでで美鈴を遮さえぎる。美鈴はやむなく立ち止まったが、ふくれ面つらで首藤祐貴を見上げる。首藤祐貴はその剣けん幕まくに気け圧おされるように腰こしが引ける。

　そのやり取りに、首藤祐貴と関わった木曽川、そして拳銃売りの男は呆あきれるほかない。

「飼かい主さんですか」

　そろそろそろーっと、なぜか忍しのぶようにパジャマ姿すがたの少女が近ちか寄よってくる。岩いわ谷やカナだった。

　反はん応のうから、昨日の電話相手だと互たがいが認にん識しきしたらしい。「おぅ」と二条オワリが犬を抱だいたまま笑う。

「あんたがカナさんだな。……あれ、海え老びフライ大王辞やめたん？」

　額が子供のようにつるつるとしているカナを見て、二条オワリが生き真ま面じ目めに尋たずねる。

「はぁ、辞じ職しよくしまして。実はあたし、これからは……」

　話し込こもうとするカナの肩かたを一いち瞥べつして、太た郎ろうが先に仕事を済すませようと思い立つ。

「ちょっと待っててくれ」と太郎が首藤祐貴に断ことわりを入れた。

　その堂々とした態たい度どに首しゆ藤とう祐ゆう貴きが困こん惑わくするも、太た郎ろうは意に介かいさない。

「岩いわ谷やカナ……さん。ですよね」

　太郎も思わずちゃん付けで呼よんでしまいそうな、稚ち気きに富とむ風ふう貌ぼうだった。しかし騙だまされるなと太郎は己おのれを戒いましめる。幼おさなく見えても年ねん齢れいを踏ふまえれば、太郎にとっての『外れ』だった。

「はいはい、なんざんしょ」

　じゃきーんとカナが自作の粘ねん土ど銃じゆうを構かまえる。気に入ったらしく、手て離ばなそうとしない。「ぱらららら」と発はつ射しやされてしまう。太郎がコメントに困こまりつつも、話を切り出した。

「あなたの友人に捜そう索さくを頼たのまれていまして」

「あ、ひょっとしてギャッピー？」

「ぎゃっぴー？」

「あら、あ、そうだギャッピーっていうのはあだ名でして、えぇと、本名なんだったかな……」

　カナが身と頭を捻ひねる。太郎は待ってみるものの、カナは左右にぐねんぐねんするばかり。

　本当に考えているのかもよく分からない。

　とにかく同一人物だろうとは思った。

「電話で無事を知らせるのはどうかと」

「それいいですね、ぜひぜひ」

　カナがお菓か子しをねだるように両手のひらを揃そろえて突つき出してくる。太郎が電話を置く。

「はっ、ギャッピーの番号がわかんねーっ」

「はい預あずかったメモ」

　本当に子供の世話をしているようだった。「ぺ、ぽ、ぽ」とカナが番号を押おす。その様子を見守っていると太郎にも、カナの友人が保ほ護ご者しやのような態たい度どになる理由を肌はだで理り解かいできた。

　そういう性格でなければ付き合いきれないところのある人間なのだ。

　電話が繫つながったらしく、カナが明めい朗ろうな顔になる。

「あ、ギャッピー？　あたしだよー」

『……カナ！』

　側で聞いている太郎にも届とどくほどの大声だった。カナが電流に撃うたれるように飛び跳はねる。

「う、うん。こねこねカナちゃん」

『あんたどこに行ってたの！　今どこいるの！』

「え、えっと、今は、山」

『山っ！　は、え、やまぁ？』

「山に、ゆーかいされて」

『誘ゆう拐かい！』

　女性の声が裏うら返がえる。それから声が少し小さくなる。職場で電話しているようだった。

『詳くわしいことは後で聞くけど、とにかく、無事なの？』

「うん。お腹なかすいてるけど」

『……無事なのね』

　長い溜ため息いきが電話越ごしに聞こえる。カナはそれを黙だまって聞いていたが、「あ」と思いだしたように言う。

「そうだギャッピー。あたし、陶とう芸げい家かになろうと思うんだ」

『………………………………………は？』

「良い先生を見つけた、意い欲よくもある。さぁ足りないものはなんだ！」

『み、見通し？』

「えー」

『あんたいきなり馬ば鹿かじゃないのなに急にまぁいつものことだし安心はしたけど』

「ほほほ」

『話すことないなら無理に笑わなくていいから。陶芸家って……大学はどうするの』

「辞やめる。お金もなくなったし」

『あんたね……まぁその話も、後で聞かせてもらうから。とりあえず、無事に帰ってきなさい』

「うん」

　頷うなずいて、カナが電話を切る。「どうもどうも」とへこへこしながら太た郎ろうに電話を返した。

　聞いているだけで友人の頭ず痛つうを誘ゆう発はつしそうな人だと、太郎は思った。

　しかし探さがすまでが太郎の仕事で、その後まで面めん倒どうを見る理由などない。

　太郎が一仕事終えて、キッと、首しゆ藤とう祐ゆう貴きを見み据すえる。

「要求を聞こう」

　太郎はいつの間にか野や次じ馬うまの先頭に立っていた。欲よく望ぼうの差だろうか。

　美み鈴すずは率そつ先せんして解かい決けつに動いてくれる人物の登場に、しかし表情は芳かんばしくない。

　その羨せん望ぼうめいた瞳ひとみは、緑のベレー帽ぼうではなく青き魔ま女じよ帽ぼうに向いているのだった。

「よ、要求？」

　首藤祐貴が想定もしていない質しつ問もんを投げかけられたようにうろたえる。

「なにか代だい価かを求めているからこその人ひと質じちではないのかね」

　天使の前故ゆえか、太郎が自然に少し気取る。

「というか交こう渉しようの一つもしていないのか、こんなに揃そろっているのに」

　太郎が野次馬たちを振ふり返る。話し合いの通じそうな輩やからは果たして何人いるのか。

　太郎の見る限かぎり、どれもそれぞれの形で危あやうさを秘ひめている気がした。

「あ、安全、の保証を。この山を、降おりて、」

　祐貴が本音を吐と露ろするように、そんなことを言い出す。

　それを受けて、太郎が「おいおい」と呆あきれる。

「安全って……きみ、殺さつ人じん犯はんだろう？　世界のどこにそんな場所があるんだ？」

　仮かりに山を下りたところで、どこに行くというのか。

　太た郎ろうの問いかけは思いの外、首しゆ藤とう祐ゆう貴きの心をえぐったらしい。ただでさえ泣きっ面つらだったのが、鼻水を抑おさえきれなくなってすすり出す。「ばっちい」と美み鈴すずがシンプルに嫌いやがる。

　後ろでは殺さつ人じん犯はんという部分に「耳がいたーい」と木き曽そ川がわがおどける。

　新しん城じようもついでにゆらゆらする。

「きみが拳けん銃じゆうを下ろさない以上、こちらも相そう応おうの暴ぼう力りよくを持って応こたえよう」

　あくまで紳しん士しぶった太郎が意を決したように、拳銃を構かまえる。

　道すがらに拾ったものだった。

　構えながら、木曽川を一いち瞥べつする。木曽川は誰だれにと言うわけでもなく、「あいよ」と応おうじた。

　祐貴が狙ねらわれる側となって息を吞のむ中、太郎が喋しやべる。

「きみが仮にその美女を撃うったところで事じ態たいは好転しない。結局はどうにもならないというわけだ、それは分かるな？　人ひと質じちっていうのはそういうものだ、撃ったらお終しまいなんだ。むしろ撃たなくても大体どうにもならないわけで、道連れ覚かく悟ごならその前に撃っているから、ようするにどういう心しん境きようなんだと聞きたいわけだ。引き延のばしか、引き延ばしだな。一分一秒でも長く生きる。普ふ段だんのぼくたちがやっていることそのままだ。その通りだな、実に自然だ」

　とにかく喋る。向けた拳銃の引き金に指もかけないまま、ぺらぺらだった。

　そして。

「つまりだな、きみはもっと周りに気を配った方がいいと思うよ」

「やー」

　気の抜ぬけたかけ声と裏うら腹はらに、勢いきおいは本気だった。

　太郎が気を引いている隙すきを突ついて、完全に視し界かいの狭せばまっていた首藤祐貴を木曽川が奇き襲しゆうする。その脇わき腹ばらに跳とび蹴げりをめり込ませて、首藤祐貴は綺き麗れいなくの字に折おれながら横へ吹ふっ飛ぶ。

　演えん技ぎのように大おお袈げ裟さなほど、首藤祐貴は宙ちゆうを舞まってから地面に側面を叩たたきつける。

　一いつ緒しよに飛んだ木曽川は帽ぼう子しが頭から落ちないよう押おさえて、着地を疎おろそかにして姿し勢せいが崩くずれた。

　足を伸のばして体勢の崩くずれた木曽川に、美鈴が笑う。

「ちょっとかっこわるいね、おじさん」

「おじさんだからね、しょうがないよね」

　角でも生えそうな怒いかりを堪こらえつつ、木曽川が悶もん絶ぜつしている首藤祐貴を覗のぞく。

「で、望みはなんだっけ？」

「お前が死ぬことです」

　亡ぼう霊れいのように質しつ量りようのない影かげが、太郎の手から銃をさらう。

　いつの間にか隣に立っていた幽ゆう鬼き、小こ泉いずみ明あ日す香かが再ふたたび首藤祐貴に拳銃を向ける。

　工こう房ぼうから追って出てくるように現れた黒田の手にもまた、拳銃があり。

　それぞれが、それぞれの思おも惑わくのもとに懐ふところに手を伸のばす。
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　そして祐ゆう貴きは口と目を固く強こわばらせながらも、その手にある拳けん銃じゆうを小こ泉いずみ明あ日す香かに。
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　首しゆ藤とう祐貴は我わが身かわいさに、原初の目的にさえ敵てき対たいする。
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　黒くろ田だは指にかけた引き金を、誰だれに向けて引くべきかと迷まよいながら構かまえ直す。
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　岩いわ谷やカナは場の成り行きから、粘ねん土どでできた銃じゆうを構かまえてみる。
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　花はな咲さき太た郎ろうは道中で拾った銃が捉とらえた先から目を離はなさない。
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　美み鈴すずは意い気き揚よう々ようとリュックから拳銃を引き抜いて参戦しようとする。

　しかしその手にあるのは、筆箱だった。
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　緑みどり川かわだけがなにも持たないまま、独ひとり静かに憤いきどおっていた。

　騒さわぎも、黒くろ田だも。なにもかも気に入らなかった。
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　首しゆ藤とう祐ゆう貴きの脳のう裏りに、二日前の情景が再さい現げんされる。

　憎にくらしい背せ中なか。

　自分から離はなれていく、愛いとしい背中。

　殺意が文字を描えがく。感情を描く。

　殺してやると。

　そのときのように、視し界かいが断だん片ぺん的てきになる。意い識しきが乖かい離りしそうになる。

　そうして、祐貴は。

　指が震ふるえる。

　記き憶おくが裂さける。

　彼女との美しい思い出ばかりが、喉のどに張はりついて。

　首藤祐貴は、撃うたなかった。

　そして引き金を躊ちゆう躇ちよなく引いた小こ泉いずみ明あ日す香かの拳けん銃じゆうは、空くう砲ほうだった。

　二つの殺意が空から振ぶる。

「なんで」

　小泉明日香が目を見開きながら拳銃を叩たたく。

「なんで！」

　それは銃か、或あるいは首藤祐貴に向けられた問いなのか。

　小泉明日香の乾かわいた瞳ひとみから、泉のように涙なみだが溢あふれ出す。またたくまに目もとを埋うめ尽つくしたそれが、祐貴の涙を誘さそう。祐貴もまた、後こう悔かいの海に溺おぼれて、泡あわを吐はき出すように。大おお粒つぶの涙が溢れる。

　二人の少年少女が拳銃を放り捨すてて、恥はじも外がい聞ぶんもなく大泣きする。その場の空気を一新するそれを受けて、周囲の大人たちは自然、冷めたような気持ちで拳銃をしまう。それぞれが独どく特とくの気まずさと、気け怠だるさに似にたものに浸ひたっていた。

　が。冷や汗あせもまた、流れていた。

「あ、あの……こりゃ、どういうわけで」

　皆みなが拳銃を下ろす中でただ一人、構かまえ続けている者と脅おどされている者がいた。

　新しん城じよう雅みやびと、拳銃売りの男である。雅は片かた手てで、間近で拳銃を男に突つきつけていた。

　新城雅は、嫋たおやかに微笑ほほえんでいる。

「さっきの話を聞いてなかったのかい？　この件けんは不問にすると、私はそう言ったんだ。私への殺さつ人じん依い頼らいについてまで笑って許ゆるすはずがないだろう？」

「あ、あひゃ、ひゃ……」

　男は放心したように喘あえぐ。しかし、そこからの切り替かえは迅じん速そくだった。

　一いつ瞬しゆんで新しん城じよう雅みやびに背せを向けて、前へつんのめるように走る。最後は跳ちよう躍やくして一気に距きよ離りを詰つめて、男が泣き崩くずれる祐ゆう貴きの腕うでを摑つかんだ。そして無理矢理に立ち上がらせる。

「おい逃にげるぞ！」

　このまま改心して逮たい捕ほ、なんて流れに浸ひたっていそうだった祐貴が「ぶぁ」と目を回す。大粒の涙なみだは目だけでなく、口にまで入り込んで塞ふさぐようだった。その祐貴の腕を握にぎり潰つぶすほど強く摑んで引っ張り、男が駆かける。走りながら、叫さけぶ。

「噓うそついてんじゃねえよ！　お前は生きたいんだ！　自由に飯食って、寝ねて！　生きるってそういうもんだろ、違ちがうか！」

　男の叱しつ咤たのような。単なる己おのが身み勝がつ手てを他人にも強要するような。

　それでも駆かけ引きを排はいした心からの叫さけびに、祐貴は思うところがあったらしく。

　未いまだ溢あふれる涙を目で挽ひき潰つぶして、自らの意思で地面を蹴けり出す。

「追ってください。追って、早く！」

　復ふつ活かつした小こ泉いずみ明あ日す香かが形相を変えて黒くろ田だに絶ぜつ叫きようする。「分かってる」と短く答えた黒田がまったく別の方向へ走った。工こう房ぼうの入り口へと滑すべり込み、壁かべに肩かたを打ちつけながら手を振ふった。

「また！」

　黒田が工房の中へ大きな挨あい拶さつを残してから小泉明日香を背せ負おって、首しゆ藤とう祐貴を追いかける。

「半分冗じよう談だんだったんだけどね」

　新城雅が肩かたをすくめる。拳けん銃じゆうをさっさとしまい、兄に目を向けた。

　兄、新城雅まさ貴きは工房の方へと足を伸のばす。

「少し待っていてくれ。最後に先生に挨拶してくる」

「おーけぃ」

　怪け我がしている右みぎ腕うでを緩ゆるく振ふる。それから新城雅が傷きず口ぐちを押おさえて、盛せい大だいに顔を歪ゆがめた。

「あ、やばい！　僕らも急がないと！」

　事じ態たいを静観していた木き曽そ川がわが突とつ如じよ、帽ぼう子しが跳はねるほど飛び上がる。

「あいつら、停とめてあるタクシーを見たら絶ぜつ対たい乗っちまう！　急がんと帰れなくなる！」

　早く、と木曽川が太た郎ろうたちを手で促うながす。「僕も付き合うのか？」と言いつつも太郎と、そして犬を抱だいた二に条じようオワリが一いつ緒しよに走り出す。当然、美み鈴すずもその後ろに元気よく続いた。

　それから挨拶を終えた新城雅貴が妹を担かつぐように運んで、小走りで山の麓ふもとへ向かう。

　去ってしまうときは、一いつ斉せいに、あっという間だった。

　かくして、この場に残るはカナ一人。

　誰だれかにくっついていくこともなく、冴さえない天気の下に佇たたずむ。

　全員を見送って、がら空あきの左右を見回した後、カナは光こう線せん銃じゆう（粘ねん土ど）を天に向けて仰あおぎ見る。眩まぶしくない空はいつまでも見上げられて。しかし、青くないと心にも晴れないものがあった。

「ぱらららら」

　引き金を引くより早く、見えない光線は雲に吸すい込まれるのだった。







[image: 緑川円子]

　花火のようだった。慌ただしい声が工こう房ぼうの外で一つ、二つと飛んでは離はなれていく。

　それが戻もどってくる気配はないようで、緑みどり川かわがようやく一息吐つく。

「また！」

　工房を覗のぞいた黒くろ田だが、手を振ふって短く挨あい拶さつしてくる。

　緑川は『そんなものはない』とした反発を胸むねに秘ひめながらも口には出さず、寡か黙もくに見送る。

　結局、この男はなんだったのかと。緑川は少し考えてしまう。

　そうしてその後、やってきたのは新しん城じようだった。

　金糸の前髪を搔かき上げながら、「先生」と改まったように緑川を呼よぶ。

　緑川は、その呼ばれ方が好きではない。慣なれることはまったくなかった。

「今日までで壺つぼの代金の分は働いたと自負しています」

　新城が微笑ほほえむ。緑川は心当たりがなくて、頰ほお杖づえから顔を離はなして訝いぶかしむ。

　壺を割った無ぶ礼れいな男には、一人しか心当たりがない。それは金ではなく黒だ。

「なんの話？」

「いえ、私の自じ己こ満まん足ぞくなので……それでは失礼します。今までお世話になりました」

　新しん城じようが深々と一礼を残して、工こう房ぼうを去る。

　その言葉を緑みどり川かわがゆっくり理り解かいする。

　どうやら、弟で子しを辞やめるという意味のようだ。

　新城が妹を担かついで離はなれていく後ろ姿すがたを目で追う。

「……そう」

　いつものように短く呟つぶやいて、弟子の下山を受け入れた。

「……あ」

　個こ展てんの片かたづけの人手が少なくなったという事実に気づく。

　終わるまで逃にげるな、と追いかけるか迷まよった末、気け怠だるいので諦あきらめた。

　山の浮うわついた空気が落ち着いて、熱気に澱よどんでいた工房内もいつもの乾かわいた空気が戻もどってきていた。緑川は馴な染じんだその温度を取り込んで、据すわりの悪さを解かい消しようしようとする。

　しかし一人の時間はそこから三秒と保もたない。

「どうもどうも」

　へこへこしながら、最後に残ったカナが現あらわれた。いたのか、と緑川が横目で応こたえる。

「じーちゃん待ちでして」

　カナがバツ悪そうに俯うつむきながら言う。周りの勢いきおいに乗れなかったようだった。

　気まずそうにカナが座すわる。隣となりの小屋で待っていればいいものを、カナは緑川をちらちらと窺うかがっている。最初は気づきながらも無む視ししていたが、長く続いて緑川の方から折おれた。

「なにか用？」

　鋭するどい声で尋たずねるとカナは萎い縮しゆくしたものの、引っ込めかけた首を伸のばす。過か剰じように。

「し、」

「し？」

「ししょー、明日も参りますので！」

「……は？」

　なにを言っているんだ、今のは。

　誰だれがししょーだ。先生の次はししょー？　と緑川が混こん乱らんする。

　弟子がいなくなったと思ったら、新弟子が舞まい込んできた。

　ちんちくりんなどという表現の似に合あう、小さな二十四歳さいだ。

「ぱらららら」

　しかも師匠を撃うつ。

　新弟子の放つ光こう線せん銃じゆう（未定）に撃ち抜ぬかれたように、緑川が脱だつ力りよくする。

　頭を切り離すように。考えるのを放ほう棄きする。

「つかれた」

　きっと今はその嘆なげきを漢字で書くことさえできないくらいだろうと、緑みどり川かわは思った。

　椅い子すの背せもたれに寄よりかかりながら、緑川が傾かたむく。寝ね転ころぶぐらい、倒たおれて。

「あ」

　反転した視し界かいに、それを見つける。

　誰だれからも忘わすれられることを望むように、部屋の隅すみで静かに寝ね入いっている。

　犬が残った。
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「まぁ結果として悪い方にはいかなかったんじゃねえかな」

「そうか？」

「長引いていたら、もっと犠ぎ牲せいも出ただろうし」

　チーズの入ったナンをかじりながら、木き曽そ川がわが笑う。

　それは想そう像ぞうによるものか、口に含ふくんだものの味への評ひよう価かか。

「それこそ太た郎ろう君か僕のどっちかが死んだかも知れん」

　香こう辛しん料りようの匂においの強い店内で、陽気にそんなことを言う。

「それはなさそうだけどな」

　そういう運命を感じない、と太郎が根こん拠きよもなく呟つぶやく。

　なんじゃそりゃと、木曽川はそう言うほかなかった。

　その日の昼、太郎と木曽川はカレー屋で落ち合っていた。近年増ふえつつある、ネパールやバングラデシュからやってきた異い国こくの人間の経けい営えいするカレー店だ。集しゆう団だん就しゆう職しよくした工場が閉へい鎖さされたことで職しよくを失った者が大半なためか、親しん族ぞく経けい営えいに近い姉妹しまい店てんが非常に多い。

　太た郎ろうが木き曽そ川がわに誘さそわれた店は初めて訪おとずれたのだが、店員の女性には別の店での見覚えがあったのもそのためだった。額ひたいに赤い印をつけて、いやにゆったりと歩く婦人は常つねに笑顔だった。

　その生き様含ふくめて、お国くに柄がらっていうものが出ているよなぁと太郎が妙みような感心を持つ。

　客は木曽川たちの他に、奥おくでカレーを食べさせあっている男女がいる。太郎の位置からは派は手でな象のタペストリーがあって見えないが、みーだのまーだの聞こえてくる。猫の鳴き声のようだと太郎は思った。

「しかし、なかなか慌あわただしい日が続いたよ」

「まったくだ。バスの便べんも悪くて結局、歩いて帰る羽は目めになったし」

　木曽川の言い分に、太郎が反はん論ろんすることなく同意する。ついでに、マンゴージュースを飲む。

　木曽川が太郎に語ったのは、この三日間に起きた事件のあらましと顚てん末まつ。木曽川自身も当然、個人の行動に関して把は握あくしきれていない部分は多いが柱となるべき箇か所しよは摑つかんでいた。太郎も話の幾つかに関わっていることをそこで知る。

「危あぶない目には遭あいたくないんだけどね。嫌いやなことに結けつ構こう関わってしまう」

「メータンテーだなぁ、いやぁ」

　木曽川は妙みように嬉うれしそうで、太郎は当然、面おも白しろくない。カレーをばくばくと口に運ぶ。

　どちらも辛からさは甘あま口くちだった。

「で、お前はもう殺し屋さんに狙ねらわれないのか？」

「そういう空気だったし、依い頼らいも取り下げられたし。半年ぐらいは油ゆ断だんしないつもりだけど」

　そういう木曽川は皿を空にしてから、頰ほお杖づえをついたまま、ほげーっと口の端はしを緩ゆるませて斜ななめ上へ目を泳がせている。

　どこをどう見ても油断しきっていた。

「太郎君は昼から予定あるのかい？」

「いや、別に。このまま少し外を回って帰るつもり」

「ふーん」

　木曽川がウーロン茶をストローで啜すする。待っても口が開かないので、太郎から話しかけた。

「お前は？」

　木曽川が珍めずらしく、『僕はさぁ、ああでこうでさぁ』と語り出さないので少し興きよう味みを持つ。好き勝手に話し出すときは半分も聞いていないのに、話さないと尋たずねる。花咲太郎は案外、捻ひねくれの強い男だった。

　木曽川は口を台形にするように、渋しぶい顔となって答える。

「子供のお守もり」

「はぁ？」

「昨日、山で小学生に会っただろ？　あいつのお守り」

「ああ。あの天使」

「ワットゥ？　エンジェル？」

　木き曽そ川がわが思わず英語を用いる。「オゥイエス」と太た郎ろうは平然としていた。

「外見は天使だ。中身は、大して話していないから分からないが」

「頭のネジが緩ゆるみかけているね、ありゃあ」

　昨日の暴ぼう虐ぎやくを間近で見て笑っているような子供が、真っ当であるはずがない。

「で、お守もりって？」

「学校終わったら買い物に付き合ってくれとさ」

「なぜだ」

　食いつき方がいつもと違ちがうじゃねえか、と木曽川が怖こわいものを感じる。

「知らん。昨日ちょっと相手してやったらえらく懐なついてしまった」

「くたばれ」

「こわっ」

　静かなる太郎の物言いに木曽川が引く。今までのなにより冷たい、鉄の温度があった。

「羨うらやましいなら代わろうか？」

　太郎は「ほぅ」と一いつ瞬しゆん、目を光らせる。しかしすぐに断ことわった。

「遠えん慮りよしておく。彼女はきみのエスコートを望んでいるんだ、無ぶ粋すいは止よす」

「まぁ紳しん士し的てきなロリコンですこと」

「性せい癖へきを肯こう定ていする最低条件の一つだよ」

　なにこの偉えらそうな変へん態たい。木曽川がストローをくわえたまま、横を向いて顔を引きつらせた。

　それから十分ほど低てい俗ぞくな雑ざつ談だんを交わした後に木曽川が勘かん定じようを支し払はらって、店を出る。

「じゃ、まったねー」

「またがあるのがおかしいんだけどな」

　反社会的な生なり業わいに従じゆう事じする男と手を振り合う。太郎は奇き縁えんというものを改めて感じていた。

　今回だってそうだ、縁のなかったはずの事象が絡からみ合い、今日もこうして出会う。

　相手が殺し屋であるということ以外、太郎は悪い気もしなかった。

　その殺し屋の浮うかべる、屈くつ託たくない笑みも含めて。

「……昼飯を奢おごってもらったしな」

　人を殺した金でカレーを食べたと想像して、僅わずか、不安定なものを覚えた。

　木曽川と別れて、太郎は駅へ向かう。駅の入り口が見えると、少し警けい戒かいしてしまう。

　またなにか事件に巻き込まれるのではと苦笑しながら、駅への入り口をくぐる。

　途と端たん、音のドームを感じ取る。

　大おお勢ぜいの人間と、頭の上を揺ゆらすような列車の走行音。いつもの駅の風景。

　人が破は片へんのように流れては、群むらがり、結合する。

　剝はがれた無数の鱗うろこが魚の形を描えがくようだった。

　その流れは、洪こう水ずいが侵しん食しよくして道を埋うめるようでさえあった。

　けれど。

　それ以上はなにも起きない。

　入り口の脇わきに立つ太た郎ろうの横にも人が流れる。太郎は立ちすくみ、強い耳鳴りに囚とらわれる。

　得体の知れない尊とうとさがあった。

　人の死さえ流して、日にち常じようの続くその事実に。

　言い知れない満足感が、血流に乗って指先を痺しびれさせる。

　その景色と変化を受け止めるように、太郎は胸むねを張はって、再ふたたび歩き出した。
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「先生さよならー」

「おーぅ」

　顔の痣あざも薄うすれ始めた担たん任にんに挨あい拶さつして、美み鈴すずが放課後の教室を後にする。今日もまた、美鈴の機き嫌げんは萎なえることを知らず、足取りにもそれが表れている。

　担任は新しん城じよう雅みやびに殴なぐられた跡あとを撫なでながら、「気楽なもんだ」と溜ため息いきを吐ついた。

　美鈴は他の教師に注意されるもなんのそのと廊ろう下かを走り、勢いきおい衰おとろえることなく下げ駄た箱ばこへ、校門へと走っていく。友達との挨拶も足を止めず、声を置き去りにするかのように急いだ。

　これから『帽ぼう子しおじさん』との買い物の約束があった。

　買うものは、二に条じようオワリへのプレゼント。

　昨日、山からの帰りがけのことである。

　二条オワリが今週末にお礼も兼かねて、改めて会おうと言ってきたのだった。

　母親には報ほう告こくしていない。言えば知らない大人と会っているなんてと反対されるのが分かっていた。その母親が今け朝さは浮うかない顔をしていたのは美み鈴すずも気づいていたが、なにも言わなかった。大人には色々あるのだ、と考えていた。そういうことにしておくのが賢かしこい子供だと美鈴はなんとなく理り解かいしていた。

　川かわ沿ぞいの土手に差しかかったところで、ずっと走っていた美鈴が少し息を弾はずませながら立ち止まる。日差しと湿気が強まり、美鈴の額ひたいには汗あせも滲にじんでいた。

「忘わすれてた」

　滑すべらないように気をつけながら坂さかを下りる。砂じや利りを踏ふんで川かわ岸ぎしに来たところで美鈴がランドセルを下ろして、底に入れてきたものを取り出す。

　拳けん銃じゆうだった。

　紆う余よ曲きよく折せつあって結局、一度も引き金を引くことのなかった拳銃。

　お小こ遣づかいや貯ちよ金きんのすべてをはたいて購こう入にゆうしたそれを、美鈴が惜おしげなく振ふりかぶる。

　美鈴の前に広がるのは、昨さく晩ばんの雨で水かさを増ました川。流れは速く、水面も刻こく一いつ刻こくと形を変える。反はん射しやする光は、さながら生き物の鱗うろこのようだ。そのうねる蛇へびのような水の中央めがけて、美鈴の腕うでが振り切られようとしていた。

　人間が一度しか生きられないなら、運命に変化などない。一本道のはずである。

　しかし例外的に多数の選択を俯ふ瞰かんした場合、美鈴の運命はここで大きく変転したと言える。

　美鈴は高々と拳銃を放り投げる。

　どぷん、と。

　飛沫しぶきと波は紋もんを水面に打ち上げて、拳銃が水底という床ゆかへと沈しずんでいく。

　呆あつ気けなくも、遠い別れ。

　美鈴は名残なごり惜おしさも感じさせず、すぐにその場から離はなれる。

　軽くなったランドセルを背せ負おい直し、息と胸むねを弾はずませながら坂を駆かけ上がる。

　待ち合わせ場所まで、美鈴が止まることはない。
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　終わるべきはずの自分の人生が、今も平然と続いている。

　贖しよく罪ざいとか、因いん果が応おう報ほうとか、報むくいとか。

　たくさんの言葉が、それまでの祐ゆう貴きを培つちかう常じよう識しきと共に巡めぐっていた。

　外に気軽に出ることも躊躇ためらわれる祐貴が昨さく晩ばんから身を置くのは、アパートの一室。案内されるまま流される形となって、住所も空そらで言えない。案内した男と同様に室内は曇どん天てんに覆おおわれたように、外の晴れ間と相あい容いれない薄うす暗ぐらさに満たされていた。もっとも今の祐貴にとっては、そちらの方が落ち着くのだった。

　用意されて、口に運んでいる食事の味が舌したから染しみて伝わってこない。溶とけない錠じよう剤ざいのように舌の上を滑すべって喉のどの奥おくへ流れていく。異い物ぶつの流動だけを、食道に感じていた。

　もっと長く生きて当然だった人間が殺されるように、当たり前というものは脆もろく。そして殺してしまった者が相そう応おうの罰ばつを与あたえられるかというと、限かぎった話ではなく。

　世の中にはイコールで結べないものがたくさんあるのだと祐貴は学んだ。

　そんな、痛いた々いたしいばかりの三日間だった。

　受けた傷きずはどれも生々しく息づき、癒いえていない。心身どちらも火が残り続けるように、空気に触ふれるだけで痛つう覚かくが再さい燃ねんする。時とき折おり、それに耐たえられなくて腕うでを搔かきむしりそうになる。

　罪つみというものは、こうして感じるのだろうかと祐貴は頭の片かた隅すみで考える。

　その罪に裁さばきを下す者は、現あらわれるのか。

　昨日の、小こ泉いずみ明あ日す香かの隣となりにいた男を思い出す。

　今回は運良く逃にげられた。しかしあの男はいずれ必ず、自分の前に現あらわれる。

　嫌いやな方面ではあるが、祐貴には確信があった。

　小泉明日香の願いを叶かなえるために。

　額ひたいに浮うかぶ汗あせを指に載のせていると、祐貴をこの部屋に案内した拳けん銃じゆう売りの男が外から入ってくる。いつ見ても、灰はいと埃ほこりの中から生まれ出たように粉っぽく、陰いん気きだった。距きよ離りがあっても、祐貴は喉の奥にこそばゆさを感じる。

「寝ねたか？」

「少し」

「ならいい。なにしろお前の顔、見たって顔色の一つも分かりやしない」

　その一いつ端たんを担になった男が低空飛行の笑い声をあげる。潰つぶされた鼻の疼うずきに祐貴は耐たえた。

　今日という日は、この男によって迎むかえられたようなものだからだ。

　利用するだけして捨すてなかったことは、祐ゆう貴きにとって意外だった。うらぶれて、燻くすぶって。あんな口約束を守る大人には到とう底てい見えないからだ。人は見かけによらないと祐貴は知る。

　その男がテーブルに書類を放る。

「飯食ったら目を通しておけよ」

　なんだこれ、と祐貴が目で問うと中年が布ふ団とんに腰こしを下ろしながら説明する。

「お前が殺すやつの情報」

　口を開けば物ぶつ騒そうな話題しか出てこない男の中でも、取り分け安直なそれに祐貴が固まる。

「殺す？」

「適てき任にんってやつだ。言っちゃあなんだが、俺は人を殺したことないんだぜ」

　まるでどちらがより極ごく悪あくであるかを競きそうように中年が笑う。祐貴は咄とつ嗟さに反はん論ろんしそうになるが、それが事実であるとして自みずからを戒いましめる。外見と雰ふん囲い気きは、贔ひい屓き目めに見なくとも男の方が道を外れていそうである。それでも、祐貴の方が悪なのだった。

「殺すって、俺が……なんで」

「仕事だからだよ。ただで飲み食いできるわけあんめぇ」

　男の目が祐貴の手元に残るパンの切れ端はしを見み据すえる。祐貴はそれを隠かくすように、口に放った。

　保ほ存ぞんが悪かったのか、芯しんに固さを持つパンを嚙かみしめながら祐貴が窓まどの方を向いた。

　月曜日、週の始まり。外は晴れやかで。とっくに、登校の時間は過すぎていた。

　そして祐貴は制せい服ふくを着ていない。既すでに、親の庇ひ護ごの下もとでは生きられない身だった。

「まさかとは思うが、俺が好意からお前を引き取ったなんて思っているのか？　同どう郷きようのよしみで？　そっちの方が気味悪いだろ」

　それはまぁたしかにそうかもと、祐貴が口の中でもごもごと同意する。喉のどに引っかかる。

「お前は人を殺して生きていく人間になったんだよ」

　男は軽々しく言ってくれるが、祐貴には重い指し摘てきだった。

　できないなどとは言えない。祐貴は自身の手のひらを見つめて指を曲げる。

　返り血こそ浴あびていないが、この数日で手は荒あれ放題となって、過か去この面おも影かげもない。

「あんた、拳けん銃じゆうを売る仕事じゃなかったのか」

「そっちはクビになった。だからお前を立てて商売を始めることにしたんだよ」

　男の勝手な予定を聞かされて、祐貴が反発を覚える。

　ここで俯うつむいているだけではだめだと、虚きよ勢せいを張はる。

　勇気が伴ともなうわけではない、しかし。そういうものがこれから必要になると思ったからだ。

「じゃあ、今ここであんたを殺して……部屋を奪うばうのも、あり、だな」

　強気に背せを伸のばそうとしながらも所々、言葉が折れる。祐貴は締しまらないことに恥はじを煽あおられて、耳を熱くしながら目を逸そらす。男はその様子を始終眺ながめた後、肩かたを揺ゆする。

「どう殺すんだ？」

「え？」

「お前、今銃じゆうが手元にないんだぜ。素す手でか？　首を絞しめるか？　でも相手は抵てい抗こうするぞ、確かく実じつに仕し留とめるにはどうしたらいい？　どうやって相手の逃にげ道を塞ふさげばいいんだ？」

　男が矢や継つぎ早ばやに祐ゆう貴きに問う。祐貴の目が渦うずに巻まかれたように不安定となり、流される。

　それを見て取った男が、こう続けた。

「いいか。これからのお前は、そういうことを考えるんだ。他のことはどうでもいい、誰だれが死のうとお前がなにを殺そうと気にかけるな。細さい事じなんだよ、そんなもん」

　吐はき捨すてるように締しめる男の物言いに、祐貴が戸と惑まどう。

　内ない容ようこそ物ぶつ騒そうだが、それは忠ちゆう告こくや助言のように感じられたからだった。

　そうしたものに、相手の熱を覚えるのは果たして錯さつ覚かくだろうか。

　答えはすぐに見つかる。

　布ふ団とんから離はなれて、「長持ちしてくれよ」と男が祐貴の肩かたを叩たたく。

　その手の軽さに、祐貴の顔が生なま乾がわきのように歪ゆがむ。

「あんた本当に、人を殺したことないのか？」

「さっきも言っただろ、ない。お前の方が極悪人だ」

　男の言葉は常つねに本音を剝むき出しにして、刺し激げきが強い。

　祐貴を人殺しとしては気き遣づかうが、人間としては蔑さげすむようでさえあった。

　当然、祐貴はいい気などしない。しかし、反論もできない。

　言われずとも、分かっていた。

　祐貴が罪つみを悔くいたところで、小こ泉いずみ明あ日す香かは決して許ゆるしを与あたえない。

　すべてが真っ新さらになるまで削けずり取られても、祐貴は許されない。

　祐貴は既すでに道を誤あやまった。

　だからこれ以い降こう、なにをどう選ぼうと不ふ正せい解かいだった。

　それを理解して、祐貴は選ぶこともないまま。ただ、生きている。

「なんで、俺なんだ」

　祐貴は詳くわしくないが、他にも殺人を生なり業わいとする者はいるはずだった。

　それこそ、数日前まで人を殴なぐった経験さえない祐貴にこだわらなくとも、もっと腕うでの立つ者に目をつければいいのではないか。そうなると実じつ際さい、祐貴は困こまるのだが疑ぎ問もんは抱いだかずにいられない。

「お前に運があると見た」

　男は簡かん潔けつに、祐貴の評ひよう価かした部分を語る。

「運がなけりゃあ、あの状じよう況きようで逃にげられるかよ。俺は運のあるやつに賭かける、いつだってそうしてきたからここまで生き延のびたんだ」

　その男の言い分に、祐貴は口を噤つぐむ。

　こんな境きよう遇ぐうになって、運が良い？　首を捻ひねりそうになる。しかし認みとめたくないものから目を逸そらさずに受け止めれば、この結果は運など関係ない。祐ゆう貴き自身の選せん択たくが招まねいたものだ。

　その上で今、こうして捕つかまりもせず生きていることは確たしかに幸運なのかもしれなかった。

「食ったな？　渡わたした書類を持ってついてこい。必要なことは現場の近くで説明する」

「ああ……」

　曖あい昧まいに返事しながら、祐貴の目が鏡かがみに向く。

　人は見かけによらない。では、自分はどうだろう。

　鏡に映うつる祐貴は、怪け我が人にんだった。顔の各所に傷きずと痣あざをこさえて、別人のように思えた。

　この顔が癒いえて、その頃ころには。自分は、人殺しの顔になっているのだろうか。

　それとも平然と今まで通りの顔を維い持じして人間面しながら、人を殺しているのか。

「早くしろ。警けい察さつ呼よぶぞ」

　男の冗じよう談だんにならない発はつ破ぱに、祐貴の顔が歪ゆがむ。そして曲がる度、顔のどこかが痛いたむ。

　その痛みにも顔が反はん応のうして。自分はきっと、永遠に安らいだ顔などできないのだろうと祐貴は悟さとる。その落ち着かない気持ちも、怯おびえ続ける後ろめたさも、すべて消えることはない。

　自分がなにを怖こわがっているのだろうと、祐貴は時々それを見失う。

　犯はん罪ざい者しやとして捕つかまることか。死ぬことか。人を殺すことか。

　いくら考えても光こう明みようのように答えが差し込むことはなく、沈しずんでいくばかり。

　前向きなものと、ことごとく縁えんを切られて。

　それでも祐貴は、まだ生きている。

　もしかしたら今すぐにでも、警察が自分の腕うでを摑つかむかもしれない。

　明日は訪おとずれないかもしれない。

　そうした恐怖と戦い、震ふるえる目め尻じりと唇くちびるを引き絞しぼって祐貴が顔を上げる。

　自分本位に生きていくため、祐貴は、間ま違ちがいを重ねていく。
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　女子高生が秘ひ書しよ面づらして事務所に居い座すわると聞いたとき、心から『羨うらやましい！』と叫さけんだ男がいた。

　木き曽そ川がわである。

『なぜだ！』

「俺が聞きたい」

『聞いてみよう！』

「うむ」

　黒くろ田だとしては、そこまで元気なお前がなんだという心しん境きようだった。

「で、なんで今日もいるんだ。月曜日だぞ、学校は？」

「辞やめます」

　ソファに正せい座ざする小こ泉いずみ明あ日す香かが、涼すずやかな声で答える。

「辞めるって、これからどうするんだよ。なんというか、こうさ、こう」

　まるでこの女子高生の保ほ護ご者しやか父親にでもなったように、黒田が困こん惑わくする。

「依い頼らいを達成してくれるまで、ここにいます」

「した後にどうするんだ。学校辞めたら、やることないだろう」

「分かりません。どうしたらいいでしょう」

「俺にそれを聞くのかよ……」

　親や教きよう師しでもない黒田に人生の指し針しんを尋たずねる時点で、詰つんでいるとしか思えなかった。

「子供は大人に道を聞いていいものだと教わりました」

「時と場合による」

　女子高生の歩く道など、黒田の範はん疇ちゆうの外だった。

「取りあえず、ここに置いてください。あなたがユーキーを殺すまで」

　それまでは黒田を監かん視しする目となると、小泉明日香が硬こう質しつした態たい度どで示しめす。

　昨日の道中でその強固さを学ばされた黒田は、泣き喚わめかれるのも嫌いやになって折れる。

「……じゃあ、部屋の掃そう除じでも頼たのむわ」

「分かりました」

　黒田の言葉に従したがい、小泉明日香がソファから下りて雑ぞう巾きんを用意する。

　消えることのない床ゆかの血の跡あとを、何度も拭ぬぐい始める。

　黒田はそれを薄うす目めで眺ながめて、溜ため息いきを吐ついた。

　思い通りに行かず、思いも寄よらないことが世の中は多すぎる。

　今のところ、請うけた依い頼らいはどちらも達成できていない。

　緑みどり川かわ円えん子じの殺さつ害がいの件も、『緑川円まる男おの財ざい産さんは既すでに発見されて掘ほり尽つくされたがいいか』と少し調べて報ほう告こくしたところ、依い頼らい人にんがあっさりと取り下げてしまった。実じつ際さいの財産の有無までは把は握あくできていないので、いい加か減げんな報告ではあった。それを受けた依頼人は諦あきらめたか、或あるいは黒くろ田だを使い物にならないと見て別の殺し屋に依頼するつもりなのか。真意は不ふ明めい瞭りようだが、黒田が依頼をこなせなかったのは確たしかだった。

　開業早々にこの調子で大だい丈じよう夫ぶなのかと、黒田がソファに身を崩くずす。

　山中で吸すい込んだ空気の冷ややかさを思い起こしながら、天てん井じようを仰あおぎ見た。

「俺も陶とう芸げい家かを目指そうかなぁ……」

「殺してから目指してください」

「そーね……」

　独ひとり言にも厳きびしい依頼人だった。黒田は顎あごと首を見せつけたまま、緑川のことを考える。

　本当に笑うことのない女だった。

　いつも人当たりを気にして口もとが緩ゆるんでいる自分と対照的に思えた。

　既すでに接せつ点てんを失い、もう出会う機会はないかもしれない。

　会いたいのか？　と黒田が自分に問う。どうだろうと、曖あい昧まいな答えが心の底を濁にごす。

　しかしそもそも接点とはいうが、三日前までお互たがいに一切を知らなかったのだ。

　本当に、なにもなかった。

　そこから意図したわけではなく、微かすかな繫つながりが生まれる。

　接点が初めからあったわけではない。川にさらわれて偶ぐう然ぜん、重なる石のようなものだ。

　それならばいつかまた、『接点』とやらが見えてくるのかもしれない。

　そしてそういうものは、お互いが忘わすれた頃ころにふとした拍ひよう子しにやってくるものだろう。

　想像すると、気け怠だるいだけの肩かたに熱いものが宿る。

　そうなのか、と黒田が変化を受け入れる。

　楽しみなのかもしれない、と黒田が思う。

　また会ってみたいな、と黒田が少し思う。

　だから、その時が訪おとずれるまでに。

　今度こそ彼女を唸うならせるような小話を用意しておこうと、黒田はしばし目を瞑つむった。
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　束つかの間訪おとずれた一人の時間を、緑みどり川かわは存ぞん分ぶんに享きよう受じゆしていた。

　昨日の騒さわぎが台風のように景色を運び去り、山の上の工こう房ぼうに残るは静せい寂じやく。お気に入りの椅い子すに腰こしかけて、緑川が意い識しきの輪りん郭かくをぼやかす。凝こった脳のうを伸のばしていくように安らいだ。

　山を包む朝日が優やさしく見える。調子のいい日には周りに柔やわらかいものが増ふえる。

　こうした毎日がずっと続けば、と緑川としては願わずにいられなかった。

　この数日間の騒そう動どうで、もっとも変化から縁えん遠かったのは緑川だった。

　生活のリズムが変わるわけでもない。価か値ち観かんが複ふく雑ざつ化かすることもない。

　人付き合いへの煩わずらわしさを抱かかえて、極きよく力りよく逃のがれようと、山の上。

　その山に、朝日以外の柔らかいものが満ちる。

　変化があるとすれば、その一つだけ。

「ししょう、馳はせ参じました！」

「誰だれが師匠だ……」

　幾いくつも抱かかえた鞄かばんに埋うもれそうな、童どう顔がんの娘が緑川の平へい穏おんを賑にぎやかに踏ふみつける。

　また一人ではなくなる。

　緑川はそれを諦あきらめと山の爽そう涼りような空気の狭はざ間まで受け入れる。

「よろしくお願いしまする、ししょう」

　へへぇ、とカナがへつらい笑いを見せると緑川は軽快に無む視しした。

　荷物を詰つめ込んだ鞄を三つ背せ負おったカナが、のたのたと走って回り込む。

　仕草がきびきびとしていない。大人じゃないと、強く感じさせる。

「ししょう！」

「師匠じゃない」

「先生の方がいいですか？」

「もっと気に入らない」

「ではマスター緑川でいかがなものでしょう」

「………………………………………」

　語呂は悪くないと思ってしまった。

「本当に来たよ」

「来ました！　陶とう芸げい家かになります！」

　どれだけ感化されやすいんだと、緑川が呆あきれる。

「本当に始めるの？　食べていくの難むずかしいよ」

「がんばって食べます！」

　気合いはこもっているが、どうにも焦しよう点てんの外れた返事だった。

　昨日から薄うす々うす感じていたことではあるが、緑みどり川かわがカナを完全に『変なやつ』と認にん識しきする。

　外見は何度見ても、同じ二十代に見えないのだった。

　工こう房ぼうの奥おくで転がっていた犬が騒さわがしさから逃のがれるように寝ねる位置を変える。

　目の端はしで動くそれに気づき、変化がもう一つあったと、緑川が思い出す。

　さっきから、独ひとりではなかったのだ。

「そうは言うけど、弟で子しなんて取りたく」

「あ、これおみやげです」

　カナが青いリュックから取り出した四角い包みを差し出す。

　受け取った緑川が、その要よう冷れい蔵ぞうと表記され、ひんやりとした箱の中身と店名を検けん分ぶんする。

　ルタオのチーズケーキだった。

「よし」

　こんなときだけ緑川の返事が快こころよい。

「っしゃー！」

　賄わい賂ろで弟子入りを果たしたカナが握にぎりこぶしを作る。

　差し入れはギャッピーの入れ知ぢ恵えだった。

「じゃあ弟子として最初の仕事。これ冷蔵庫に入れてきて」

「ウッス」

　箱を抱えたカナが小走りで景気よく小屋を出て行く。しかしすぐに引き返してきた。

「ししょう、蜂はちが大たい挙きよして怖こわいよー」

　あぁ？　と緑川が首を伸のばして小屋の入り口を確たしかめる。カナの訴うつたえ通り、大型の蜂が羽は音おとを立てて軽けい快かいに上下していた。また、小屋の屋根の下あたりに巣を作りに来たのかも知れない。

「放っておけば慣なれるよ。あんたと蜂の両方」

「慣れる前に死にそうで……」

　あたしこんなに皮かわ薄うすくて、とカナが手の甲こうを摘つまむ。伸のびの良い、子供の皮だった。

「最初の仕事からつまずく弟子はいらない」

　適てき当とうにけしかけてみる。昨日みたいに人間が大挙してくるよりはマシだろうというのが緑川の偽いつわらざる言い分だった。「むむむ」と菓か子し箱ばこ一つで得た地位の剝はく奪だつを危あやぶむカナが意を決する。

　腰こしを低くして、カナが小屋の外へと躍おどり出た。

　そんな大げさなことをするから蜂が寄よってくるんじゃないか。

　緑川はそう感じたものの、黙だまって見送る。

　行き帰りで派は手でな足音を立てて、カナが帰ってきた。

「おひょおひょ」

　小屋の中に入ってもカナが飛び跳はねるように奥おくまで逃にげてくる。

　確たしかに蜂はちが増ふえてきてはいた。緑みどり川かわとしても、苦にはならないが好ましくもない。

「今度、害がい虫ちゆう駆く除じよを呼よぶから」

　それまでは蜂と仲良く暮くらしていろという師し匠しようの達しに、カナが「はひ」と首を縮ちぢめる。

　緑川の言う害虫駆除とは、当然、冗じよう談だんのつまらないあの男だ。

　本当は、あの男はそんな職しよく業ぎようではない。緑川もそれは理り解かいしていた。

　そして、だからこそ。呼んで困こまらせてやろうとも思った。

　緑川が腕うでまくりすると、カナも真ま似ねするように袖そでをめくる。頭のタオルに気づくと荷に物もつから蛙かえるプリントのタオルを取り出して巻まき始める。緑川はそうしたカナの様子を眺ながめて、両手で狐きつねの影かげ絵えを作ってみる。カナは疑うたがうことなく、「はいー」と師匠に続いた。

　緑川が後こう悔かいしそうになる。しかし前ぜん途と多た難なんなものと同時に、その愚ぐ直ちよくさと素直さに前の弟で子しよりは仕込みがいがありそうだとも思った。

　そうしてようやく、何事も起きない緑川の一日が始まる。

　それはカナも同様で。
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　一つの事件が終わっても、区切りがついても、どれだけ劇げき的てきでも。

　死にゆく日まで当たり前のように明日は訪おとずれる。

　カナが、粘ねん土どをこね始めた。





→四日目が、続く。
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あとがき




　これが最終巻となります。最後までお付き合いいただきありがとうございました。








入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

「いるクまー『結』ってなにかなー」

「知らねーよー」

「結了、完結、終結、結末。あっそうか終末かー『しゅうまつがやってくる』なんだー。そうだったのか」
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イラスト／深み崎さき暮くれ人ひと

北海道出身、東京都在住のイラストレーター。飼猫を生き甲斐に、肩こりと戦いながら絵を描いてます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「入間人間先生」係

「深崎暮人先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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